


　この報告書は，東九州自動車道建設（大隅ＩＣ～末吉財部ＩＣ）に伴って，平成

１６年度から平成１８度にかけて実施した曽於市（旧曽於郡末吉町，同郡大隅町）に所

在する唐尾遺跡，高古塚遺跡，菅牟田遺跡，中之迫遺跡の発掘調査の記録です。

　唐尾遺跡，高古塚遺跡，中之迫遺跡は縄文時代早期から古代にかけての複合遺跡

です。なかでも唐尾遺跡，高古塚遺跡では縄文時代早期の集石遺構が検出され，さ

らに高古塚遺跡では落とし穴が検出されています。また，両遺跡からは古代の焼土

跡を伴った掘立柱建物跡が発見されました。高古塚遺跡の建物跡は，同一地点にお

ける建て替えを想起させるものです。

　これら発見された遺構や遺物は，曽於地域の縄文時代から古代にかけてのシラス

台地上における土地利用を考える上で貴重な資料といえます。

　本報告書が，県民の皆様をはじめ多くの方々に活用され，埋蔵文化財に対する関

心とご理解をいただくとともに，文化財愛護思想の普及の一助になれば幸いです。

　最後に，調査にあたりご協力いただいた国土交通省大隅国道事務所や曽於市教育

委員会ならびに発掘調査に従事された地域の方々に厚くお礼を申し上げます。

平成２０年３月

鹿児島県立埋蔵文化財センター

所長　宮　原　景　信
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押型文土器・綾式土器・黒川式土器
土師器・須恵器

落とし穴・集石
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岩本式土器，吉田式土器
石坂式土器，貝殻文円筒形土器（辻
タイプ），無文土器
轟式土器
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縄文時代早期
縄文時代前期
縄文時代晩期

散布地 中  之  迫  遺  跡 
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　唐尾遺跡では，縄文時代早期，中期晩期，古代の遺構・遺物が検出された。特に中
期の落とし穴が８基，晩期の入佐式土器を伴った竪穴住居跡１基が検出されている。
また，古代では，焼土跡を伴う掘立柱建物跡が検出された。高古塚遺跡では，縄文時
代早期，中期，晩期，古代の遺構遺物が検出された。特に早期の落とし穴が３基，集
石が１３基検出され当時の土地利用のあり方が注目される。また，早期前葉の土器が出
土している。古代では焼土跡を伴い同一地点で主軸を変えて立て替えを行った掘立柱
建物跡が検出された。菅牟田遺跡は確認調査の結果遺物遺構が発見されなかった。中
之迫遺跡では，縄文時代早期，前期，晩期の遺物が出土している。
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１　本報告は，東九州自動車道建設（大隅ＩＣ～末吉財部ＩＣ）に伴う「唐尾遺跡・高古塚遺跡・

菅牟田遺跡・中之迫遺跡」の発掘調査報告である。

２　発掘調査は，日本道路公団（平成１６年度），国土交通省（平成１８年度以降）からの受託事業と

して，鹿児島県立埋蔵文化財センターが担当した。

３　整理作業及び報告書作成事業は平成１８年度，平成１９年度に国土交通省九州地方整備局大隅国道

河川事務所の委託を受け，鹿児島県立埋蔵文化財センターが担当した。

４　本書で用いたレベル数値はすべて海抜高である。

５　本書の遺物番号は各節ごとの通し番号とし，挿図，表，図版の番号と一致する。

６　発掘調査の実施においては，曽於市教育委員会の協力を得た。

７　発掘調査における実測および写真撮影は，調査担当者が行った。

８　遺物に関する写真撮影等は，唐尾遺跡は吉岡康弘，高古塚遺跡，中之迫遺跡は福永修一が行っ

た。写真図版の編集は，福永修一が行なった。

９　出土土器に付着した煤及び出土した炭化材放射性炭素年代測定を�加速器分析研究所に依頼し，

その分析結果報告を掲載した。

１０　本報告書の制作・整理作業の一部にはデジタル技術を導入し，図版等の作成および編集に係わ

るデータ処理は，福永修一が行い，馬籠亮道の協力を得た。

１１　本書の執筆，編集は，鹿児島県立埋蔵文化財センターで彌榮久志，福永修一が行った。

１２　本報告書に掲載した出土遺物・図面・写真等は，鹿児島県立埋蔵文化財センターで保管し活用

する。なお，本報告書に使用したデータの一部は，鹿児島県立埋蔵文化財情報管理システムおよ

び埋蔵文化財情報データベース（ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｊｏｍｏｎ－ｎｏ－ｍｏｒｉ．ｊｐ）で公開する予定である。

１３　各遺跡の遺物注記の記号は，唐尾遺跡「カラオ」，高古塚遺跡「ＫＴ」，中之迫遺跡「ＮＳ」で

ある。
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　�　遺構図の縮尺については１／２０を基本としたが，大型の遺構についてはこの限りではない。

各々，図中に示したスケールを参考とされたい。

　�　掘立柱建物跡，土坑の焼土跡については，その部分をスクリーントーンで表現している。

　�　集石遺構の断面図については，断面線から半分を見通している場合と，すべての礫を見通し

ている場合がある。

　�　遺構番号については，調査時に付されたものから，報告書掲載順に新たに付け替えた。

　�　遺構観察表中（　）で記した数値は，検出状況により正確な計測値を表示できないものにつ

いて現況及び参考値で表した。

　�　高古塚遺跡のⅤａ層検出落とし穴の実測図は，平成１８年９月１７日（日）に台風１３号により調

査事務所が半壊し実測図を滅失したため，Ⅴａ層検出落とし穴１号，４号，５号については写

真より図を起こしたため数値等については，参考値として取り扱う。

����

　�　掲載遺物の縮尺は，土器が１／３，石器は１／１を基本とする。しかし，礫石器など大型の

ものについてはこの限りでない。各々，図中に示したスケールを参考とされたい。

　�　土器の外面に付着した煤跡，内黒土師器の内面については，スクリーントーンで表現してい

る。

�　土器，石器等の出土位置については，各節ごとに記載した。スケールについては，原則として

１／５００で，図中にグリッドラインが表示されているので参考にされたい。
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平成１１年２月　末吉・財部インターから志布志インター間の分布調査を実施。

平成１３年１月２９日～２月６日　宮ヶ原遺跡，加治木堀遺跡，十三塚原遺跡の試掘調査を実施。

平成１３年９月１７日～１２月２５日　１９遺跡，１１８か所に試掘溝を入れ，詳細分布調査を実施。

平成１３年１０月１日～平成１４年３月２２日　関山西遺跡，関山遺跡，狩俣遺跡の確認調査を実施。

平成１５年１１月１８・１９日　井出山遺跡試掘調査を実施。

平成１６年１月１４日～３月１２日　定段・稲村遺跡工事用道路確認・本調査を実施。
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平成１６年５月７日～平成１７年３月２０日

　中之迫遺跡工事用道路確認・本調査を実施。　菅牟田・唐尾遺跡の確認・本調査を実施。

平成１７年５月７日～平成１８年３月２０日

　関山西・関山・唐尾・定段遺跡の本調査を実施。

平成１６年１１月１日～２８日

　確認トレンチを設定後確認調査を実施。

平成１６年１２月１日～２５日

　確認調査　奈良・平安時代の範囲を確定

平成１７年１月５日～２８日

　確認調査　縄文時代晩期と中期と早期の範囲を確定

平成１７年２月１日～２７日

　本調査　　奈良・平安時代と縄文時代晩期の全面調査を実施

平成１７年３月１日から２０日

　本調査　　奈良・平安時代と縄文時代晩期の全面調査を実施

平成１８年５月８日～２８日

　本調査　　奈良・平安時代と縄文時代晩期の全面調査を実施

平成１８年６月１日～２８日

　本調査　　縄文時代中期と早期の全面調査を実施

平成１８年７月１日～２８日

　本調査　縄文早期の全面調査の実施

平成１８年４月１日から平成１９年５月３１日

　唐尾遺跡の整理作業を実施。

��������

平成１６年度

　事業主体　日本道路公団九州支社鹿児島工事事務所・鹿児島県土木部

　調査主体　鹿児島県教育委員会

　調査総括　鹿児島県立埋蔵文化財センター　所　　　　　長　木原　俊孝
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　調査企画　鹿児島県立埋蔵文化財センター　

　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　次長兼総務課長　賞雅　　彰

　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　調　査　課　長　新東　晃一

　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　課　長　補　佐　立神　次郎

　　　　　　　　　〃　　　　主任文化財主事兼第二調査係長　彌榮　久志

　調査担当者　　　〃　　　　　　　　　　　文 化 財 主 事　鶴田　静彦

　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　岩澤　和憲

　調査事務　　　　〃　　　　　　　　　　　主　　　　　事　福山恵一郎

平成１７年度

　事業主体　日本道路公団九州支社鹿児島工事事務所・鹿児島県土木部

　調査主体　鹿児島県教育委員会

　調査総括　鹿児島県立埋蔵文化財センター　所　　　　　長　上今　常雄

　調査企画　鹿児島県立埋蔵文化財センター　次　　長（総務）　有川　昭人

　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　次　　長（調査）　新東　晃一

　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　調査第二課長　立神　次郎

　　　　　　　　　〃　主任文化財主事兼調査第二課第一係長　彌榮　久志

　調査担当者　　　〃　　　　　　　　　　　文 化 財 主 事　鶴田　静彦

　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　文 化 財 主 事　内山　伸明

　調査事務　　　　〃　　　　　　　　　　　主　　　　　事　福山恵一郎

平成１８年度

　事業主体　国土交通省大隅河川国道事務所・鹿児島県土木部

　調査主体　鹿児島県教育委員会

　調査総括　鹿児島県立埋蔵文化財センター　所　　　　　長　上今　常雄（４月～８月）

　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　所　　　　　長　宮原　景信（９月～３月）

　調査企画　　　　〃　　　　　　　　　　　次　　長（総務）　有川　昭人

　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　次　　長（調査）　新東　晃一

　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　調査第二課長　立神　次郎

　調査企画及び整理担当者　〃　主任文化財主事兼調査第二課第一係長　彌榮　久志

　調査事務　　　　〃　　　　　　　　　　　主　　　　　事　五百路　真

平成１９年度

　事業主体　国土交通省大隅河川国道事務所

　調査主体　鹿児島県教育委員会

　調査総括　鹿児島県立埋蔵文化財センター　所　　　　　長　宮原　景信

　調査企画　　　　〃　　　　　　　　　　　次　　長（総務）　平山　　章

　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　次　　長（調査）　新東　晃一

　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　調査第二課長　立神　次郎

　調査企画及び整理担当者　〃　主任文化財主事兼調査第二課第一係長　彌榮　久志

　調査事務　　　　〃　　　　　　　　　　　主　　　　　事　五百路　真
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　唐尾遺跡は鹿児島県曽於市末吉町大字諏訪方字唐尾に所在する。

曽於市は鹿児島県の北東部で大隅地方に入り，宮崎県都城市の南隣にあたる。曽於市は曽於郡財部

町，同末吉町，同大隅町が平成１６年の市町村合併で形成された市である。曽於市の中にある末吉町

は同市の中部にあたり，北側に財部町，南側に大隅町が接している。

　大字諏訪方は曽於市末吉町内でも西北部にあたり，北側には国道１０号線が通り，同市財部町と隣

接している。

　遺跡の位置は北側の国道１０号線の光神小学校から末吉町市街地方向に約１．２�の入った県道の南

側にあたる。

　この地域は，鹿児島県で普通にみられるシラス台地にある。シラス台地は，約２５，０００年前の錦江

湾奥部の現在「タギリ」と言われている海底火口が噴出源と考えられている火砕流が標高約３００～

１００ｍ級の台地を形成したものである。シラス台地は火砕流堆積物のため圧力には強いが，水には

弱く，雨の浸食で小さく切り立った浸食谷が八つ手状に形成されるのが特徴である。

　遺跡の立地しているこのシラス台地は東西約７００ｍ，南北４００ｍの平坦面であるが，東西南北に浸

食谷がある。遺跡の位地はこのシラス台地の南部で，その南端は第２図で示した様に垂直に切り

立った約６０ｍの崖を呈している。また，南端には標高２９８．０ｍの三角点がある。

　遺跡の現状は，東西南北に区画整理された標高約２９５ｍの平坦に造成した畑地になっている。こ

の平坦な畑地の北側には関山遺跡が存在する。調査の結果，台地の中央部には存在せず，台地の周

辺部に立地している傾向が見られる。

　また，関山遺跡の西側には江戸時代に関所が設けられた言われのある所があり，地名も関所関係

の「関」が使われている。よって，歴史的にもこの付近は交通の要所にあたる意義深い所である。

　��������	
�

　１から７は東九州自動車道建設に伴う１３次区間で平成１７・１８年度に調査した遺跡である。

　１は本報告の唐尾遺跡である。２は同じ台地の北部にある関山遺跡である。遺跡は旧石器時代，

縄文時代早期，古代等の時期が発見されている。その中でも，縄文時代早期は落とし穴群が列状に

検出されている。３は関山西遺跡である。ここは，この台地より一谷挟んだ北側の台地である。遺

跡が立地している所は台地が浸食で縊れている地形である。遺跡は主に縄文時代早期と古代から中

世が発見された。４は西原段Ⅰ遺跡で台地の東側が周知されている。調査の結果，縄文早期の遺跡

と古墳時代であることがわかった。５は野鹿倉遺跡で縄文早期と晩期の遺跡である。ここは，浸食

谷が南側と東側にあり，馬の背状になっている。６は建山遺跡で，旧石器時代，縄文時代早期，古

代の遺跡である。地形は広い台地で，調査場所は西側端を南北に調査している。７は狩俣遺跡で，

縄文時代早期・晩期，古代，中世の遺跡である。特に中世の畠跡が全面に検出している。

　後の遺跡番号は，９から１３が曽於市財部町所在で，１４から２８が曽於市末吉町所在で，２９から５２が

曽於市大隅町所在である。

　これらの周辺遺跡の立地は，環境で示したようにシラス台地の周辺部に存在している。
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備考出土遺物等時代地形所在地（曽於市）遺跡名№

縄文（晩期）台地末吉町諏訪方唐尾唐尾１

旧石器
縄文（草・早・中・晩）
奈良・平安

台地末吉町諏訪方関山関山２

縄文（早・晩）
弥生・奈良・平安台地末吉町諏訪方関山西関山西３

岩崎上層式縄文（後）台地大隅町中之内西原段西原段１４

土器縄文台地大隅町中之内野鹿倉野鹿倉５

土器縄文・古墳台地大隅町中之内建山建山６

土器，石器縄文・古墳台地大隅町岩川狩俣狩俣７

土師器縄文・歴史財部町南俣字梅田梅田８

土師器歴史財部町南俣字荷床荷床２９

土師器縄文・歴史財部町南俣字八畝八畝１０

土師器歴史財部町南俣字荷床荷床１１１

土師器
内黒土師器縄文・平安台地財部町南俣字野方野方１２

県埋文報�縄文末吉町岩崎牧牧Ｂ１３

（町）昭和４３．１宿場跡近世台地末吉町深川通山末吉通山
宿場跡１４

Ｈ８～１１
発掘調査

旧石器
縄文（草・早・中・後・晩）
古墳・奈良・平安・中世

台地末吉町諏訪方桐木桐木１５

Ｈ１２～１３
発掘調査

旧石器
縄文（草・早・中・後・晩）
古墳・奈良・平安

台地末吉町諏訪方桐木桐木Ｂ１６

中世台地末吉町橋野栫橋野居館跡１７

Ｈ５農政分布調査縄文・奈良～平安台地末吉町諏訪方棚木大角豆ヶ迫１８

町埋文報�轟式縄文台地末吉町深川
五位塚真方入口真方入口１９

町埋文報�夜臼式縄文・中世台地末吉町深川
五位塚通塚上川路通山上川路２０

町埋文報�．�縄文・古墳台地末吉町深川外園臼杵２１

町埋文報�．�土師器縄文（晩期）・古代台地末吉町深川楠木岡楠木岡Ａ２２

町埋文報�．�土師器縄文（晩期）・古代台地末吉町深川楠木岡楠木岡Ｂ２３

土師器縄文・古代台地末吉町深川楠木岡楠木岡Ｃ２４

町埋文報�入佐式
土師器縄文（晩期）・古代台地末吉町深川

五位塚下ノ窪下ノ窪２５

町埋文報�．�土師器縄文（晩）・古代台地末吉町深川四枝道四枝道２６
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備考出土遺物等時代地形所在地（曽於市）遺跡名№

町埋文報�土師器
須恵器古代台地末吉町深川

五位塚仮牧仮牧２７

町埋文報�
Ｈ１０農政山形押型文縄文（早）台地末吉町深川

五位塚渡り下五位塚渡り下２８

岩崎上層式縄文（後）丘陵大隅町中之内前畑段前畑段２９

縄文土器
打製石斧
土師器，叩石

縄文（早～晩）
弥生・奈良・平安台地大隅町中之内東原東原３０

縄文土器縄文台地大隅町中之内西原段西原段Ⅱ３１

町埋文報�土器，土師器縄文・平安台地大隅町中之内峯段峯段３２

縄文土器
局部磨製石斧
叩石

縄文（晩）台地大隅町中之内ノトロノトロ３３

土師器奈良～平安丘陵大隅町中之内谷川内谷川内３４

土師器弥生・歴史台地大隅町中之内打込打込３５

縄文土器
貝岩剥片縄文（晩）台地大隅町中之内わらび

堂わらび堂３６

土師器歴史台地大隅町中之内前岡前岡３７

須恵器縄文・歴史台地大隅町中之内前畑前畑３８

土師器縄文（晩）・歴史台地大隅町中之内中崎迫中崎迫３９

土師器古代台地大隅町中之内重ヶ迫重ヶ迫４０

土師器
黒色土器古代台地大隅町中之内重吉迫重吉迫Ⅰ４１

土師器縄文（後）・古代台地大隅町中之内重吉迫重吉迫Ⅱ４２

土師器歴史台地大隅町中之内高尾迫高尾迫４３

石皿縄文（早）台地大隅町中之内４３００観音段４４

「大隅町誌」叩石・石皿縄文（後）台地大隅町中之内狩谷狩谷４５

墳丘（消滅）中世台地大隅町中之内八木塚八木塚４６

石錘（５例）縄文台地大隅町中之内柿木渡柿木渡４７

石坂式縄文（早）台地大隅町大谷赤松迫赤松迫４８

前平式
塞ノ神式縄文（早）台地大隅町中之内一里山

サセフ一里山４９

土師器，青磁縄文（晩）・歴史台地大隅町中之内一里山
二本枦一里山５０

町埋文報�土器，石器
陶磁器縄文・中世・近世台地大隅町中之内桂尾ノ迫５１

町埋文報�土器，石器
陶磁器縄文・中世・近世台地大隅町中之内西笠木吹切段Ａ５２
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　第３図の地層模式図で示したように第Ⅰ層が畑で使用された表土層である。第Ⅱ層は薄い黄色を

呈した小粒の軽石層で，西暦１４７１年の桜島起源軽石層である。文明年間に噴火し，降下したことで

文明ボラと言われている。ボラとは鹿児島県霧島市福山町牧ノ原地区を中心に言われている俗称で，

軽石をさしている表現である。この軽石層はよく中世の遺構を覆っていることが多く，畠の畝跡等

が発見されている。第Ⅲ層は粒の小さい土質でⅢａ層とⅢｂ層に分けられる。第Ⅲａ層は腐食が発

達した黒色土でよく中世の遺物を出土する層である。第Ⅲｂ層は暗茶褐色土で奈良・平安時代の遺

物が包含されている層である。本遺跡の遺物は，主にこの層から出土している。第Ⅳ層はⅣａ層と

Ⅳｂ層に分けられる層で，特に第Ⅳｂ層は霧島山御池起源の火山灰で，御池火山灰と言われている

層である。第Ⅳａ層は御池火山灰の二次堆積層に相当し茶褐色土層でやや腐食土層を呈している。

縄文時代中期と晩期の遺物が出土している。第Ⅳｂ層は黄褐色砂粒土で，霧島山系の東端にある御

池からの噴出物に相当する火山灰である。また，これらの層が流れ込んだ落とし穴遺構も第Ⅴ層で

確認できる。第Ⅴ層はⅤａ層とⅤｂ層に分けられる。この層は主に鬼界カルデラ起源のアカホヤ火

山灰で形成された層に相当する。第Ⅴａ層は褐色土で第Ⅴｂ層の二次体積土の腐植土層である。本

遺跡では遺物が出土していないが縄文早期末から前期にかけての層である。それはこの層がアカホ

ヤ火山灰約ＢＰ６，３００年とその上の御池火山灰約ＢＰ４，３００年の間である理由からである。第Ⅴｂ層

はアカホヤ火山灰の一次層に相当し，赤褐色でさらさら感があり，下位に赤い火山豆石の堆積がみ

られる。第Ⅵ層はⅥａ層とⅥｂ層に分けられる。第Ⅵａ層は青灰色土層で霧島起源の火山灰が腐食

した土層である。縄文時代早期の遺物が出土する。第Ⅵｂ層は桜島起源のＰ１１の降下火山灰による

もので黄色や茶色軽石が下部に堆積し一次層を形成している。上部は軽石層が崩れた状態で堆積し

ているので２次的な層と判断できる。この層には軽石層のため遺物の出土はない。このＰ１１のＢＰ

年代は約７，４００年である。第Ⅶ層は明黄褐色をした腐食土層である。この層は縄文時代早期の遺物

が出土する。第Ⅷ層は黒褐色をした腐植土層である。遺物の出土は少ない。第Ⅸ層は黄色火山灰堆

積層で桜島起源のＰ１４にあたる。別名薩摩火山灰である。ＢＰ年代は約１１，４００年と言われている。

遺物の出土はない。第Ⅹ層は黒色粘質の発達した腐植土層である。別名チョコ層と呼ばれ，縄文時

代草創期から旧石器時代の遺物が出土するそうである。本遺跡での出土はない。第ⅩⅠ層は軟質の

黄褐色粘質土層で小形のナイフ形石器を出土する層である。本遺跡での出土はない。第ⅩⅡ硬質の

ブロックがある黒褐色弱粘質土層で，ナイフ形石器が出土する層である。本遺跡での出土はない。

第ⅩⅢ層は硬質のローム層で暗黄褐色土層の中に白い径２・３�のパミスが部分的に点在する。ナ

イフ形石器が出土する層であるがここでは出土していない。第ⅩⅣ層は硬質ロームの黄褐色土層で

中に赤褐色パミスが点在する。このパミスは桜島起源のＰ１５に相当する。本遺跡の出土はないがナ

イフ形石器を出土する層である。第ⅩⅤ層は硬質のローム層で暗灰色を呈している。これは，本遺

跡では出土していないが下部にナイフ形石器を出土する層である。第ⅩⅥ層黄褐色の硬質ローム層

である。中に赤茶褐色のＰ１７のパミスを含む。本遺跡では出土してないが上部にナイフ形石器を出

土する層である。第ⅩⅦ層は黄褐色土層でこの層の下位になるシラスの風化層である。第ⅩⅧ層は

黄褐色土でシラスの二次堆積層である。



－８－

　第４図はＦ－１２～１３区，Ｇ－１３・１４区で，第５図はＢ－２～５区の土層断面図である。樹痕や一

部攪乱層があるが，少々乱れているが水平に近い堆積をしている。
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　������（第２図・第６図）

　確認調査は，１１ヶ所の確認トレンチを入れて調査範囲を絞り込んだ。

　調査範囲は第２図で示した様にＡ－２区，Ｄ－５区，Ａ－１０区を結んだ三角形の地域とＢ－１１区，

Ｇ－１１区，Ｇ－１６区，Ｄ－１６区を結んだ長方形の地域を実施した。

　調査の結果，縄文時代早期は第６図で示したようにＢ－２～Ｂ・Ｄ－５までに分布していた。遺

物は礫類と土器類が出土している。

　礫類は割れた状態のものを角礫，丸みが多くみられるものを円礫，両方持ち中間的なものものを

礫として分類して分布状態を調べてみたのが第６図の角礫－赤点，円礫－青点，礫－水色である。

礫はＢ－４の高所から南東と北西の両方に散在している。散在は集石が崩れた状態で，角礫がＢ－

３・４区，円礫がＤ－４区に多くみられる。また，Ｄ－５区に小規模にもみられる。なお，燈色は

剥片，黒は砕片である。剥片はＢ－５区，砕片はＣ－３・４区にみられる。石鏃はＢ－３，Ｃ－４

区にみられ，磨製石斧はＣ－４区，石匙はＣ－４区に出土している。

　土器はＢ－２・３区からＣ－５Ｄ－４・５区を結ぶ帯状に出土している。その中でもＢ－３・４

区，Ｃ－４区に多く出土している。

�����

　　���（第９図）

　　����

　Ｄ－４区に検出した。集石としては崩れて広く散在している状態である。礫の大きさは１０�から

３�位で，南東部が高い位置にある。石材は砂岩，頁岩が多い。また，集石の下によくみられる土

坑の形跡は見あたらない。

　　����（第９図）

　Ｃ－３区に検出した。約５０�角状に固まって検出した。礫は５～７�のものが多く，一部詰まっ

てない部分もみられるが，正方形に集めている。石材は砂岩，頁岩が多い。また，集石の下によく

みられる土坑の形跡は見あたらない。

　　���（第１０図）

　土坑は１号土坑がＣ－４区，２号土坑がＢ－３区に検出された。

　　����（第１１図）

　この土坑は第Ⅴ層上面より長軸を東西にして検出した。規模は長軸９０�，短軸７２�，深さ３０�で

卵を半カットした形状である。埋土は第Ⅴ層を主とし，①は明茶褐色②は茶褐色軽石③は①より明

るい明茶褐色の土層を呈し，軽石の量は①③②の順に多い。

������（第１１図）

　この土坑は東西５０�，南北５２�，深さ２４�で第Ⅶ層に検出した。埋土は①がＰ１１と第Ⅶ層との混

土，②がＰ１１だが粒子が細かい，③がＰ１１の大きめのパミスが入り込んでいる。
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�����（第１２～１７図）

　��（１～４７）

　１と２は同一個体と思われる。これらは円筒形の胴部に，頸部で「く」の字状に外へ開く口縁部

を持つ器形を持つ土器である。口径は２８�で，器高は現状で約２０�である。文様は口唇部と口縁部

の外面と胴部に施されている。口唇部は刻みを入れ，口縁部には沈線で角状に描き，一部には横位

の沈線を埋めるように施している。頸部には２条の沈線がみられる。胴部には縦位の撚糸文の上に

２条の沈線で上下に区画をし，間に菱形の文様を描いている。器面は内面に磨き調整で外面は撫で

調整である。外面には煤の付着がみられる。形式は塞之神Ａ式の範疇に入ると思われる。

　３は波状で外反する口縁部である。器壁は頸部から肥厚し口唇部と口縁外面に文様を施している。

口唇部の文様は刻みで，外面は３条の沈線と２列の刺突連続文を施している。器面調整は撫で調整

である。外面には煤が付着している。形式は胴部がないので判断できない。

　４は波状で外反する口縁部である。口唇部は２列の刻み目，口縁外面には刻み目のある微隆起突

帯文を施している。外面には煤が付着している。形式は胴部がないので判断できない。

　５は頸部から「く」の字状に外反する波状の口縁部である。口縁部には斜状の刻み目があり外面

には３条の沈線を直及び丸く施している。頸部にも３条で横位の沈線を施している。器面調整は丁

寧な撫で調整である。形式は胴部不明のため判断できない。

　６は頸部から「く」の字状に外反する波状の口縁部である。口縁部には斜状の刻み目があるが，

外面には文様が施されていない。頸部には３条で横位の沈線を施している。器面調整は丁寧な撫で

調整である。形式は胴部不明のため判断できない。

　７は円筒形をした薄手の胴部である。外面には撚糸文が縦位に，沈線が横位に施されている。器

面調整は撫でである。形式は塞之神Ａ式に比定できる。

　８は底部に近い胴部である。薄手で撫で調整で仕上げている。器面には撚糸文が施され，塞之神

Ａ式に比定できる。

　９は平底と思われる底部である。器厚は薄手で，器面は撫で調整をしたものである。

　１０は小形の土器で口縁部が外反する土器である。器厚は一定でなく整形が良くない。文様は口唇

部に刻みを外面に２列の沈線を横位に施している。

　１１は平底の底部である。器厚は薄手で，器面は撫で調整の上に撚糸文を縦位に施している。

　１２は平底の底部である。器厚は薄手で，器面は撫で調整の上に沈線文と撚糸文を縦位に施してい

る。

　１３は平底の底部である。器厚は薄手で，器面は撫で調整をしたものである。

　以上が塞之神Ａ式の類とそれに近い土器類である。

　１４は頸部で「く」の字状に外向する厚手の口縁部である。器面は撫でで調整している。文様は口

唇部に貝殻で斜めから刺突した刻み目を施し，外面は２列の貝殻復縁による押し引き状の沈線を横

位に施している。形式は塞之神Ｂ式に比定される。

　１５はやや膨らみを持つ円筒形をした厚手の胴部である。外面は撫で調整をした後に，頸部と考え

られる部分に貝殻刺突文を横位に施し，胴部全体に２列の沈線文を曲線状に施している。塞之神Ｂ

式に比定される。
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－１９－

　１６は厚手の底部で平底である。内器面は粗い調整で箆状施文具痕がみられ，外器面には貝殻条痕

が斜位に若干みられる。形状は小形の土器である。

　１７は頸部で「く」の字状に締まり，口縁部は開き，肩部が丸みを持ち盛り上がる器形をし，口径

は２４．４�で，現器高は３２�で深鉢である。なお，口唇部は波状を形成し，口縁部には補修孔がみら

れる。器面調整は内面に箆撫で調整痕が横位に残り，外面は若干残っている。文様は，口唇部に貝

殻刺突文，口縁部は６条の貝殻刺突文を波状に，頸部には横位の貝殻刺突文を一条施している。ま

た，胴部はやや大きめの平行線枠の中に細目の線を２・３条描き入れたものを斜状に襷を巻くよう

に施している。

　１８は小形の土器で，口径が１１�，頸部が１０．３�，胴部が１３�，現器高が１６�である。計測では壺

であるが，雰囲気的には深鉢である。文様は口唇部に貝殻刺突による刻み目，口縁部に貝殻押し引

き状の連続文を横位と斜位に施している。肩部から胴部にかけて斜位の枠線内に沈線を施し，一部

に横位の沈線を重ねているところもある。

　１９～２４は外反する深鉢の口縁部である。口唇部には貝殻刺突による刻み目文を施し，口縁部には

数条の貝殻刺突文を横位に施している。中でも２３は押し引き状に施している。なお，２４の口唇部は

欠損している。

　２０・２５は深鉢で口縁部から頸部にかけてのものである。器形は頸部が締まり，口縁部が外反する

ものである。文様は１条ないし２条の沈線がみられるもので，２０は頸部に鋸歯状に沈線を施し，２５

は平行沈線を鋸歯状に施している。

　２６～３２は深鉢で胴部から底部にかけてのものである。文様は２６が胴部にクロスさせ，２７～３１が枠

内に沈線を施すグループである。

　３３・３４は深鉢で網状に沈線を施すグループで，３３が複数線で，３４が単線で構成している。器形は

両方とも上げ底で，調整は内外面に箆撫で痕がみられる。

　３４～３６は締まった頸部が無く直線上に外開する器形に刻目文，貝殻刺突文や沈線文がみられるグ

ループである。

　３４はバケツ形の器形である。口唇部と口縁部には箆状施文具による刻目文を横位に施し，胴部か

ら底部近くは細い沈線を数条縦位と斜位に施している。器面は箆状施民具による撫で調整である。

３５は口縁部で，口唇部と口縁部に押し引き状の貝殻刻目文が横位に施されている。３６は口唇部が欠

損しているが，口縁部に貝殻刻目文が横位にみられるものである。

　これらは塞之神Ｂ式に比定できる。

　３７～４６は塞之神Ａ式や塞の神Ｂ式の特徴がないグループで，条痕状の器面調整で無文土器として

上げた。

　３７は胴部で外器面に条痕が横位にみられるもので，やや厚手である。３８は器面が良く撫で調整さ

れた薄手の深鉢である。３９は薄手で良く調整された深鉢の底部である。４０は薄手の平底である。４１

は直線上に外開した小形の鉢形土器である。器面は斜状に調整痕がみられるもので無文である。

　４２・４３は小形の土器で平底，４４は上げ底である。４５は小形の土器の底部である。４６は厚手の深鉢

で平底である。

　４７は薄手の土器で，押型文の類に属するものである。
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－２４－

　��（第１８～２３図）（４８～７５）

　４８～５２は石鏃である。４８は若干抉りがみられる底辺部をもつ凹基式の五角形をした鏃である。４９

はやや膨らんだ底辺部をもつ凸基式の三角形をした鏃である。５０はやや抉られた底辺部をもつ平基

式の三角形をした鏃である。５１はやや抉られた底辺部をもつ平基式の三角形をした鏃である。５２は

やや抉られた底辺部をもつ平基式の三角形をした鏃である。なお，これは先端部が欠損している。

　５３はやや抉られた底辺部をもつ平基式で大型の三角形をした鏃である。なお，これは先端部が欠

損している。５４は大きく抉られた底辺部をもつ大型の三角形をした鏃である。厚みのある鏃である。

　５５・５６は石錐と思われる石器である。５５は小形であるが厚みがある石器である。先端の作業部は

やや長くし，肩を張るように加工している。５６はやや大形のため主要剥離面が残り，加工面も少な

い粗い調整で整形している製品である。作業する先端部は剥片が尖った部分を利用して作っている。

加工は主要剥離面側に歯つぶしの調整を入れて作業に対し強化をはかっている。

　５７～６３は磨製及び局部磨製石斧である。

　５７は磨製石斧である。形状は三角形を呈したものであるが自然礫を利用して作られている。刃部

は片歯状に削られ，頭部は尖らしている。両側面には刃部近くにノッチを入れている。研磨方向は

横位及び斜位で調整され，特に刃部は横位である。５８は扁平な自然礫を利用した小形の磨製石斧で
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－２６－

ある。刃部は片歯状に削られている。磨製調整痕は石の性質からみて風化が進んでいる。５９は厚み

のある自然礫を利用し，刃部を局部磨製に施したものである。頭部は欠損しているが，完形に近い。

側部は両面ともノッチを入れた調整をしている。刃部は両歯に作っている。６０は横剥の剥片を利用

した長目に曲がった局部磨製石斧である。刃部は広くなった部分に局部磨製をしている。頭部は狭

い部分になり，側辺は両剥ぎの調整で作っている。刃部は両歯形成である。６１は自然礫を打ち欠い

て作った局部磨製石斧である。刃部は使用時で剥がれ欠損し，一見打製石斧の状態である。研磨部

分は装着部から側辺の一部に辛うじて残っている。６２は自然礫を利用している局部磨製石斧である。

刃部は使用時に欠損し一部側辺に磨製した刃部が残っている。また，これは全体的に粗く作られた

石器である。６３は磨製石斧の欠損部と思われる。丸く作った刃部で両方から磨製したものである。

使用時に剥がされた可能性が高い。

　６４・６５は石匙である。６４は自然礫から横剥ぎ剥片を使用し，交互剥離をしながら刃部を作り，摘

み部からの一辺にも交互剥離で刃部を作っている。よって，鋭角な刃部が片方にみられる。摘み部
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－３２－

の調整は粗い。６５は三角形を呈した厚みのある石匙である。摘み部は丸く丁寧に作られ，刃部の３

面とも交互剥離を行っている。よって，両方に鋭利な刃部を形成している。

　６６は自然礫に交互剥離で粗く刃部を作った礫器である。刃部は片面に作られている。

　６７～７２は凹石・敲石・磨石の類である。６７は主に凹石使用痕が，６８は敲石の使用痕が６９は磨石と

敲石使用痕がみられる。７０は敲石使用痕が，７１は敲石使用痕と磨石使用痕が，７２は敲石使用痕がみ

られる。

　７３は磨石使用か投弾的な使用かどうか不明である。

　７４・７５は石皿である。７４は扁平な花崗岩に縦長状に作られ，三方が欠損している。底面は丸みが

ある。７５は扁平な凝灰岩を利用した石皿である。二方が欠損しているが使用１面がみられ，使用初

期段階と考えられる。

　����（第２４・２５図）（７６～８６）

　７６はやや丸みを持って，箆状に加工したものである。形状は丸みの内側が１面，外側が２面で加

工された柄杓状で広い部分は薄くなっている。なお，これは縦半分近くが欠損している。７７はやや

丸みを持って六角形に加工したものである。丸みの内側は１面で丁寧に，外側は２ないし３面に粗

く加工している。７８は小形の扁平で丸みのある加工品である。７９・８０は片面がフラットである扁平

な加工品である。８１は角状で，１面をフラットに加工してある。８２は丸みを持った加工品である。

８３は厚みのある角がはっきりした扁平な板状に加工品したものである。８４は大きな丸みを持つ軽石

で半分近く欠損している。これは加工途中か残核と考えられる。８５は両端が尖ったもので，加工途

中か残核と思われる。８６は扁平な軽石の中を抉った加工品である。形状は半分近くが欠損している

が，形態としては容器状である。

　��������	


�������（第６図・第２３図）

　出土分布は第６図で示したようにＥ・Ｆ－１２区に纏まって出土した。

　遺構の分布は第２６図で示したように落とし穴と考えられる土坑がＢ・Ｃ・Ｄ－２～６区に８基検

出した。いずれも逆茂木痕跡の穴がみられたため落とし穴として取り扱うことにする。落とし穴跡

は第２６図で示したように２列を基本に弧状に配置されてるかのように検出した。検出面は地形的に

は平坦である。この時期は御池火山灰層降下期頃である。

　����

　������（第２６・２７図）

　この遺構はＤ－４区に位置し，長軸が東西に検出した。計測は平面の長軸が１３０�，短軸が６５�

で，深さは６０�である。床面には径１０�，深さ３０�程度の逆茂木穴が３ヶ所一列にみられた。この

逆茂木穴の２ヶ所には樹痕がみられた。埋土は上面に御池火山灰があり，その下には御池火山灰と

アカホヤ火山灰の混土があり，その下には御池火山灰とアカホヤ火山灰とＰ１４パミスが混ざった土

がみられた。

　������（第２６・２７図）

　この遺構はＤ－５区に位置し，長軸が南北に検出された。計測は平面の長軸が２３８�，短軸が１６０

�，深さが１１５�である。平面は長楕円で，掘方は一部崩れた跡があるが二段になっている。床面
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－３７－

は狭く，逆茂木跡は検出されなかった。埋土は③の暗灰地ボラ含み層がある。この層は樹痕の可能

性がある。上層には④⑤の御池火山灰層がみられ，下層は白パミス層が目に付く。この下層は御池

火山灰の一次の可能性が強い。その他，底には流れ込みやＰ１４のブロックもみられる。

　������（第２６・２８図）

　この遺構はＣ－５区に位置し，長軸が東西に検出した。計測は平面の長軸が１１０�，短軸が５５�

で，深さは７５�である。床面には径５�，深さ２５�程度の逆茂木穴が３ヶ所一列にみられた。埋土

は上部の①に御池火山灰があり，その下部の②にはアカホヤ火山灰の混土があった。

�������（第２６・２８図）

　この遺構はＢ－６区に位置し，長軸が南北に検出した。計測は平面の長軸が１７５�，短軸が６５�

で，深さは７５�である。床面には逆茂木穴がなく，平坦である。埋土は上面に御池火山灰があり，
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南からアカホヤ火山灰が入り，その横の中位には御池火山灰とアカホヤ火山灰の混土があり，下位

には御池火山灰とアカホヤ火山灰土がみられた。

　������（第２６・２８図）

　この遺構はＣ－３区に位置し，長軸が東西に検出した。計測は平面の長軸が１２０�以上，短軸が

９５�で，深さは１００�である。床面には径７�，深さ２０�程度の逆茂木穴が１ヶ所みられた。この

逆茂木穴の２ヶ所には樹痕がみられた。埋土は上面に御池火山灰があり，その下には御池火山灰と

アカホヤ火山灰の混土がみられた。

　なお，この落とし穴が掘られた地層断面はアカホヤ火山灰二次堆積層のⅤａ層と御池火山灰層の

Ⅳｂ層が混ざった層であった。

　������（第２６・２９図）

　この遺構はＢ－２区に位置し，長軸が北東・南西に検出した。計測は平面の長軸が１６５�以上，

短軸が１２５�で，深さは１５０�である。床面には径７～１０�，深さ１５～３０�程度の逆茂木穴３ヶ所が

一列検出した。また，側面にも浅い落ち込みがみられるほか，この中央の部分の逆茂木穴は掘方が

重なって検出している。南西の掘方は途中に段があり，２段になり床面に繋がっている。北東側の
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掘方は崩落か堀込み判断できないがのり面が２段になっている。このことにより，複数回の掘方が

考えられる。なお，掘込み面はⅤａ層である。埋土は上面に御池火山灰があり，その下には御池火

山灰とアカホヤ火山灰の混土があり，その下には御池火山灰とアカホヤ火山灰が混ざった土がみら

れた。

　������（第２６・３０図）

　この遺構はＢ－３区に位置し，長軸が東西に検出した。計測は平面の長軸が１９５�，短軸が１１０�

で，深さは９５�である。床面には径１０�，深さ３０�程度の逆茂木穴が７ヶ所検出された。埋土は①

②③④に御池火山灰があり，逆茂木穴には御池火山灰とアカホヤ火山灰とＰ１４パミスが混ざった土

がみられた。

�������（第２６・２９図）

　この遺構はＣ－４区に位置し，長軸が北東・南西に検出した。計測は平面の長軸が１５０�，短軸

が６５�で，深さは７５�である。床面には径１５�位，深さ２０�程度の逆茂木穴が３ヶ所一列にみられ

た。埋土は上部の①②③に御池火山灰があり，その下部の④には第Ⅶ層と御池火山灰の混土があっ

た。⑤⑥は基本的に御池火山灰である。

�����（第３１図）（８７～９１）

　これらは薄手で黒褐色を呈するもので，文様，胎土，器面調整，焼成等からみて一個体の土器と

考えられる。

　８７は口縁部で，器形はキャリッパー形を呈している。口唇部に突起を付け，その上面に２つの刺

突痕を施している。また，平坦部の口唇部にも刺突痕がみられる。外面には縦位に微隆起突帯を施

している。内面は箆状施文具での調整痕が横位に施している。８８はキャリッパー状の口縁部で，縦

位の微隆起突帯がみられる。８９・９０はキャリッパー状に外反する頸部である。口縁部近くには微隆

起突帯がみられ，器面は箆状施文具による調整痕が縦位と斜位にみられる。９１は若干上げ底気味の

底部である。器面は箆状施文具で調整している。

���������

�������（第６図・第３２図）

　この土器の分布は第６図で示したようにＥ・Ｆ－１２区からＤ～Ｇ－１７区にかけて出土した。中で

もＥ・Ｆ－１２・１３区，Ｅ－１５区，Ｆ・Ｇ－１６区に集中して出土している。出土層は御池火山灰の上

面であった。

　遺構は第３２図で示したように竪穴住居跡がＧ－１６区に，焼土跡がＧ－１３区に検出した。

�����

　�����（第３３図）

　この遺構は御池火山灰の一次層に御池火山灰の腐植土層が２層入り込んだ状態で検出された。

　形態は３×２．９�の円形で，中央に柱穴１ヶ所みられるものである。竪穴の壁は１５～１０�斜めに

掘られ，中央の柱穴は約４５�で，樹痕と重なっているため底が斜めになっている。南東側の壁には

約３０�の円形の堀込みに土器が敷き詰められて検出した。

　出土遺物の広がりは北部と南部に散乱してみられる。遺物は深鉢が主であった。また，竪穴住居

跡の周辺は落ち込みが２ヶ所，土器の固まりが１ヶ所みられた。
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　���（第３４図）

　この遺構は，安山岩等のフレークやチップの集中出土により気づく。上層は削平によりほとんど

残存していなかったため掘込みはほとんど確認できなかったが，第８トレンチの断面に立ち上がり

らしきもの線が見えたので，それに沿って実測をした。その後，埋土を除去したところ床面近くに

約１�の円形に炭化物と焼土跡が確認できた。なお，周囲には柱穴は検出しなかった。

�����

　　��������（第３５図）（９２・９３）

　９２は深鉢の口縁部から頸部にかけての部分である。器形としては肩部から頸部まで直行し，頸部

で「く」の字状に折れ，口縁部が外反する。口縁部には３条の沈線が横位に施されている。器面は

外面が研磨気味で丁寧に調整され，頸部の外面には煤が付着している。内面は，口縁部が丁寧であ

るが頸部の下部は横撫で調整である。形式としては入佐式土器の古い段階に位置すると考えられる。

　９３は深鉢の胴部である。器面調整は外面が縦撫でで，内面が横撫でである。大きさ的にも９２と類

似している。

　　��������

���（第３６～３９図）（９４～１１９）

　９４は口縁上部に肥厚を持たず，頸部から外反する深鉢の口縁部である。調整は外面が横位と斜位

の研磨で，内面が横位の撫でである９５はやや厚めの口縁部に肥厚を持ち，頸部から外反する深鉢の

口縁部である。調整は外面が横位の丁寧な撫で，内面が横位の撫でである。９６は口縁部に肥厚を持

ち，頸部から外反する深鉢の口縁部である。調整は外面が横位の丁寧な撫で，内面が横位の撫でで

ある。９７は口縁部がキャリッパー状で外反し，肩部から上がる頸部は直行する深鉢である。器面調

整は横撫でである。９８の器形は深鉢で肩部から上がる直行する頸部で，口縁部には「く」の字状に

0 1m

・・・数mm～1cm大の炭化物を含む 
　　　汚染土 
　　　黄色パミスを含む黒褐色土 
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折れて繋がる。口縁部は直線的に外反する。器面調整は丁寧な横撫でである。９９は外反する頸部に

直行する口縁部の深鉢である。口唇部は平坦に調整しているため角張る。器面調整は丁寧な横撫で

である。

　以上９４～９９が無文の口縁部である。なお１００～１０３が有文の口縁部である。

　１００は２条の沈線が施されている土器である。下部が不明であるので，器形は深鉢か鉢か判断で

きない。器面調整は外面が研磨気味で，内面は丁寧な横撫でである。１０１は外反する肥厚した深鉢

の口縁部である。文様は３本の沈線を横位に施している。内器面は撫で調整で，外面はやや研磨調

整である。１０２は頸部で「く」の字に外反する口縁部をもつ深鉢である。口縁部はやや肥厚し，３

条の沈線を横位に施している。器面調整は，外面が研磨気味で，内面は横撫でである。１０３は外反

する深鉢の口縁部である。３条の沈線を横位に施している。器面調整は，外面が研磨気味で，内面

は横撫でである。

　１０４～１０９は肩部から胴部までである。

　１０４は肩部で「く」の字状に折れた頸部から肩部にかけての深鉢である。器面調整は，外面が研

磨気味で，内面は横撫でである。なお，１０７は胴部までである。１０５は肩部で「く」の字状に折れた

頸部から肩部にかけての深鉢である。器面調整は，外面が研磨気味で，内面は横撫でである。１０６
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は肩部で「く」の字状に折れた頸部から肩部にかけての深鉢である。器面調整は，外面が研磨気味

で，内面は横撫でである。１０７は肩部で「く」の字状に折れた頸部から胴部にかけての深鉢である。

器面調整は，外面が研磨気味で，内面は横撫でである。１０８は肩部で「く」の字状に折れた頸部か

ら肩部にかけての深鉢である。器面調整は，外面が研磨気味で，内面は横撫でである。１０９は深鉢

の胴部から底部近くである。器形は半球状で，器面調整は外面が，横撫でと斜撫でで，内面が横な

でである。

　１１０～１１３は底部である。

　１１０は平底の底部で径が小さい。１１１は球状をもつ胴部から径の小さい平底をもつ底部で，器面調

整は丁寧である。１１２は平底で，器面調整は良い。１１３はやや丸みをもつ平底である。器面調整は雑
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な撫でである。

　１１４～１１９は浅鉢である。

　１１４はやや厚みの土器で，口縁部が立ち，頸部の長さが広い器形である。口縁部には３条の沈線

が横位に施されている。器面調整は両面とも研磨である。１１５は口唇部立ち上がり，口縁部に沈線

が１条施されている。部位は大きく外反する口縁部である。器面調整は両面とも研磨である。１１６

は頸部から肩部にかけての部位である。各部位で「く」の字に折れた器形である。器面調整は両面

とも研磨である。１１７は頸部から肩部にかけての部位である。各部位で「く」の字に折れた器形で

ある。器面調整は両面とも研磨である。１１８は半球状の浅鉢である。口縁部は短く受皿状に広げ，

４ヶ所に窪みをつけた突起をつけている。器面調整は両面とも研磨である。１１９は球状の胴部をも

つ浅鉢である。頸部から口縁部は「く」の字状に折れる器形である。器面調整は両面とも研磨であ

る。
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　��（第４０・４２図）（１２０～１３５）

　石鏃，石錐，磨石，凹石，敲石が出土している。

　石鏃は１２０～１２７である。

　１２０は丸みをもった五角形鏃で平基式の石鏃である。１２１は平基式のもの三角鏃の上部が欠損して

いる。１２２は五角形鏃で脚部が欠損している。１２３は三角形鏃で，凹式である。脚部が一部欠損して

いる。１２４は三角形鏃で凹式である。１２５は変則五角形鏃で凹式である。１２６は変則五角形鏃で，頭

部が欠損している。１２７は長三角形鏃で平基式に近い。

　１２８は石錐である。平坦面が両面につくられた略「Ｌ」字状の形をしている。錐部の先端はノッ

チを入れ鋭利に作っている。

　１２９は局部磨製石斧である。頭部や刃部がかなり欠損している状態である。

　１３０～１３５は敲石・磨石・凹石の類である。

　１３０は敲石と凹石に使用されたもので使用中か使用後に割られた半欠損品である。１３１は各面を磨

石に使用したもので，全面に使用面がみられる。１３２は一部に敲石に使用した痕跡のある円礫であ

る。１３３は敲石と凹石に使用されたもので，円礫がかなり使用されているため変形されている状態

である。１３４は敲石を主に使用されているため円礫の縁部に使用痕がみられる。凹石に使用された

部分は円礫の中央部に狭くみられる。１３５は敲石と磨石に使用され，使用中か使用後に割れている

半欠損品になっている。
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備考
注記
番号

法量（�）
焼成

色調
胎土

調整・文様
部位器種分類層位出土区

遺物
番号

挿図
番号 器高底径口径内面外面内面外面

７０９７　７１０１
７１０２　７１０４
７１０５

２８．０良好橙橙石英，長石，角閃石ミガキ沈線口縁深鉢塞ＡⅥａＢ－４１早
期
１２

７７３２　７１８６
７０９７

２８．０良好橙黒褐長石，角閃石，小石口縁（ミガキ）
胴（ナデ）

撚糸沈線口縁～胴深鉢塞ＡⅦ
Ⅵａ

Ｂ－４２

７０７３５．９良好明赤褐明赤褐長石，角閃石，輝石，
シロ岩片

ナデ沈線口縁ⅦＢ－５３

６９２２２．４良好灰黄褐にぶい黄橙石英，長石，角閃石，
輝石

ナデ微突口縁深鉢ⅦＤ－４４

７０７０４．８２０．８良好明褐明赤褐石英，長石，角閃石，
シロ岩片

ナデ沈線口縁深鉢ⅦＢ－５５

８１４５　８１４８４．６２２．６良好明赤色赤褐石英，長石ナデ撚糸口縁深鉢塞ＡⅦＢ－６６

６９７８　６９９９
６９８４

５．９　褐褐長石，角閃石，シロ岩片ナデ撚糸　胴深鉢塞ＡⅧ
Ⅶ

Ｄ－５７

７１９５４．５良好にぶい橙橙石英，長石，角閃石ナデ撚糸胴深鉢塞ＡⅦＢ－４８

６９８０９．０良好にぶい赤褐褐長石，角閃石ナデ撚糸底深鉢塞ＡⅦＤ－５９

６１８１６．１８．８良好橙橙長石，雲母，輝石，
シロ岩片，アカ岩片

ナデ沈線口縁深鉢塞ＡⅦＣ－４１０１３

６９９４４．５１３．２良好明赤褐にぶい赤褐石英，長石，角閃石，
輝石

ナデ撚糸胴～底深鉢塞ＡⅦＤ－５１１

６９８５
６９７４

４．３９．０良好明赤褐褐長石，角閃石，輝石，
シロ岩片

ナデ撚糸沈線底深鉢塞ＡⅦ
Ⅷ

Ｄ－５１２

６９４１　６９４２
６９５７

１．６１１．８良好黄褐にぶい褐石英，長石，角閃石，
輝石，シロ岩変，
アカ岩片

ミガキ無文底深鉢塞ＡⅧ
Ⅶ

Ｄ－５１３

７４５０　７２８８５．０３０．０良好黄褐黄褐長石，角閃石，シロ岩片，
アカ岩片

ナデ貝殻口縁深鉢塞ＢⅦＣ－４１４

７２８７　７４３９
７４４９　７４５２
７４５６　７４５９
７４６０　７７１４
７７１６

７．１１６．０
（胴）

良好暗灰黄にぶい赤褐石英，長石，角閃石，
輝石，シロ岩片

ヘラナデ貝殻沈線胴深鉢塞ＢⅦＣ－４１５

６１８２　６１８３５．１６．３良好橙にぶい橙長石，輝石，シロ岩片，
アカ岩片，雲母

ナデ沈線底深鉢塞ＢⅦＣ－４１６

７０２７　７０２９
７０３１　７０３３
７０４０　７０４３
７０４６　７０４８
７０５１～７
７０６０　７２４１
７２５５～８
７２６０　７２６１

３１．０２６．４良好にぶい褐にぶい褐長石，角閃石，雲母，
シロ岩片，アカ岩片

粗い工具　
ナデ

貝殻　ナデ口縁～
下胴

深鉢塞ＢⅦＣ－４１７１４

７７７２　７７７３１６．５１１．０良好にぶい橙にぶい橙石英，長石，角閃石，
輝石

ナデ貝殻刺突，
沈線

胴深鉢塞ＢⅦＢ－３１８

７４７６４．６良好にぶい黄橙浅黄橙石英，長石，角閃石，
輝石

ヘラナデ貝殻沈線口縁深鉢塞ＢⅦＢ－４１９

７７７６５．９良好灰黄褐黒褐石英，長石，角閃石，
輝石

ナデ貝殻沈線口縁深鉢塞ＢⅦＢ－３２０

７３５５４．４良好にぶい橙にぶい橙長石，角閃石，輝石，
シロ岩片，アカ岩片

ナデ貝殻口縁深鉢塞ＢⅧＣ－４２１

７８４８５．７２７．８良好にぶい橙にぶい褐長石，輝石ナデ貝殻口縁深鉢塞ＢⅦＣ－３２２

７１２０　７１２５５．４２５．０良好にぶい黄橙にぶい橙石英，長石，角閃石，
輝石，シロ岩片，
アカ岩片

ナデ貝殻刺突口縁深鉢塞ＢⅦＢ－４２３

７８２０７．８１８．６
（首）

良好橙褐長石，角閃石，
シロ岩片，アカ岩片

ナデ貝殻刺突頸深鉢塞ＢⅦＢ－３２４

７７５２　７７７５６．７１６．０
（首）

良好にぶい黄橙明褐長石，輝石，
シロ岩片，アカ岩片

ヘラナデ貝殻刺突沈線頸深鉢塞ＢⅦＢ－３２５

７１６３
７７５６　７７５９

６．２１８．３
（胴）

良好にぶい黄橙明赤褐長石，角閃石，輝石
シロ岩片，アカ岩片

ヘラナデ沈線胴深鉢塞ＢⅦ
Ⅶ

Ｂ－４
Ｂ－３

２６

２６９５．９１６．３
（胴）

良好黒褐赤褐長石，シロ岩片ナデ沈線胴深鉢塞ＢⅦＣ－４２７１５

７２２５　７２２６
７２２７　７７９９

９．３１８．６
（胴）

良好にぶい赤褐にぶい赤褐長石，角閃石，
シロ岩片

ヘラナデ沈線胴深鉢塞ＢⅦＢ－３２８
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７８７３
７８２５

４．７２２．４
（胴）

良好灰褐橙長石，角閃石，
シロ岩片

ナデ沈線胴深鉢塞ＢⅦ
Ⅶ

Ｂ－２
Ｂ－３

２９早
期
１５

７８７９５．０６．６
（胴）

良好明赤褐橙石英，長石，角閃石，
シロ岩片

ミガキ沈線胴深鉢塞ＢⅦＢ－３３０

２９０３．６６．４良好明黄褐橙長石，角閃石，シロ岩片指痕沈線底深鉢塞ＢⅦＣ－４３１

２６７　　２９４
２９１　　６１８４
６１８５　７２６５
６９６０　６９６１
６９６５　６９５５
６９６７　６９６８
６９６９

１３．３１４．６良好にぶい橙橙石英，長石，角閃石工具ナデ沈線胴～底深鉢塞ＢⅦ

Ⅶ

Ｃ－４

Ｄ－４

３２

―７．０８．０良好にぶい赤褐明褐石英，長石，角閃石，
アカ岩片

ナデ沈線底深鉢塞ＢⅦＤ－５３３

７０９４　７０９９
７１９１　７１９８
７１８９
７１１０　７１１１
７１９０
７００２
７２１６　７７９０
２９７　　７０２６
７４３７　７４６７
７４６９
６９５４　６９５８
６９４８

２５．０３２．9良好明赤褐明赤褐長石，角閃石，雲母，
アカ岩片

ナデ貝殻沈線口縁～胴深鉢塞ＢⅥａ

Ⅶ

Ⅷ
Ⅶ
Ⅶ

Ⅶ
Ⅶ

Ｂ－４

Ｂ－３
Ｃ－４

Ｄ－４
Ｄ－５

３４

７１３４　７１７５
７１８３

６．０１８．８良好灰褐褐長石，角閃石，
シロ岩片

ナデ貝殻口縁深鉢塞ＢⅦＢ－４３５

７１４７　７１８１６．４１５．９
（胴）

良好灰褐橙長石，角閃石ナデ貝殻胴深鉢塞ＢⅦＢ－４３６

６９７１４．６良好にぶい黄橙にぶい黄橙長石，角閃石，シロ岩片，
アカ岩片，小石

ヘラナデ沈線胴深鉢塞ＢⅦＤ－４３７１７

７８０９　８１７７９．３２０．４
（胴）

良好灰黄褐にぶい黄橙長石，角閃石，シロ岩片，
アカ岩片

ナデ無文胴深鉢塞ＢⅦＤ－５３８

８１７８　８１８７２．８１０．４良好褐にぶい黄橙長石，角閃石，小石ナデ無文底深鉢塞ＢⅦＤ－５３９

８１７５　８１９１３．９１７．０良好灰黄褐にぶい黄橙石英，長石，角閃石ナデ無文胴～底深鉢塞ＢⅦＤ－５４０

７７８８　７８１８
７８１９　７８７７

１３．６８．０１９．８良好にぶい黄褐橙長石，角閃石，シロ岩片ナデ沈線　無文口～底深鉢塞ＢⅦＢ－３４１

７２０６３．０６．５良好褐にぶい褐長石，角閃石，シロ岩片ナデ貝殻底深鉢塞ＢⅦＢ－４４２

７１７７　７１８２４．０８．０良好黒褐にぶい橙長石，角閃石ナデ無文底深鉢塞ＢⅦＢ－４４３

７２０１　７２０２
７２０４

４．２１０．０良好暗褐にぶい黄橙長石，角閃石ナデ貝殻　無文底深鉢塞ＢⅦＢ－４４４

２５６　２８９４．４９．６良好黄褐にぶい黄橙角閃石，シロ岩片ナデ無文底深鉢塞ＢⅦＣ－４４５

７８７１５．４１８．０良好暗灰黄橙長石，雲母ナデ無文底深鉢塞ＢⅦＢ－２４６

８１４４７．５良好にぶい黄黄橙石英，長石，角閃石ナデ押型山形胴深鉢ⅦＢ－７４７

―７．７良好オリーブ黒オリーブ褐長石，輝石，シロ岩片，
アカ岩片

ナデ微隆起突帯口縁深鉢春日ⅣａＥ－１２８７中
期
３１

６１７５　６２８６
８１１０
６２８６

８．１良好黒褐オリーブ褐長石，輝石，シロ岩片，
アカ岩片

ナデ微隆起突帯胴深鉢春日Ⅳ
Ⅳｂ
Ⅳ

Ｅ－１２

Ｆ－１２

８９

６２８８３．８良好オリーブ黒オリーブ褐シロ岩片，アカ岩片ナデ微隆起突帯口縁深鉢春日ⅣＦ－１２８８

８１１３　８１１４
８１１６

３．９８．０良好オリーブ褐オリーブ褐長石，輝石，シロ岩片，
アカ岩片

ヘラナデ微隆起突帯底深鉢春日ⅣｂＥ－１２９０

６２８７７．０８．０良好オリーブ褐オリーブ褐長石，輝石，シロ岩片，
アカ岩片

ナデヘラナデ胴深鉢春日ⅣＦ－１２９１

１号住

１号住

６１２１　６１２８
６１３５　５９３３
７３０４　７３０６
７３０８　７３１０
７３３６
７３８０　７４２３

１４．５３６．６良好橙黒褐石英，長石，角閃石，
輝石，シロ岩片

ナデ沈線口縁～胴深鉢Ⅳ

Ⅳ

Ｇ－１６

Ｇ－１６

９２晩
期
３５
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１号住

１号住

６１０４　６１１０
６１１１　６１１４
６１１８　６１２３
６１３３　６１３６
７２９５　７３１５
７３７５　７４１９

１８．４２６．８
（胴）

良好にぶい橙橙石英，長石，角閃石，
輝石，シロ岩片

ヘラナデナデ胴深鉢Ⅳ

Ⅳ

Ｇ－１６

Ｇ－１６

９３晩
期
３５

５２９５
５２９６

６．３２８．６良好にぶい褐褐長石，角閃石，輝石，
シロ岩片，アカ岩片

ナデナデ口縁深鉢Ⅳ上
Ⅲ下

Ｄ－４９４３６

５７３８６．７２７．０良好橙黒褐石英，長石，角閃石，
輝石，シロ・アカ岩片

ナデナデ口縁深鉢ⅣＥ－１５９５

７３８２５．８良好にぶい橙にぶい黄橙石英，長石，角閃石，
輝石，シロ岩片

ナデナデ口縁深鉢ⅣａＧ－７９６

７９９２
７９９３　８０２５
８０２９　８０３４

９．０２９．０良好にぶい黄灰黄褐石英，長石，角閃石，
輝石，シロ岩片

ナデナデ口縁～胴深鉢Ⅳ
Ⅳ

Ｅ－１５，１６
Ｅ－１５

９７

５９２０　５９８６１２．８４０．０にぶい橙橙石英，長石，角閃石，
シロ岩片

ナデナデ口縁～胴深鉢ⅣＥ－１５９８

１号住５８４７　５８４９
５８４８　７４２８
７４２９　７４３０

９．８２８．２良好にぶい黄橙黒褐石英，シロ岩片ナデ口縁～胴深鉢ⅣＧ－１６９９３７

５６８３３．８良好灰褐赤褐長石，角閃石，シロ岩片ナデ沈線胴深鉢Ⅳ上Ｅ－１３１００

３０２３．４良好にぶい黄褐にぶい黄橙石英，長石，角閃石ナデ口縁深鉢ⅣａＦ－１３１０１

１号住７３０５　７３０７８．０３３．８良好にぶい黄橙黒褐石英，角閃石ナデ沈線口縁深鉢ⅣＧ－１６１０２

７６４８
７９６６

２．０２９．０良好褐灰黒褐長石，シロ岩片ナデ沈線口縁深鉢Ⅳｂ
Ⅳ

Ｆ－１３１０３

５９２０　５９２１１１．０２１．４
（胴）

良好褐灰黒褐長石，角閃石，輝石，
シロ岩片

ナデ胴深鉢ⅣＥ－１５１０４

６５６８　６５９８
７６３８

５．２良好褐灰にぶい赤褐長石，角閃石，シロ岩片，
アカ岩片

ナデ胴深鉢Ⅳ
Ⅳｂ

Ｆ－１３１０５

６０９６　６０９７
６０９８　６１０９

８．７３１．８
（胴）

良好褐暗赤褐長石，角閃石，輝石，
シロ岩片

ナデ胴深鉢ⅣＧ－１６１０６

７３９５５．０良好にぶい橙橙長石，角閃石，シロ岩片，
アカ岩片

ナデ胴深鉢ⅣａＦ－１７１０７

５９９１　６３４６
６６２９　６６５６
６６５０

１３．４２１．４
（胴）

良好にぶい黄橙にぶい黄橙石英，長石，角閃石，
輝石，シロ岩片

ナデナデ胴深鉢ⅣＦ－１３１０８３８

６４２４　６４２８
５９８５　６４４０
６９００　７６２４
７６２８　７９５７
７９５８　７９５９
８０６９　８４６７
７６３０　７６３４

２４．４３２．０
（胴）

良好黄橙にぶい黄橙石英，長石，角閃石，
輝石，シロ岩片

ナデ無文胴深鉢Ⅳ

Ⅳｂ

Ｆ－１３

Ｆ－１３

１０９

５７８７　５７８９２．８５．２良好橙にぶい黄橙石英，長石，角閃石，
輝石，シロ岩片

ナデナデ底深鉢ⅣＥ－１５１１０

７３３０７．３６．４良好橙にぶい黄橙石英，長石，角閃石，
輝石，シロ岩片

ナデ無文底深鉢ⅣＧ－１６１１１

５８７３３．４８．６良好にぶい橙橙石英，長石，角閃石，
輝石，シロ岩片

ナデ無文底深鉢ⅣＧ－１６１１２

５９２２５．７６．０良好黄橙にぶい黄橙石英，長石，角閃石，
輝石，シロ岩片

ナデ無文底深鉢ⅣＥ－１５１１３

一括４．６９．９良好にぶい赤褐暗赤褐長石，角閃石，輝石研磨研磨口縁浅鉢ⅣＤ－１７１１４３９

５７４４２．３良好にぶい黄橙明黄褐長石，輝石，シロ岩片，
アカ岩片

研磨研磨口縁浅鉢ⅣＥ－１５１１５

５７４９２．２良好黒褐にぶい橙長石，角閃石，シロ岩片研磨研磨頸浅鉢ⅣＥ－１５１１６

５７３２２．４良好黒褐にぶい黄橙長石，シロ岩片研磨研磨頸？浅鉢Ⅳ上Ｄ－１４１１７

１号住７４２５　７４２６
７４３１　７４３２
４７３３

７．３３２．４良好黒褐赤褐長石，シロ岩片研磨研磨口縁～胴浅鉢ⅣＧ－１６１１８

７０６８３．２１５．２
（頸）

良好にぶい褐色褐長石，輝石，シロ岩片研磨研磨頸浅鉢ⅦＢ－５１１９
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備考取上№重量
（�）

最大厚
（�）

最大幅
（�）

最大長
（�）石材器　　種層位出土区報告№挿図№

８１４２１．６０４．０１７．０３１．５玉髄石鏃ⅦＣ－６４８

１８

２５９０．４９３．０１３．５１３．５黒曜石石鏃ⅦＣ－４４９

６９８８０．４９３．４９．０１６．０頁岩石鏃ⅦＤ－５５０

７７８４０．２３２５．０１１．５１２．５ｏｂ姫島石鏃ⅦＢ－３５１

７８３１０．４３３５．０１４．５１０．０ｏｂ姫島石鏃ⅦＢ－３５２

７３５３１．０１３．２１５．０１９．５黒曜石石鏃ⅧＣ－４５３

８１５３１．５８５．０２０．０２４．０玉髄石鏃ⅦＢ－６５４

７８８６１．４０５．５１５．０２０．０ｏｂ姫島石鏃ⅦＢ－３５５

６９７２６．８８９．０２４．０３５．０頁岩石鏃ⅦＤ－４５６

７８６２１１６．８４１８．０５８．５８７．０頁岩磨製石斧ⅦＢ－３５７

１９

７４７８５．５０５．１４４．０４６．０頁岩磨製石斧ⅦＣ－４５８

７７０９９８．９５２２．５４４．０７５．０頁岩局部磨製石斧ⅦＣ－３５９

６９６３７７．３８１３．０４０．０１２３．０頁岩局部磨製石斧ⅦＤ－４６０

７１６７２２５．５７２５．０６３．０１２３．５頁岩局部磨製石斧ⅦＢ－４６１

６９４６１７８．４４２７．０６２．５１１１．０頁岩局部磨製石斧ⅦＤ－５６２
２０

２９２２０．３９７．５６８．５５５．０頁岩局部磨製石斧ⅦＣ－４６３

７４４６２８．３９１０．５８３．５４５．０頁岩石匙ⅦＣ－４６４
２１

３０８１３．１７１２．５５２．０３６．０玉髄石匙ⅧＦ－１３６５

７０８２４３０．００３５．０９３．０１２１．５凝灰岩礫ⅦＢ－５６６

２２

６９４９３３２．９６４１．０７６．５８７．０凝灰岩凹石ⅦＤ－５６７

７０２８３６０．００５２．０６８．０７２．０凝灰岩敲石ⅦＣ－４６８

７０６７６７０．００５１．０９３．０１０１．０安山岩磨・敲石ⅦＢ－５６９

７８１５４６０．００５３．０８３．０８３．０凝灰岩敲石ⅦＢ－３７０

７３６３５４０．００５１．０８１．０１１０．０砂岩磨・敲石ⅦＣ－３７１

７７２０４４０．００４６．０６４．５８３．０凝灰岩敲石ⅦＣ－３７２

７２６３１１７．４９４１．０４３．０５１．０凝灰岩磨・敲石？ⅦＣ－４７３

２３ ７３５２２９２０．００４７．０１８７．０２５９．０花崗岩石皿ⅦＣ－４７４

７８３４１２８０．００３１．０２０６．０１７５．０凝灰岩角礫（石皿）ⅦＢ－２７５

７１３８４３．２４２４．０６３．０１８２．０軽石軽石製品ⅦＢ－４７６

２４

６９５０２８９．５６３８．０１１８．０２００．０軽石軽石製品ⅦＤ－５７７

８０９２１２．５７１９．０５７．０５２．０軽石軽石製品ⅦＢ－３７８

７１０９６５．０１３９．０７２．０８９．０軽石軽石製品ⅦＢ－４７９

７７６９１０９．１９４４．０８３．０１０４．０軽石軽石製品ⅦＢ－３８０

７８４６２１４．３０７８．０１０１．０１２０．０軽石軽石製品ⅦＢ－３８１

７７７４１７１．６５８５．０８９．０１２５．５軽石軽石製品ⅦＢ－３８２

２６３３０５．００４６．０９８．０１２５．０軽石軽石製品ⅦＣ－４８３

７７６２１１００．００９０．０２１８．０２３４．０軽石軽石製品ⅦＢ－３８４

２５ ７２０５７９８．００１２３．０１４６．０２３８．０軽石軽石製品ⅦＢ－４８５

７０２０７８０．００７９．０２１６．０１４３．０軽石軽石製品ⅦＣ－４８６

１号住７４０６１．３７４．５１６．０１９．０ｏｂ姫島石鏃ⅣａＦ－１６１２０

４０

５９９６０．４６３０．０１５．０１４．０黒曜石石鏃ⅣＧ－１３１２１

５４１２０．４７３．０１２．０１６．０黒曜石石鏃Ⅲ下Ｂ－５１２２

６６９７０．２７３．０９．０１３．０ｏｂ姫島石鏃ⅣＦ－１３１２３

４９２８０．８４３．５２０．０２４．０黒曜石石鏃ⅣＣ－３１２４

０．４３２．５１４．０１７．０黒曜石石鏃表採Ｆ－１５１２５

８０７７０．３７３．５１３．０１４．０ｏｂ姫島石鏃ⅣＦ－１３１２６

一括０．６９３．８１０．０２２．０黒曜石石鏃ⅣＥ－１５１２７

７４８９０．９５４．０１６．０２２．０ｏｂ姫島石鏃ⅣＦ－１３１２８

５８２２９２．４１２１．０４７．０７８．０玉髄局部磨石石斧ⅣＤ－１６１２９

４１

１号住７３７８５６５．００５５．０９５．０６７．０砂岩敲石・凹石ⅣａＦ・Ｇ－１６１３０

７８９６６５０．００４６．０８７．０１０６．０凝灰岩磨石ⅣＦ－１３１３１

６６５８８５．９９２３．０５０．０５５．０砂岩磨・敲石ⅣＦ－１３１３２

８１０３５１０．００４２．０８３．０１１５．０安山岩凹石ⅣＦ－３１３３

８００４１１００．００５０．０１２５．０１３１．０砂岩磨・敲石ⅣＥ－１６１３４

６３３７８６．５９２７．０６５．０３７．０安山岩磨・敲石ⅣＦ－１３１３５
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　この時期の遺物の出土層は主に第Ⅲｂ層で，第４２図はその出土状況である。

　地形はＤ－４・５区，Ｂ－２区，Ｂ・Ｃ－６区を頂点とした三角形の皿状になり，Ｃ－４区が最

も低く２９１．６ｍで窪みの中心があり，東側は２９２．１ｍ，西側は２９２．３ｍに高くなっている。

　遺物はこの三角形皿状地形の底部に集中して出土している。甕は北側に帯状で検出し，南側は薄

い特徴がみられる。坏・ 類はＢ・Ｃ－３・４区，Ｃ・Ｄ－４・５区，Ｂ－５区等に集中して出土

している状況である。軽石はＢ－３・４区に出土し，これらは軽石集石遺構との関係がみられる。

�����

　遺構は掘立柱建物跡が４棟，軽石集石遺構２ヶ所，焼土跡，その他のピット等が検出している。

第４３・４４図はその検出状況である。

　掘立柱建物跡１号はＢ・Ｃ－５区に，掘立柱建物跡２号はＢ・Ｃ－６区に，掘立柱建物跡３号は

Ｃ－６区に桁軸が北西・南東方向でみられる。掘立柱建物跡４号はＢ－３区に桁軸が北・南方向で

みられる。

　焼土跡はＤ－４区に，ピットはＣ－５区に，軽石集石１号はＢ－５区に，軽石集石２号はＢ－３

区にそれぞれ検出している。

��������	
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10m

堀立柱建物跡３号 

焼土跡３号 

Pit1号相当 

焼土跡１号 
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軽石集石１号 

堀立柱建物跡１号 
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集中
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Pit2号 
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　��������（第４４図）

　本遺構はＢ－５区に検出し，梁間が２間，桁行が３間の上屋で，西側に梁間半間，桁行間２間強

の下屋を付けている掘立柱建物跡である。なお，桁行の方向は東２４°である。

　上屋の梁間は１．５２～１．７０ｍ，桁行間は１．４７～１．５７ｍ，下屋の梁間は１．２５～１．３８ｍ，桁行間は１．４６

～１．９３ｍである。全体的に不揃いであり，特に下屋の柱間が広い。

　柱穴の長径は２８～４０�で，短径は１８～３２�，深さは３１～６７�である。
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m
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L=295.20m

L=295.20m
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軽石集石１号 

L=295.20m
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検出区下屋桁行上屋桁行下屋梁間上屋梁間桁行間梁間間建物
Ｂ・Ｃ－５３．３９ｍ４．５１ｍ１．２５ｍ３．３１ｍ西側下屋２間東側上屋３間北側下屋半間北側上屋２間ＳH　１

方位　Ｅ　２４°４．５４ｍ１．３８ｍ３．１４ｍ西側上屋３間南側下屋半間南側上屋２間
柱穴の長径×短径×深さ（�）下屋桁行柱間上屋桁行柱間下屋梁間柱間上屋梁間柱間

Ｐ１．２８×２７×６２１．９３ｍＰ１１～１２１．４７ｍＰ１～２１．３８ｍＰ７～１１１．５２ｍＰ１～５
２．２５×２４×５７１．４６　　１２～１３１．４７　　２～３１．２５　　９～１３１．６２　　５～７
３．３４×２７×５３１．５７　　３～４１．６１　　４～６
４．３０×２７×５３１．４８　　７～８１．７０　　６～１０
５．３０×２６×５３１．５４　　８～９
６．３４×３２×６７１．５２　　９～１０
７．３４×２８×４８
８．４０×２８×４５
９．３３×２２×５１
１０．２７×２２×２３
１１．３２×３１×３１
１２．２６×２４×３４
１３．３４×１８×５６
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　��������（第４５図）

　本遺構はＢ－６区に検出し，梁間が２間，桁行が３間の掘立柱建物跡である。桁行の方向は東

５３°で，梁間は１．５８～１．８８ｍ，桁行間は１．４２～１．６７ｍである。

　柱穴の長径は２１～４０�で，短径は１７～３７�，深さは１４～５８�である。

 L=
29
5.
22
m

L=
29
5.
22
m

L=295.22m

P5
P6 P4

P7 P3

P8 P2

P9

P10

P1

L=295.22m

焼土3

0 2m

　P１～P10で２間，３間の堀
立柱建物跡になると思われる，
P１～P10の埋土は色土１枚で
あるのに対し，P11の埋土は２
号焼土の赤化の激しい部分を囲
む土の色（暗赤褐色）１枚であ
ったので柱穴跡ではないと判断
する。 
　しかし，何らかの形で堀立柱
建物に関係すると思われるの
で，本図面に記載した。 
　P11には赤色の須恵器片が１
点と焼土の中心の土の囲まり方
（小指大）数点が入っていた。 
　Ｂ，Ｃ－６区Ⅳ層 
　　　　遺物出土状況 
　　　　２号焼土配置図 
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検出区下屋桁行上屋桁行下屋梁間上屋梁間桁行間梁間間建物
Ｂ・Ｃ－６　　ｍ４．６３ｍ　　ｍ３．４６ｍ北側上屋３間東側上屋２間ＳH　２

方位　Ｅ　５３°　　ｍ４．５４ｍ　　ｍ３．５２ｍ南側上屋３間西側上屋２間
柱穴の長径×短径×深さ（�）下屋桁行柱間上屋桁行柱間下屋梁間柱間上屋梁間柱間

Ｐ１．２５×２４×２５１．４２ｍＰ１～２１．７９ｍＰ１～１０
２．２９×２５×３６１．４８２～３１．７３９～１０
３．２８×２３×３９１．６３３～４１．５８４～５
４．３０×２８×４０１．６７６～７１．８８５～６
５．３２×２７×３６１．３８７～８
６．４３×３７×４１１．５８８～９
７．３５×２８×３６
８．４０×２７×３６
９．３０×２８×５８
１０．２１×１７×１４
１１．２３×２１×３２
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　��������（第４６図）

本遺構はＣ－６区に検出し，梁間が推定２間，桁行が３間の掘立柱建物跡である。桁行の方向は東

５２°で，梁間は１．８７～２．５０ｍ，桁行間は１．９６～１．９７ｍである。

　柱穴の長径は３４～４０�で，短径は２８～４１�，深さは６～１２�である。

 

0 2m

L=293.80m
P2

P1

P3

P4
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P6
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　この堀立はⅣ層で検出　Ⅳ層もかなり削平されⅤ層近
くでの検出ピットもあるため，深さも数センチしかない
また西側はトラフ埋設工事により，削平されていたが他
の堀立が２×３間のことから同様に２×３間と考えられ
る。 

C－６区　堀立建築３号 
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検出区下屋桁行上屋桁行下屋梁間上屋梁間桁行間梁間間建物
Ｃ－６　ｍ５．９０ｍ　　ｍ２．５０ｍ東側上屋３間北側上屋１間ＳH　３

方位　Ｅ　５２°　　ｍ　　ｍ　　ｍ１．８７ｍ南側上屋１間
柱穴の長径×短径×深さ（�）下屋桁行柱間上屋桁行柱間下屋梁間柱間上屋梁間柱間

Ｐ１．４０×３５×９１．９６ｍＰ２～３１．８７ｍＰ１～２
２．４５×４１×７１．９７３～４２．５０５～６
３．４４×４３×１２１．９７４～５
４．４０×３３×７
５．３５×２８×１０
６．３４×３０×６



－５９－

　��������（第４７図）

　本遺構は，Ｂ－３区に検出し，梁間が２間，桁行が３間の掘立柱建物跡である。桁行の方向は東

１５°で，梁間は１．９１～２．１２ｍ，桁行間は２．０５～２．２３ｍである。

　柱穴の長径は４１～５０�で，短径は３２～４５�，深さは５２～７７�である。

　この掘立柱建物跡には焼土と割れた軽石散乱していた，これは供伴関係強いと考えられ，土間の

可能性が強い。

 

BC－3.2区Ⅳ層上面 L=L=294.20m294.20m

P11

土師器甕集中 

L=294.20m L=294.20m

P9
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P1

P2

P7

P6P5P4

P3

軽石集石１号 

BC－3.2区Ⅳ層上面 
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�������（第４８図）

　本遺構はＢ－５区の掘立柱建物跡１号の東北角に焼土跡とセットで検出している。

　焼土跡の大きさは１．３ｍ×０．７５ｍで，二つの円が接した達磨形をしている。その円は赤色の強い

１０～１５�のベルトが輪になり，中部はピンク状に変色している。その焼土跡の上には炭が散乱し，

東側に軽石集積がみられる。

　軽石群は大きな軽石がブロック状に割れたもので，一部赤化している。焼土が２ヶ所にわかれて

いるが，東側の焼土の上に散乱しており，東側部が後からの施設と考えられる。

Ⅲ層下層下 

Ｃ 
部は赤化が顕著な範囲 

部は炭水化物質よ 
る汚染土のＰに赤 
化した土がブロッ 
クに点在している 
範囲 

炭化物（灰） 
等による汚染区域 
（灰褐色） 

A

赤化 

A

0 1ｍ 

Ｄ 

Ｂ 

Ｂ 

L=294.10ｍ 

L=
29
4.
10
ｍ
 

Ⅲ層下 

Ｃ 

B
炭化物（灰）等による汚染土（灰褐色土） 
やや粘質有，御池パミスと思われる細 
粒パミスが少々混じる 
枝熱によると思われる赤褐色土 
（レンガ色赤化） 
御池パミス細粒パミス少々混 

A

B

B

A

Ｄ 
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検出区下屋桁行上屋桁行下屋梁間上屋梁間桁行間梁間間建物
Ｂ－３　　ｍ６．４４ｍ　　ｍ３．９９ｍ東側上屋３間北側上屋２間ＳH　４

方位　Ｅ　１５°　　ｍ６．４２ｍ　　ｍ４．１２ｍ西側上屋３間南側上屋２間
柱穴の長径×短径×深さ（�）下屋桁行柱間上屋桁行柱間下屋梁間柱間上屋梁間柱間

Ｐ１．４３×３９×７０２．１０ｍＰ１～２１．９１ｍＰ１～１０
２．４１×３８×５５２．０５２～３２．０８９～１０
３．４２×３９×５２２．２７３～４２．００４～５
４．４０×３６×６８２．１２６～７２．１２５～６
５．５０×４５×７５２．０９７～８
６．５０×４５×７３２．２３８～９
７．３５×３２×５９
８．４３×４２×７７
９．４２×４１×７０
１０．４４×４２×５９
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�������（第４９・５０図）

　本遺構はＢ－３区に検出し，掘立柱建物跡４号の北部に検出されている。下面には約２．５ｍの赤

化した暗茶褐色の焼土がみられ，中央部には土師器甕形土器が１個体検出している。なお，焼土は

２段階に変色し，上部の暗茶褐色土の下に茶褐色土がみられる。

　軽石集石は焼土の上の径２．５ｍを中心に，南側約５ｍまで散布している。

　この軽石は遺物の方で説明するが，棒状に割れているのが目に付くが，これらの軽石群は，約３０

�の加工された赤色化した軽石と，整形された両面が赤化している状況で火を受けて割れた軽石，

コア状に割れた軽石がみられる。

　よって，下部の焼土と軽石群はセットとして考えて良い。

　また，掘立柱建物跡とは位置的にセットとして考えられ，建物自体は土間である可能性が強い。

��������（第５１図）

　土器集中ヶ所はＢ－３・４区に掘立建物跡４号の北側で，梁間に面して検出した。近くには軽石

があるが掘込みはない。土師器の甕形土器口縁部が下になりつぶれた状態で出土した。その範囲に

炭化物を含む汚染した範囲がみられる。

0 1m

L=294.20m
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　���（第５２図）

　�����

　この遺構は掘立建物跡２号の注穴５号にあたる。この中には，土師器片，礫，小礫，炭化物が

入っている。意図的に混入させたか不明である。

������

　軽石がピットの上面にあり，中央に土師器がみられる。

　���（第５３図）

　Ｄ－４区に検出し，径は約１ｍでやや窪みがみられる形状をしている。表面には赤化した部分が

輪状にみられる。

③ 

Ⅳ層上面検出 
Pit1－1　土器片 
Pit1－2　礫 
Pit1－2　小礫（剥片） 
Pit1－4　炭化物 

Pit1－2

Pit1－3

Pit1－1

L=293.82m

0 1m

№3

№1 №2

L=293.50m

№2

№1

№4

Pit2号 

 

Ⅳ層上面検出 

L=294.25m

L=294.25m
①暗褐色土（炭化物も含む） 
②暗茶褐色土（焼土①もまばらに含む） 
③御池火山灰層 

①は小指大の炭化物多く含む，また焼土もまばらに 
含むが色は②よりもうすい，①，②は同じように柔 
らかく③は固い 

① 
② ③ 

焼土2号 
0 1m

L=294.25m

Pit1号 

L=294.20m

0 1m

D
A

D

B

B－3～4区 
土師器甕等集中 

炭化物を含む汚染の強い範囲 
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Ｃ Ｃ 

Ａ 

��������	
�

��������	
��
���

��������	
��



－６４－

�����

�����（第５４～５７図）（１３６～１９０）

　１３６は口唇部がやや薄くなり，頸部で丸みを持ちながら外反する口縁部で，胴部がやや膨らみを

持つ器形である。器面調整は外面が縦位と横位の刷毛目，内面は箆削りが斜位にみられる。１３７は

頸部が「く」の字状に折れ，胴部がやや膨らみをもつ器形である。器面調整は外面が横位の刷毛目

で，内面が斜位と横位の箆削りである。１３８は頸部が「く」の字状に折れ，胴部の膨らみがなく，

底部は尖り気味の丸底である。器面調整は外面が横位と縦位の刷毛目で，内面が斜位と底部では横

位の箆削り調整がみられる。１３９は頸部で丸みを持ちながら外反する口縁部を持つ土器である。器

面調整は刷毛目と箆削りである。１４０～１４８は外反する口縁部である。器面調整は刷毛目調整で，内

面に箆削りがみられるものもある。

　１４９は頸部が「く」の字状に折れ，胴部の膨らみがない土器である。器面調整は外面が横位と斜

位の刷毛目で，内面が斜位の箆削りである。１５０～１５４は外反する口縁部である。器面調整は刷毛目

調整で，内面に箆削りがみられるものもある。１５５は頸部が「く」の字状に折れ，器面調整は外面

が横位の刷毛目で，内面が斜位の箆削りである。１５６は頸部が「く」の字状に折れ，器面調整は外

面が横位の刷毛目で，内面が縦位に近い斜位の箆削りである。１５７は頸部が「く」の字状に折れ，

器面調整は外面が横位の刷毛目で，内面が斜位の箆削りである。１５８は頸部が「く」の字状に折れ，

器面調整は外面が横位の刷毛目で，内面が縦位に近い斜位の箆削りである。１５９は頸部が「く」の

字状に折れ，器面調整は外面が横位の刷毛目で，内面が斜位の箆削りである。１６０～１６４は頸部が

「く」の字状に折れ，器面調整は外面が横位の刷毛目で，内面が箆削りである。

　１６５～１６８は口唇部が薄く断面が尖る口縁部である。器形は頸部が浅く「く」の字状に折れ，器面

調整は外面が横位の刷毛目で，内面が斜位の箆削りである。１６９・１７０は口縁部の長さが短いタイプ

で，１７０は鉢の器形である。器面調整は外面が横位の刷毛目で，内面が斜位の箆削りである。１７１は

１７０のタイプであるが，口縁部が長いものである。器形は頸部が浅く「く」の字状に折れ，器面調

整は外面が横位の刷毛目で，内面が斜位の箆削りである。なお，１７８は縦位の箆削りである。

　１７９～１８５の器形は頸部が浅く「く」の字状に折れ，器面調整は外面が横位の刷毛目で，内面が斜

位の箆削りである。１８６は丸みの器形をもつ口縁部である。器面調整は外面が横位の刷毛目で，内

面が斜位の箆削りである。１８７は胴部で，内面に箆削りがみられる。１８８～１９０は丸底の底部である。

外面は刷毛目調整で，内面は箆削りである。

　�（第５８図）（１９１～２２５）

　坏は箆切り後の底部の断面がややはみ出し段をもつタイプである１９１～２０７とはみ出さずに段がな

いタイプ２０８～２２５に分けられる。

　段をもつタイプの中で１９１～２０１は底部から口縁部まであるものである。底部は箆切り離しで，坏

口縁部への立ち上がりは直線的に開いている１９１～１９６とやや外反している１９７～１９９に分けられる。

　段を持たないタイプの中で２０８～２１３が底部から口縁部まであるものである。立ち上がりは，底部

から直線的にみられるものが多く，２０９と２１３が立ち上がりが内湾状にみられる。底部の特徴として

は２１５と２２４が厚い。
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　����� （第６０図）（２２６～２４２）

　脚台付皿は２２６で は２２７～２４２である。

　２２６は口縁部が外反する立ち上がりの器形である。なお，脚台は高く外反する器形である。

　２２７は脚台が低く立ち上がりは直線的である。２２８は脚台が低く２２７と同形である。２２９・２３０はや

や低い脚部で直に貼り付けられている底部である。

　２３１～２４２は脚の高い底部で，脚は外開きに貼り付けている。

　����� （第６１図）（２４３～２５５）

　これらは黒色の内面の上に研磨で仕上げている土器である。

　２４３は内湾しながら立ち上がる器形で，脚台は外側に向けて貼り付けている。２４４は脚台部が剥が

れている土器である。２４５は低い脚台で，立ち上がりは直線的に外にのびている器形である。

　２４６～２４９は低い脚台を持つ底部で，２５０～２５５は高い外開きに貼り付けた脚台をもつ底部である。

　����（第６２図）（２５６～２８０）

　２５６は坏の外面にあり，文字は丸の中に書かれ，文字の解読は困難である。２５７は坏の外面にかか

れ，文字の解読は困難である。２５８は の底面に書かれ，文字の解読は困難である。２５９は土師器の

外面に太めの墨書がみられる。２６０～２６６は土師器の口縁部外面に細めの墨書がみられる。２６７～２８０

は土師器の胴部外面に細めの墨書がみられ，２６８・２６９・２７６・２７７・２７８には複数の線が描かれてい

る。文字の解読は困難である。

　����（第６３図）（２８１～２８８）

　２８１は蓋のつまみの部分である。器面には水引痕がみられ，土師器の紐部と思われる。２８２は土師

器の高坏の脚部と思われ，器面には水引痕がみられる。２８３・２８４は鞴の羽口と思われる。２８５・２８６

は土製の紡錘車と思われる。２８７は器面調整をして焼き上げた土製円盤である。２８８は土器の底部を

加工した土製円盤と思われる。器面には状痕がみられるため，蓋の紐部の可能性もある。

　����（第６４図）（２８９～３０３）

　これらは，内面に布目痕があるもので，焼き塩壺と言われているものである。２８９～３００は口縁部

である。器形は口唇部で断面三角形に切り，やや膨らみをもつ胴部で底部に至る。３０１～３０３は胴部

である。３０１は底部で尖底である。

����（第６５図）（３０５～３１３）

　３０５は甕形土器の口縁部で，大きく外反し，口縁端部の外面に断面四角形の帯をもつ土器である。

３０６はやや外反する口縁部で，口唇部に溝をもつものである。３０７は甕形土器の肩部で，丸みをもつ

器形である。器面調整は内面の上部が青海波タタキ目で下部は縦長のタタキ目である。外面は縦長

のタタキ目である。３０８は甕形土器の胴部で，内面に縦長のタタキ目，外面に格子状になったタタ

キ目が見られる。３０９は壺形土器である。器部は肩部から下で，平底である。器面調整はロクロ調

整痕がみられる。３１０壺の胴部で，ロクロ調整痕がみられる。３１１は壺の底部で，ロクロ調整痕がみ

られる。３１２は坏か か不明であるが，外面に焼成時の藁筋痕がみられる。３１３は瓦泉の口縁部であ

る。器形は二段に外反し，頸部では締まる。器面はロクロ調整痕がみられる。
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番号 器高底径口径内面外面内面外面

軽集２３１５　　３１６
３１８　　３２３

１９．２４７．２良好にぶい橙橙長石，角閃石，シロ岩片ハラケズリヘラナデ口縁～胴甕ⅢＢ－３１３６土
師
器
５４ １１０６　１４４７

１４４８　１４４９
５１６６

１４．０２８．２良好にぶい褐赤褐長石，角閃石，シロ岩片ヘラケズリヘラナデ口縁～胴甕Ⅲ下Ｂ－５１３７

１８３８２０．１２６．０良好にぶい黄橙にぶい黄橙角閃石，アカ岩片ヘラカキナデ口縁～底甕Ⅲ下Ｂ－３１３８

２１４３５．５２４．４良好にぶい赤褐にぶい赤褐角閃石ヘラカキヘラナデ口縁甕Ⅲ下Ｂ－４１３９

２９９９３．０良好橙にぶい橙石英，長石，角閃石，
輝石，シロ岩片

ヘラケズリヘラナデ口縁甕Ⅲ下Ｃ－５１４０

４６６９３．５良好暗赤褐にぶい赤褐長石，角閃石，輝石ヘラケズリヘラナデ口縁甕Ⅲ下Ｃ－５１４１

１２９７　１３０２２．８良好にぶい橙にぶい黄褐長石ヘラケズリヘラナデ口縁甕Ⅲ下Ｃ－５１４２

３４５３．９良好橙橙長石，角閃石ヘラケズリヘラナデ口縁甕Ⅲ下Ｃ－５１４３

３６０１４．７良好黒褐黒褐長石ヘラケズリヘラナデ口縁甕Ⅲ下Ｃ－４１４４

２６５３３．５良好橙にぶい黄橙長石，角閃石，輝石，
シロ岩片

ヘラケズリヘラナデ口縁甕ⅢＣ－４１４５

４０７９５．０良好橙にぶい褐石英，長石，角閃石，
シロ岩片

ヘラケズリヘラナデ口縁甕Ⅲ下Ｄ－４１４６

７３３４．６良好にぶい黄橙橙長石，角閃石，シロ岩片，
アカ岩片

ヘラケズリヘラナデ口縁甕Ⅲ下Ｃ－５１４７

２７４２．５良好灰黄褐にぶい橙長石，シロ岩片ヘラケズリヘラナデ口縁甕ⅢＢ－３１４８

２７９４　３２１９
３２２０　３２３３
３２３４　３６９９
４７８０　５６３５

７．８２５．８良好にぶい赤褐暗赤褐石英，長石，角閃石，
輝石，シロ岩片，
アカ岩片

ヘラケズリヘラナデ口縁甕Ⅲ下Ｂ－３，
Ｃ－４

１４９５５

２０４６
２１０４

２．８良好橙にぶい橙石英，長石，角閃石，
輝石，シロ岩片

ヘラケズリヘラナデ口縁甕Ⅲ下
Ⅲ

Ｂ－４１５０

３２９７２．０良好橙にぶい褐石英，長石，輝石ヘラケズリヘラナデ口縁甕Ⅲ下Ｃ－４１５１

５５１９４．６良好にぶい橙にぶい褐石英，長石，輝石ヘラケズリヘラナデ口縁甕ⅣＢ－５１５２

２３４１２．８良好橙褐色石英，長石，輝石ヘラケズリヘラナデ口縁甕Ⅲ下Ｄ－４１５３

１２１１３．３良好橙にぶい橙石英，長石，輝石ヘラケズリヘラナデ口縁甕Ⅲ下Ｂ－５１５４

１３８８　２９１７１１．２２４．３良好橙橙石英，長石，角閃石，
輝石

ヘラケズリヘラナデ口縁　甕Ⅲ下Ｃ－５１５５

２９５　　３０２０
３０８２　３３４７
３９３０　３９３８

５．４３２．３良好橙橙石英，長石，角閃石，
輝石

ヘラカキヘラナデ口縁甕Ⅲ下Ｃ－５１５６

８８３　　３０８３
３８６６　４３７９

４．６３３．８良好橙橙石英，長石，輝石ヘラカキヘラナデ口縁甕Ⅲ下Ｃ－５１５７

軽集２９．１２６．６良好浅黄浅黄橙石英，長石，輝石ヘラカキヘラナデ口縁甕ⅢＢ－３１５８

１０１７　１０３１４．０２８．４良好にぶい橙にぶい褐石英，長石，輝石，
シロ岩片

ヘラカキヘラナデ口縁甕Ⅲ下Ｂ－５１５９

２９９１５．７良好橙にぶい橙石英，長石，輝石ヘラケズリヘラナデ口縁甕Ⅲ下Ｃ－５１６０

３７８４３．７良好橙にぶい橙石英，長石，輝石ヘラケズリヘラナデ口縁甕Ⅲ下Ｃ－３１６１

一括４．７良好にぶい橙にぶい橙石英，長石，輝石ヘラケズリヘラナデ口縁甕ⅣＣ－５１６２

４３４３．６良好橙橙石英，長石，輝石ヘラケズリヘラナデ口縁甕Ⅲ下Ｃ－５１６３

４０７９５．０良好橙にぶい褐石英，長石，輝石ヘラケズリヘラナデ口縁甕Ⅲ下Ｄ－４１６４

２１２３　４０４０
４０５５　５２３１

４．５３０．６良好にぶい赤褐にぶい橙石英，長石，角閃石，
アカ岩片

ヘラケズリヘラナデ口縁甕Ⅲ下Ｂ－４１６５５６

１４７３　４５６７５．５２６．４良好明黄褐にぶい褐石英，長石，シロ岩片ヘラケズリヘラナデ口縁甕Ⅲ下Ｂ－４１６６

１５８２　４２９３
４４４７　２４７２

５．２２７．４良好にぶい黄橙にぶい橙石英，長石，角閃石，
シロ岩片

ヘラカキヘラナデ口縁甕Ⅲ下Ｃ－４１６７

１９１９
１９２２　１９２５
４９５２
２８３５

８．０２６．４良好にぶい黄橙灰褐長石，角閃石ヘラケズリヘラナデ口縁～胴甕Ⅲ
Ⅲ下

Ⅲ下

Ｂ－３

Ｃ－４

１６８

３２９３２．９３１．２良好にぶい橙橙長石，角閃石ヘラカキヘラナデ口縁甕Ⅲ下Ｃ－４１６９

３４９９
１１４０　４１４３
４５１５

９．０２３．６良好にぶい褐橙長石，シロ岩片ヘラカキヘラナデ口縁～胴甕Ⅲ下
Ⅲ下
Ⅲ下

Ｄ－４
Ｃ－５
Ｂ－４

１７０

３２９２４．１２７．６良好にぶい橙橙長石，角閃石，シロ岩片ヘラカキヘラナデ口縁甕Ⅲ下Ｃ－４１７１

１００７４．２良好褐灰黒褐石英，長石，角閃石，
シロ岩片

ヘラケズリヘラカキ口縁甕Ⅲ下Ｂ－５１７２



－７６－

��������	
��
����

備考
注記
番号

法量（�）
焼成

色調
胎土

調整・文様
部位器種分類層位出土区

遺物
番号

挿図
番号 器高底径口径内面外面内面外面

２３７２３．９良好灰褐にぶい橙長石，角閃石，シロ岩片ヘラケズリヘラナデ口縁甕Ⅲ下Ｄ－４１７３土
師
器
５６

４０２４
５２４１　５２４２

３．３良好にぶい褐明赤褐長石，角閃石，アカ岩片ヘラケズリヘラナデ口縁甕Ⅲ下Ｂ－４１７４

２６４０　３６７８２．６良好にぶい褐にぶい橙長石，角閃石ヘラケズリヘラナデ口縁甕Ⅲ下Ｃ－３１７５

９２８　　９３７５．５良好にぶい褐にぶい橙長石，角閃石，シロ岩片ヘラケズリヘラナデ口縁甕Ⅲ下Ｃ－５１７６

４４２７４．０良好にぶい褐橙長石，シロ岩片，
アカ岩片

ヘラケズリヘラナデ口縁甕Ⅲ下Ｄ－４１７７

軽集２３１４　　３２８８．５良好にぶい黄橙橙長石，角閃石，輝石，
シロ岩片

ヘラケズリヘラナデ口縁～胴甕ⅢＢ－３１７８

集中区８２０１８．５３１．０良好にぶい黄橙橙長石，角閃石，輝石ヘラケズリヘラナデ口縁甕ⅢＢ－３，４１７９５７

２０３０　２１０８
５５７１

９．９３１．４良好橙橙長石，角閃石，輝石，
シロ岩片

ヘラカキヘラナデ口縁～胴甕Ⅲ下Ｂ－４１８０

１９１０６．０２２．０良好にぶい橙にぶい橙長石，角閃石ヘラカキヘラナデ口縁甕ⅢＢ－３１８１

一括９．０３０．４良好橙橙長石，輝石，シロ岩片ヘラケズリヘラナデ口縁甕ⅢＢ－３，４１８２

３０１５４．０良好にぶい橙にぶい黄褐長石，角閃石，輝石ヘラケズリヘラナデ口縁甕Ⅲ下Ｃ－５１８３

２６１４
３７２８

３．７良好褐暗褐長石，輝石，アカ岩片ヘラケズリヘラナデ口縁甕Ⅲ
Ⅲ下

Ｃ－３１８４

３２５９３．７良好にぶい黄橙にぶい黄橙長石，輝石，シロ岩片ヘラケズリヘラナデ口縁甕Ⅲ下Ｃ－３１８５

２４１０
２２１７　３４４０
４４２５

５．５２３．４良好浅黄橙浅黄橙長石，シロ岩片，
アカ岩片

ヘラナデヘラナデ口縁甕Ⅲ
Ⅲ下

Ｃ－４
Ｄ－４

１８６

８７４　　９９７
１４０７　２９７０
３０００　３００３

１３．１１７．０
（胴）

良好にぶい黄橙にぶい橙長石，輝石，シロ岩片，
小石

ヘラケズリヘラナデ胴～底甕Ⅲ下Ｃ－５１８７

５１３７３．３良好にぶい黄橙にぶい黄橙長石，輝石，シロ岩片ヘラケズリヘラナデ胴甕Ⅲ下Ｃ－４１８８

４３１３　５３５１４．１良好黒褐赤褐長石，輝石ヘラケズリ研磨底甕Ⅲ下Ｃ－３１８９

２５９９　２６１５
３６８９　４３１４
５３５４
２６７１
２８１１　３１７７

４．４良好暗褐赤褐長石，輝石，シロ岩片，
アカ岩片

ナデ研磨胴～底甕Ⅲ

Ⅲ下
Ⅲ下

Ｃ－３

Ｃ－４

１９０

１９８４　１９９５
５５９２
２０６４

４．０１２．２６．８良好橙橙長石，輝石，シロ岩片，
アカ岩片

ロクロヘラ切りはなし口縁～底坏Ⅲ下

Ⅲ下

Ｂ－４

Ｂ－４

１９１坏
５８

１６６１　１６６２
１６６５

４．６１１．９６．５良好橙橙長石，角閃石，アカ岩片ロクロヘラ切りはなし口縁～底坏Ⅲ下
Ⅲ

Ｂ－３１９２

６８６０　６８６１
６８９４　６８６４
６９１８

３．８１３．０７．０良好橙橙長石，アカ岩片ロクロヘラ切りはなし口縁～底坏Ⅳ

Ⅲ

Ｂ－３

Ｂ－３

１９３

５０７　　５１４
４６１６

４．６３．４１３．８良好橙橙長石，輝石，アカ岩片ロクロヘラ切りはなし口縁～底坏Ⅲ下Ｃ－５１９４

軽集２
２９００
１０１

４．７７．２１１．７良好橙橙長石，シロ岩片，
アカ岩片

ロクロヘラ切りはなし口縁～底坏Ⅲ下
Ⅲ下

Ｃ－４
Ｂ－３

１９５

１４８０４．８７．８１３．３良好にぶい橙にぶい橙長石，角閃石，アカ岩片ロクロヘラ切りはなし口縁～底坏Ⅲ下Ｂ－４１９６

２９９３　３３１０
４７１４　４７１５

４．２６．８１３．４良好明赤褐橙長石，角閃石，
シロ岩片，アカ岩片

ロクロヘラ切りはなし口縁～底坏Ⅲ下Ｃ－４１９７

５１９６４．６６．６１２．９良好にぶい黄橙黄橙長石，角閃石，輝石，
アカ岩片

ロクロヘラ切りはなし口縁～底坏Ⅲ下Ｂ－４１９８

４．９７．２１３．２良好橙橙長石，角閃石，シロ岩片，
アカ岩片

ロクロヘラ切りはなし口縁～底坏ⅢＢ－３，４１９９

２７９１　３６６６４．３７．０１２．２良好灰黄褐橙角閃石，シロ岩片，
アカ岩片

ロクロヘラ切りはなし口縁～底坏Ⅲ下Ｃ－４２００

１０４６３．１７．０１１．２良好にぶい黄橙にぶい橙輝石，シロ岩片，
アカ岩片

ロクロヘラ切りはなし口縁～底坏ⅢＢ－５２０１

２５４９　３２９５２．１６．４良好浅黄橙浅黄橙角閃石，輝石，アカ岩片ロクロヘラ切りはなし底坏Ⅲ下Ｃ－４２０２

１７６２２．９６．６良好橙にぶい橙角閃石，輝石，シロ岩片，
アカ岩片

ロクロヘラ切りはなし胴～底坏Ⅲ下Ｂ－３２０３

３１４０　３５４２
２４０７　１６３２
３４６０

１．６６．８良好橙橙角閃石，輝石，シロ岩片，
アカ岩片

ロクロヘラ切りはなし底坏Ⅲ下

Ⅲ下

Ｃ－４

Ｄ－４

２０４

５２４０２．０６．０良好にぶい黄橙にぶい黄橙長石，角閃石，アカ岩片ロクロヘラ切りはなし胴～底坏Ⅲ下Ｂ－４２０５
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２４５０　３５５４２．５６．４良好黄橙黄橙長石，角閃石，輝石，
アカ岩片

ロクロヘラ切りはなし胴～底坏Ⅲ下Ｃ－４２０６坏
５８

４７７９２．３７．２良好にぶい黄橙にぶい黄橙長石，角閃石，シロ岩片，
アカ岩片

ロクロヘラ切りはなし底坏Ⅲ下Ｃ－４２０７

１２２４．９６．６１３．０良好にぶい黄橙にぶい黄橙長石，角閃石，シロ岩片，
アカ岩片

ロクロヘラ切りはなし口縁～底坏Ⅲ下Ｃ－４２０８５９

４３１６
５７０２
２号ピット№１

５．３６．２１２．２良好浅黄橙浅黄橙角閃石，アカ岩片ロクロヘラ切りはなし口縁～底坏Ⅲ下
Ⅳ上

Ｃ－３
Ｅ－１３

２０９

３７５５３．８６．４１２．４良好橙橙角閃石，輝石，シロ岩片，
アカ岩片

ロクロヘラ切りはなし口縁～底坏Ⅲ下Ｃ－５２１０

５４７５３．６５．６１２．０良好橙橙角閃石，輝石，アカ岩片ロクロヘラ切りはなし口縁～底坏Ⅲ下Ｃ－４２１１

３４６３４．４６．２１２．８良好橙橙長石，輝石，シロ岩片ロクロヘラ切りはなし口縁～底坏Ⅲ下Ｄ－４２１２

４８７９　５６?８５．０６．０１２．０良好橙浅黄橙長石，角閃石，シロ岩片ロクロヘラ切りはなし口縁～底坏Ⅲ下Ｂ－３２１３

１１３５４．３７．２良好浅黄橙にぶい橙角閃石，輝石，アカ岩片ロクロヘラ切りはなし胴～底坏Ⅲ下Ｃ－５２１４

８０２４．５６．０良好にぶい橙にぶい黄橙長石，角閃石，輝石ロクロヘラ切りはなし胴～底坏ⅢＢ－４２１５

３２１
２３０５

２．５６．０良好橙橙長石，角閃石，アカ岩片ロクロヘラ切りはなし底坏Ⅲ下
Ⅲ下

Ｃ－５
Ｄ－５

２１６

軽集１
１０９５
５

２．３６．２良好にぶい黄橙にぶい黄橙長石，輝石，アカ岩片ロクロヘラ切りはなし底坏Ⅲ下
Ⅲ

Ｂ－５２１７

３１１３．５６．０良好浅黄橙浅黄橙角閃石，輝石，アカ岩片ロクロヘラ切りはなし胴～底坏ⅢＢ－３２１８

３４４７２．０６．２良好浅黄橙浅黄橙長石，角閃石，輝石，
アカ岩片

ロクロヘラ切りはなし底坏Ⅲ下Ｄ－４２１９

１１６２．９６．０良好浅黄橙浅黄橙長石，角閃石，シロ岩片，
アカ岩片

ロクロヘラ切りはなし胴～底坏Ⅲ下Ｃ－４２２０

４０９７２．７７．４良好橙橙石英，長石，角閃石，
アカ岩片

ロクロヘラ切りはなし胴～底坏Ⅲ下Ｄ－５２２１

８８４　３９４４３．０６．６良好橙橙長石，角閃石，シロ岩片，
アカ岩片

ロクロヘラ切りはなし胴～底坏Ⅲ下Ｃ－５２２２

３７９５２．９６．２良好浅黄橙浅黄橙長石，角閃石，輝石，
シロ岩片

ロクロヘラ切りはなし底坏Ⅲ下Ｄ－４２２３

２１５６３．１５６．４良好浅黄橙浅黄橙長石，角閃石，アカ岩片ロクロヘラ切りはなし底坏Ⅲ下Ｂ－４２２４

３５６８２．７１６．４良好にぶい橙にぶい黄橙石英，長石，シロ岩片，
アカ岩片

ロクロヘラ切りはなし底坏Ⅲ下Ｃ－４２２５

７０８　　９８７
２８２０　２８３１
２８３２　４７３５
４７４７

６．１１１．１１７．２良好にぶい橙長石，輝石，アカ岩片ロクロナデロクロ口縁～底台付
皿

Ⅲ下
Ⅲ下

Ｃ－５
Ｃ－４

２２６台
付
皿

 
６０

軽集２

１７１７　１７２１
１７２２　１７２３
１７２５　１７２６
１７７１　１７７５
５６４１　５６４２
５６４３　５６４５
３９　　４０

５．５７．０１４．１良好橙橙長石，角閃石，シロ岩片，
アカ岩片

ロクロナデロクロ口縁～底 Ⅲ下

Ⅲ

Ｂ－３２２７

３１２３．５７．２良好橙橙長石，角閃石，シロ岩片，
アカ岩片

ロクロナデロクロ胴～底 Ⅲ下Ｃ－３２２８

掘立２ピット１２．３６．６良好橙橙長石，角閃石，アカ岩片ロクロナデロクロ底 Ｂ－６２２９

－３．３３．８良好浅黄にぶい黄橙長石，角閃石，シロ岩片，
アカ岩片

ロクロナデロクロ底 －Ｂ－３２３０

２５２３２．５４．１良好橙橙長石，シロ岩片，
アカ岩片

ロクロナデロクロ底 Ⅲ下Ｃ－４２３１

２１４１２．４４．０良好にぶい橙にぶい橙長石，角閃石，アカ岩片ロクロナデロクロ底脚 Ⅲ下Ｂ－４２３２

１２１９２．１６．４良好浅黄浅黄石英，長石，雲母ロクロナデロクロ底脚 Ⅲ下Ｂ－５２３３

４９４６
１４９７　１４９８
４０６１

４．２５７．５良好にぶい黄橙にぶい黄橙長石，輝石，アカ岩片ロクロナデロクロ底 Ⅲ下
Ⅲ下
Ⅲ下

Ｂ－３
Ｂ－４
Ｂ－５

２３４

４７２１４．８８．１良好浅黄橙浅黄橙長石，角閃石，アカ岩片ロクロナデロクロ胴～底 Ⅲ下Ｃ－４２３５

１４１１３．９７．４良好浅黄橙浅黄橙．
橙（脚）

長石，角閃石ロクロナデロクロ胴～底 Ⅲ下Ｃ－５２３６

２８９８２．２７．４良好にぶい黄橙にぶい黄橙石英，長石，角閃石ロクロナデロクロ底 Ⅲ下Ｃ－４２３７
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―２．１６．０良好灰黄浅黄橙長石，輝石，シロ岩片，
アカ岩片

ロクロナデロクロ底 表層Ｃ－５２３８ 
６０

２９９６３．５８．０良好にぶい黄橙黄橙長石，シロ岩片ロクロナデロクロ胴～底 Ⅲ下Ｃ－５２３９

２６０９
２８７２

２．８６．８良好浅黄橙浅黄橙長石，シロ岩片，
アカ岩片

ロクロナデロクロ底 Ⅲ下
Ⅲ

Ｃ－３
Ｃ－４

２４０

４０３２．９７．８良好浅黄橙明黄褐長石，シロ岩片，
アカ岩片

ロクロナデロクロ底 Ⅲ下Ｃ－５２４１

５０８９１．７７．８良好浅黄橙橙長石，輝石，シロ岩片ロクロナデロクロ底 Ⅲ下Ｃ－４２４２

３０９
１６５２
１６０３

５．５７．０１３．７良好黒にぶい黄橙長石，シロ岩片研磨ロクロ口縁～底内黒Ⅲ下
Ⅲ下
Ⅲ下

Ｂ－２
Ｂ－３
Ｃ－４

２４３６１

１６４１
６８２　　５０４３

３．１７．２良好黒淡黄長石，角閃石，シロ岩片研磨ロクロ胴～底内黒Ⅲ下
Ⅲ下

Ｃ－４
Ｃ－５

２４４

５３７８
３３８２

５．４７．０１３．８良好黒にぶい黄橙長石，角閃石，アカ岩片研磨ロクロ口縁～底内黒Ⅲ下
Ⅲ下

Ｂ－５
Ｄ－４

２４５

２７６９２．０６．６良好黒にぶい黄橙長石，角閃石，シロ岩片研磨ロクロ底内黒Ⅲ下Ｃ－４２４６

２５６０２．０３．３良好黒にぶい橙長石，角閃石，シロ岩片研磨ロクロ底内黒Ⅲ下Ｃ－４２４７

１８２６　５５５７２．０６．７良好黒にぶい黄橙長石，角閃石，シロ岩片研磨ロクロ底内黒Ⅲ下Ｂ－３２４８

２７０８１．８７．２良好黒黄橙長石，角閃石，輝石研磨ロクロ底内黒Ⅲ下Ｃ－３２４９

１４５４２．５３．８良好黒にぶい橙長石，角閃石，輝石研磨ロクロ底内黒Ⅲ下Ｂ－５２５０

２９８６２．７７．９良好黒橙長石，角閃石，輝石，
アカ岩片

研磨ロクロ底内黒Ⅲ下Ｃ－５２５１

掘立
３－１

２．７７．７良好黒橙長石，角閃石，輝石，
シロ岩片

研磨ロクロ底内黒Ｃ－６２５２

５１４４２．１３．６良好黒橙長石，角閃石，シロ岩片，
アカ岩片

研磨ロクロ底内黒Ⅲ下Ｃ－４２５３

３５０７２．８６．８良好黒にぶい黄橙長石，角閃石，輝石，
シロ岩片

研磨ロクロ底内黒Ⅲ下Ｄ－４２５４

３８９０２．０７．６良好黒橙長石，角閃石，輝石，
アカ岩片

研磨ロクロ底内黒Ⅲ下Ｄ－５２５５

８０１４．８６．４１２．９良好黄橙橙長石，角閃石，シロ岩片ロクロヘラ切りはなし口縁～底坏Ⅲ下Ｂ－４２５６墨
書
６２ ２４１３３．０５．４良好にぶい橙橙長石，角閃石，シロ岩片，

アカ岩片
ロクロヘラ切りはなし胴～底坏Ⅲ下Ｃ－４２５７

８１２６２．４良好にぶい橙にぶい橙角閃石，シロ岩片，
アカ岩片

ロクロナデロクロ底 ⅢＤ－３２５８

２号ピット№４４．８良好にぶい橙橙長石，角閃石，アカ岩片ロクロナデロクロ口縁～胴坏 Ｃ－５２５９

１９３２２．８良好橙橙長石，角閃石，シロ岩片
アカ岩片

ロクロナデロクロ口縁坏 Ⅲ下Ｂ－１３２６０

３０５１２．０良好にぶい黄橙にぶい黄橙長石，輝石ロクロナデロクロ口縁坏 Ⅲ下Ｃ－５２６１

４５６５３．１良好橙橙長石，シロ岩片，ロクロナデロクロ口縁坏 Ⅲ下Ｃ－５２６２

３３２６１．７良好橙橙長石，輝石ロクロナデロクロ口縁坏 Ⅲ下Ｃ－５２６３

４１７４３．３良好黄橙黄橙長石，シロ岩片，アカ岩片ロクロナデロクロ口縁坏 Ⅲ下Ｃ－５２６４

３０６１３．３良好にぶい黄橙にぶい黄橙長石，シロ岩片，輝石ロクロナデロクロ口縁坏 Ⅲ下Ｃ－５２６５

５１８９２．６良好にぶい橙橙長石，角閃石，シロ岩片ロクロナデロクロ胴坏 Ⅲ下Ｂ－４２６７

一括１．７良好浅黄橙橙角閃石，輝石，シロ岩片ロクロナデロクロ口縁坏 Ⅲ下Ｃ，Ｄ－
４，５

２６６

１４８９２．１良好明黄褐にぶい黄橙角閃石，輝石，アカ岩片ロクロナデロクロ胴坏 Ⅲ下Ｂ－４２６８

４７２５２．２良好浅黄橙浅黄橙長石，アカ岩片ロクロナデロクロ胴坏 Ⅲ下Ｃ－４２６９

４４８４２．６良好橙橙長石，角閃石，シロ岩片，
アカ岩片

ロクロナデロクロ胴坏 Ⅲ下Ｂ－５２７０

３４７０２．５良好橙橙長石，角閃石，アカ岩片ロクロナデロクロ胴坏 Ⅲ下Ｄ－５２７１

４２３５２．２良好にぶい黄橙にぶい黄橙角閃石，アカ岩片ロクロナデロクロ胴坏 Ⅲ下Ｃ－５２７２

１００１２．６良好明褐にぶい黄橙角閃石，シロ岩片，
アカ岩片

ロクロナデロクロ胴坏 Ⅲ下Ｂ－５２７３

４２３３３．４良好橙橙長石，角閃石，シロ岩片，
アカ岩片

ロクロナデロクロ胴坏 Ⅲ下Ｃ－５２７４

３９８１２．６良好浅黄橙浅黄橙長石，輝石，角閃石ロクロナデロクロ胴～底坏 Ⅲ下Ｃ－５２７５

集石１．６良好にぶい褐橙長石，角閃石，シロ岩片ロクロナデロクロ胴坏 ２７６

１２２１２．４良好褐灰にぶい黄橙長石，角閃石，輝石ロクロナデロクロ胴坏 Ⅲ下Ｂ－５２７７

８１２７２．３良好にぶい黄橙にぶい黄橙角閃石，シロ岩片，
アカ岩片

ロクロナデロクロ胴坏 ⅢＤ－３２７８
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３５７９３．７良好橙橙長石，輝石，シロ岩片，
アカ岩片，石英

ロクロナデロクロ胴～底坏 Ⅲ下Ｃ－４２７９墨
書
６２

１９１２２．３良好にぶい黄橙にぶい橙長石，角閃石，輝石ロクロナデロクロ胴坏 Ⅲ下Ｂ－３２８０

１６４１．５４．９良好にぶい黄橙にぶい黄橙石英，長石，角閃石ナデナデ蓋のつまみⅢ下Ｂ－５２８１特
殊
遺
物
６３

４５６２２．０６．６良好橙橙長石，小石２�ナデナデ口縁土師
器皿

Ⅲ下Ｂ－５２８２

良好暗赤灰灰オリーブ長石，シロ岩片ナデフイゴの羽口２８３

２２５０良好暗赤褐灰オリーブ長石，輝石，アカ岩片ナデフイゴの羽口ⅢＤ－４２８４

４４０８５．８良好浅黄浅黄長石，角閃石，輝石，
シロ岩片，アカ岩片

ナデナデ紡錘車Ⅲ下Ｃ－５２８５

２５０５良好浅黄浅黄長石，角閃石，輝石，
アカ岩片

ナデナデ紡錘車Ⅲ下Ｃ－４２８６

１５０５６．０良好橙橙長石，輝石，シロ岩片，
アカ岩片

ナデナデ土製品Ⅲ下Ｂ－４２８７

５６０３１．２６．０良好橙明黄褐長石，角閃石，輝石，
アカ岩片

ナデナデ底坏Ⅲ下Ｂ－４２８８

２５８９　３６８０６．９１３．６良好橙橙石英，シロ岩片，
アカ岩片

布目痕手づくね口縁焼塩壺Ⅲ下Ｃ－３２８９焼
塩
土
器
６４

３９４２６．９１３．６良好橙橙石英，長石，角閃石，
シロ岩片

布目痕手づくね口縁焼塩壺Ⅲ下Ｃ－５２９０

４６８４．７１１．６良好橙橙石英，長石，角閃石，
アカ岩片

布目痕手づくね口縁焼塩壺Ⅲ下Ｃ－５２９１

４５９９４．２１１．３良好橙橙石英，角閃石，シロ岩片，
アカ岩片

布目痕手づくね口縁焼塩壺Ⅲ下Ｂ－５２９２

３０５０６．７良好橙橙石英，長石，角閃石，
輝石，シロ岩片
アカ岩片

布目痕手づくね口縁焼塩壺Ⅲ下Ｃ－５２９３

３４７１３．７１５．８良好橙橙長石，角閃石，アカ岩片布目痕手づくね口縁焼塩壺Ⅲ下Ｄ－４２９４

４４００４．９良好橙橙長石，角閃石，輝石
シロ岩片，アカ岩片

布目痕手づくね口縁焼塩壺Ⅲ下Ｃ－５２９５

４６６４．４良好橙にぶい橙長石，角閃石，アカ岩片布目痕手づくね口縁焼塩壺Ⅲ下Ｃ－５２９６

５１４０
４４１７

７．０良好橙橙長石，角閃石，シロ岩片，
アカ岩片

布目痕手づくね口縁焼塩壺Ⅲ下
Ⅲ下

Ｃ－４
Ｄ－４

２９７

５５６．３良好橙橙長石，角閃石，シロ岩片，
アカ岩片

布目痕手づくね口縁焼塩壺ⅢＣ－５２９８

２９４６５．１良好橙橙長石，シロ岩片，
アカ岩片

布目痕手づくね口縁焼塩壺Ⅲ下Ｃ－５２９９

３８７３３．３良好橙橙長石，アカ岩片布目痕手づくね口縁焼塩壺Ⅲ下Ｃ－５３００

５４７８３．４良好橙橙長石，アカ岩片布目痕手づくね胴焼塩壺Ⅲ下Ｂ－５３０１

１１４２２．７良好にぶい黄橙にぶい黄橙長石，シロ岩片，
アカ岩片

布目痕手づくね胴焼塩壺Ⅲ下Ｃ－５３０２

１５９８３．４良好橙橙長石，角閃石，アカ岩片布目痕手づくね胴焼塩壺Ⅲ下Ｃ－４３０３

１６３０２．２２．４良好橙橙長石，輝石，シロ岩片布目痕手づくね底焼塩壺Ⅲ下Ｃ－４３０４

３３０７
５５２

２．４２８．６良好灰灰長石ロクロロクロ胴甕Ⅲ下
Ⅲ下

Ｃ－４
Ｃ－５

３０５須
恵
器
６５ ２６６８３．５１８．０良好暗灰黄暗灰黄長石，シロ岩片ロクロロクロ口縁甕Ⅲ下Ｃ－３３０６

２０７２
１５２

８．６良好灰白灰白長石，角閃石，シロ岩片同心円
青海波

平行たたき胴甕Ⅲ下
Ⅲ下

Ｂ－４
Ｂ－５

３０７

４２９５５．１良好橙にぶい赤褐石英，長石，輝石，
シロ岩片，アカ岩片

タタキ格子たたき胴甕Ⅲ下Ｃ－４３０８

４４５８
４７０２
２９８４　３９７５
２２０４

１４．６１２．０良好灰白明赤褐石英，長石，シロ岩片ロクロロクロ胴～底壺Ⅲ下
Ⅲ下
Ⅲ下
Ⅲ

Ｂ－５
Ｃ－４
Ｃ－５
Ｄ－４

３０９

４００７４．１８．４良好灰灰長石，輝石，アカ岩片ロクロロクロ底壺Ⅲ下Ｃ－４３１０

１５２９４．７７．０良好橙橙長石，アカ岩片ロクロロクロ胴～底椀Ⅲ下Ｃ－４３１１

１２２２５．３１４．０良好黄褐にぶい黄橙長石，シロ岩片ロクロ藁の燃えがら跡口縁坏椀Ⅲ下Ｂ－５３１２

４０６８
３９１

３．６１１．２良好黄褐にぶい黄長石，シロ岩片，アカ岩片ロクロロクロ口縁瓦泉Ⅲ下
Ⅲ下

Ｂ－５
Ｃ－５

３１３
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���（第６６図）（３１４～３１６）

　３１４は扁平の角柱状のもので２面の使用面がみられる。３１５は厚みのある角柱状のもので４面の使

用面がみられる。３１６は長楕円の円礫の片面を砥石に使用している。火がかかったために曲板状に

割れている。これは接合の状態で図化したものである。

　�����（第６７図）（３１８～３３４）

　３１７は幅１３�，奥行き１６�，高さ１６．５�の製品で，両面が平面に加工され，表面が火を受けたよ

うで赤化している。この製品は６面とも加工されているが，２～５�の角面柱状に割れているもの

を１５個前後接合したものである。３１８は径２１～２４�の円筒状に加工したものである。一部抉って加

工しているが周りの加工方向は縦位に面を造るように施している。なお，両面は割られて欠損して

いる。３１９は幅１２�長さ１５�の底面に，高さ９�の角張ったかまぼこ状に加工したものである。加

工面は磨りきりで調整している。３２０は幅８�，高さ１５�の円錐状に加工したもので，頂上部は潰

されている。３２１は一辺が約１１�，長さ１５�の三角柱に加工したものである。３２２は長さ１７�，幅１２

�，高さ１０�にやや丸みを施し加工したものである。３２３は長さ１５�，幅１０�，高さ９�で，一部
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を尖り気味に施し加工したものである。３２４は長さ１４�，幅１１�，高さ１０�で，一部を尖らせ五角

柱状に施し加工したものである。３２５は長さ１０�，幅１２�，高さ１２�で，四角柱状に施し加工した

もので，一部が欠損している。３２６は長さ１３㎝，幅１０�，高さ１０�で，一部を尖らせ円錐状に施し

加工したものである。３２７は長さ１１�，幅１２．５�，高さ１２�で，円盤状に施し加工したもので，大

半が欠損している。３２８は長さ１１．５�，幅１３．５�，高さ１１�で，一部を尖らした四角柱状に施し加

工したもので，一部が欠損している。３２９は長さ１１�，幅１２�，高さ１０�で，四角柱状に施し加工

したもので，一部が欠損している。３３０は長さ１３�，幅１３�，高さ１０�で，円盤状に施し加工した

もので，大半が欠損している。３３１は長さ１４�，幅１２�，高さ１１�で，四角柱状に施し加工したも

ので，一部が欠損している。３３２は長さ１２．５�，幅１０�，高さ７�で，四角柱状に施し加工したも

ので，一部が欠損している。３３３は長さ９�，幅１４㎝，高９．５�で，三角柱状に施し加工したもので，

一部が欠損している。

��������	
��
����

備考取上№重量
（�）

最大厚
（�）

最大幅
（�）

最大長
（�）石材器　　種層位出土区報告№挿図№

１３８６８０．６２１５．０３８．０７３．０砂岩砥石Ⅲ下Ｃ－５３１４

６６ １９６３
２７０４

１１４．３４３２．０３５．０８１．０砂岩砥石Ⅲ
Ⅲ下

Ｂ－３
Ｃ－３

３１５

１４０　２４２３６０．００４９．０６５．０１１２．０砂岩砥石ⅢＢ－３３１６

軽集２号８２４５（２６）
８２４６（２７）
８２５０（３１）
８２５４（３４）
８２６３（４４）
８２８１（６２）
８４５６（２３７）

１２８０．００１６８．０１３５．０１７６．０軽石軽石製品ⅢＢ－３３１７

６７

軽集２号８４４４（２２５）３１５０．００１５５．０２４５．０１９２．０軽石軽石製品ⅢＢ－３３１８

大型掘立建物
ピット１号

７８０．００９０．０１３７．０１７９．０軽石軽石製品ⅣＢ－６３１９

６８ ６００．００１６１．０７１．０１６１．０軽石軽石製品３２０

軽集２号８２６５（４６）
８３０３（８４）

５４０．００１１６．０１１４．０１５６．０軽石軽石製品ⅢＢ－３３２１

１６８４６２０．００１０２．０１２５．０１８５．０軽石軽石製品Ⅲ下Ｂ－３３２２

６９ ７４２３３０．００９３．０９８．０１５０．０軽石軽石製品Ⅲ下Ｃ－５３２３

２４３５１７．５０９７．０１１０．０１３４．０軽石軽石製品ⅣＢ－６３２４

７００．００１１５．０１１８．０１１８．０軽石軽石製品３２５

７０
軽集２号８３３５（１１６）３６０．００１０７．０９５．０１３６．０軽石軽石製品ⅢＢ－３３２６

１７９８４６０．００１０５．５１２５．０１２６．０軽石軽石製品ⅢＢ－３３２７

３９７３３１０．００１０３．０１３４．０１２２．０軽石軽石製品Ⅲ下Ｃ－５３２８

軽集２号８４４１（２２２）３８０．００９３．０１２１．０１１１．０軽石軽石製品ⅢＢ－３３２９

７１

軽集２号８３５０（１３１）
８３５２（１３３）

４１０．００１０８．０１３８．０１２７．０軽石軽石製品ⅢＢ－３３３０

１９４５６７０．００１１３．０１４６．０１４０．０軽石軽石製品ⅢＢ－３３３１

１６８３３６０．００１０５．０１１１．０１５０．０軽石軽石製品Ⅲ下Ｂ－３３３２

４３９２８８．３６９２．０１３６．０９７．０軽石軽石製品Ⅲ下Ｃ－５３３３
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　集石が２基検出されている。１号集積は散乱状態であるため，使用後の可能性が高い。２号集石

は正方形状に集められ，使用前の準備段階の可能性がある。ともに，窪みの掘りこみは検出されて

いない。

　　����

　土坑は２基検出されている。ともに，Ｐ１１火山灰が入り込んでいるので，早期の土坑である。用

途は不明である。

　����

　土器は塞ノ神Ａ式土器と塞ノ神Ｂ式土器，押型文土器が出土している。この中でも塞ノ神Ｂ式土

器が主体で，次に塞ノ神Ａ式土器がみられる。また，押型文土器が少量で出土している。

　塞ノ神Ａ式土器は口縁部に沈線や列点で文様を施すタイプと微隆起突帯をもつタイプがある。胴

部の文様は沈線と撚糸文で構成している。

　沈線や列点を施すタイプは１・２・３・５・６である。微粒起突帯をもつタイプは４である。な

お，１と２は同一個体である。この施文は塞ノ神Ａ式としては珍しい。

　塞ノ神Ｂ式土器は１４・１５・１７～３５である。文様は貝殻刺突と沈線文を組み合わせた文様構成をし

ている。土器の整形は全体的に厚手で粗雑な器面調整である。

　器形は頸部で締まる１７～２４とバケツ状になる３４・３５，また，同類の無紋と考えられる４１がある。

胴部の沈線は１７・１８・２７・２８・３０・３４にみられるような枠線内に沈線を施し，大きく描くものと，

２５・２６・３２・３３にみられる１～３本で格子を施すものが出土している。

　これらは，分布的にも層位的にも分けられない状態で検出している。

　石器は石鏃のほか石錐，磨製石斧，局部磨製石斧，石匙が出土している。この中で局部磨製石斧

は，使用して刃こぼれがみられる形状をしている。

　��������	
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　落とし穴が８基検出され，時期的な課題を除けば配置は弧状にみられる。

　時間差を加味して分析すると，２基近くにあるところが２号と３号，４号と８号，６号と７号で，

単独にあるところが１号と５号である。また，落とし穴の逆茂木痕については，無しが２号と５号，

１本が４号，３本が１号と３号と６号，４本が８号，７本が７号である。そして，形状では長方形

が１号と３号と４号と６号で，楕円形が２号と５号と７号と８号に分かれる。

　これらをまとめると，時間差は形状での配置が妥当な線ではないかと考えられる。

　����

　遺構とは重ならずＧ－１３区に出土しているために遺構との関係は判断がつかない。土器は春日式

土器が１個体出土している。
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　遺構は竪穴住居跡が１基，焼土跡が１基検出されている。竪穴住居跡は円形プランで浅い掘り込

みである。柱穴は中央に１本である。また，壁に土器を埋め込んだ跡があるが，住居跡に周りにも

ピットがみられ，住居跡との関係は不明である。なお，遺物は住居跡の竪穴内に出土しているので

住居跡は縄文晩期と思われる。

　その縄文晩期の時期は口縁部に沈線を施す入佐式土器の時期と考えられる。

　焼土跡は，若干の窪みにあり，層的に縄文晩期の範疇に含めたが，縄文晩期という確証はない。

�����

　深鉢からみると住居跡で示した縄文晩期の入佐式土器とその無紋の土器が出土している。この無

紋の土器から判断すると，上加世田式土器に近いものと考えられる。なお，浅鉢も上加世田式土器

に近い形をしている。

　石器は粗く作られた石鏃のほか，石錐がある。また，磨石や敲石類が出土している。

　��������	
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　掘立柱建物跡が三角形の窪地に４建検出された。建物跡は２間３間を基本としたもので，規模は

１号から３号が類似し，４号は一回り大きい。また，桁行の方位は１号から３号までが北西と南東

方向で，４号が略南北である。よって，時期的なものは，１号～３号と４号の２時期の可能性があ

る。

　これらの特徴は建物跡内に焼土跡と焼けた軽石がみられるもので，掘立柱建物内に土間があり何

らかの工房施設に使用した可能性がある。

　焼土跡は建物跡内のほかに周りに柱穴が見つからない状態で西側に離れて検出されている。この

性格は判断材料がなく，記録だけに終わった。

�����

　分布は，遺構が窪地にあるため遺物もその地形の中に出土している。中には，掘立柱建物跡の近

くに土師甕が集中して出土している所もある。

　遺物は土器類が，土師器の甕形土器，坏，台付皿， ，黒色土器の ，須恵器の甕形土器，壺形

土器，瓦泉，それに製塩土器が出土している。

　土師器の甕形土器は口縁部が「く」の字状に外反し，底部はやや尖り気味の丸底を呈している。

土師器の坏は箆切り無しで，口縁部は立ち上がりから直線的に整形している。この坏には墨書土器

が含まれている。

　また，高坏の脚部も出土している。

　脚がある土器の中で，台付皿が出土している。器形の特徴は高台が深い。

　 はやや平木気味の高台の浅いものから深いものまで出土している。黒色土器も同様である。

　須恵器は甕形土器の口縁部に帯びを付けたものと，沈線を入れたものが出土している。壺は肩部

までで口縁部は見あたらなかった。その他に珍しい瓦泉の口縁部が出土している。

　その他では，鞴の羽口や紡錘車，それと円盤状に作った製品が出土している。
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　石の道具としては角状に整形された砥石が３点，丸みのある砥石が１点出土している。角状のも

のは扁平に整形されたものが１点，厚く作られたものが２点あり，かなり使用され半欠の状態であ

る。丸みのものは後から火を受けたらしく板状に剥がれている。砥石に使用された面は１面だけで

ある。

　軽石製品は，表面が焼けた状態のものとそれでないものとが出土した。一部を除きブロック状に

割られ，器面はカット面や傷が見られる。出土状況は建物内の焼土跡にあり，鞴の羽口も出土して

おり何らかの火を使う工房に使用される時かその直後にブロックに割られた可能性がある。
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　１　調査に至るまでの経緯

　日本道路公団（現西日本高速道路株式会社）鹿児島工

事事務所は，東九州自動車道（末吉財部ＩＣ～鹿屋串良

ＩＣ）建設を計画し，当該事業区における埋蔵文化財の

有無について鹿児島県教育委員会（以下文化財課）に照

会を行った。

　これを受けて，文化財課と埋蔵文化財センターは，平

成１１年度に分布調査を実施した結果，３３ヶ所の遺跡の存

在が明らかになった。この結果をもとに，道路公団，県

土木部高速道路対策室，文化財課，埋蔵文化財センター

の４者で協議を重ね，対応を検討してきた。

　しかし，その後，道路公団民営化の政府方針が提起さ

れ，事業計画の見直しが行われ，建設コストの削減も検

討されることとなった。このような社会情勢の変化に伴

い，遺跡の緻密な把握が要求されるようになり，分布調

査の再実施や試掘調査及び確認調査などの事前調査を重

ね，遺跡の把握に努めてきた。分布調査，試掘調査及び

確認調査の期日は，次のとおりである。

　詳細分布調査　平成１３年７月１０日～平成１３年７月２６日

　試掘調査　　　平成１３年９月１７日～平成１３年１２月２５日

　確認調査　　　平成１３年１０月１日～平成１４年３月２２日

　　　　　　（関山西・関山・狩俣遺跡）

　その後，道路公団の民営化閣議決定と新直轄方式に基

づく道路建設が確定し，平成１５年度から埋蔵文化財の発

掘調査が開始された。

　平成１５年度は，井出山遺跡の試掘調査，定段遺跡及び

稲村遺跡の工事用道路建設予定地の調査，平成１６年度は

中之迫遺跡の確認調査と本調査，菅牟田遺跡の確認調査，

前年度に続いて定段遺跡の確認調査及び唐尾遺跡の確認

調査と本調査を行った。平成１７年度は，前年度に引き続

いて唐尾遺跡・関山西遺跡・関山遺跡・定段遺跡の本調

査及び建山遺跡・狩俣遺跡・稲村遺跡・高古塚遺跡の確

認調査と本調査を行った。平成１８年度は，昨年度に引き

続いて建山遺跡・狩俣遺跡・高古塚遺跡の本調査を行い，

鳥居川遺跡・チシャノ木遺跡及び西原段Ⅰ遺跡の確認調

査・本調査，野鹿倉遺跡の確認調査を実施した。

　２　調査の組織

　菅牟田遺跡・中之迫遺跡

　平成１６年度　確認調査・本調査

　事業主体者　

　　　　日本道路公団九州支社鹿児島工事事務所

　　　　鹿児島県土木部高速道路対策室

　調査主体者　

　　　　鹿児島県教育委員会

　企画・調整　

　　　　鹿児島県教育庁文化財課

　調査責任者　

　　　　県立埋蔵文化財センター　所長　　木原　俊孝

　調査企画者

　　　　次長兼総務課長　　　　　　　　　賞雅　　彰

　　　　調査課長兼南の縄文調査室長　　　新東　晃一

　　　　調査課長補佐　　　　　　　　　　立神　次郎

　　　　主任文化財主事兼第二調査係長　　彌榮　久志

　　　　主任文化財主事　　　　　　　　　長野　眞一

　調査担当者

　　　　文化財主事　　　　　　　　　　　鶴田　靜彦

　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　岩澤　和徳

　事務担当者

　　　　総務係長　　　　　　　　　　　　平野　浩二

　　　　主　　事　　　　　　　　　　　　福山恵一郎

　高古塚遺跡

　平成１７年度　確認調査

　事業主体者　

　　　　西日本高速道路株式会社鹿児島工事事務所

　　　　鹿児島県土木部高速道路対策室

　調査主体者　

　　　　鹿児島県教育委員会

　企画・調整　

　　　　鹿児島県教育庁文化財課

　調査責任者　

　　　　県立埋蔵文化財センター　所長　　上今　常雄

　調査企画者　　　　　　　

　　　　次長兼総務課長　　　　　　　　　有川　昭人

　　　　次長兼南の縄文調査室長　　　　　新東　晃一

　　　　第二調査課長　　　　　　　　　　立神　次郎

　　　　主任文化財主事兼第一調査係長　　彌榮　久志

　調査担当者

　　　　文化財研究員　　　　　　　　　　木内　敏生

　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　馬籠　亮道

　事務担当者　　　　　　　

　　　　主幹兼総務係長　　　　　　　　　平野　浩二

　　　　主　　事　　　　　　　　　　　　福山恵一郎

　平成１８年度　本調査

　事業主体者　

　　　　国土交通省九州地方整備局大隅河川国道事務所

　　　　鹿児島県土木部高速道路対策室

　調査主体者　

　　　　鹿児島県教育委員会
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　企画・調整

　　　　鹿児島県教育庁文化財課

　調査責任者　

　　　　県立埋蔵文化財センター　所長　　上今　常雄

（～Ｈ１８．７．３１）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮原　景信

（Ｈ１８．８．１～）

　調査企画者

　　　　次長兼総務課長　　　　　　　　　有川　昭人

　　　　次長兼南の縄文調査室長　　　　　新東　晃一

　　　　第二調査課長　　　　　　　　　　立神　次郎

　　　　主任文化財主事兼第一調査係長　　彌榮　久志

　調査担当者

　　　　文化財主事　　　　　　　　　　　福永　修一

　　　　文化財研究員　　　　　　　　　　木内　敏生

　　　　文化財調査員　　　　　　　　　　市耒　真澄

　事務担当者

　　　　総務係長　　　　　　　　　　　　寄井田正秀

　　　　主　　事　　　　　　　　　　　　五百路　真

　平成１９年度　報告書作成

　事業主体者

　　　　国土交通省九州地方整備局大隅河川国道事務所

　　　　鹿児島県土木部高速道路対策室

　作成主体者

　　　　鹿児島県教育委員会

　作成統括者　

　　　　県立埋蔵文化財センター　所長　　宮原　景信

　作成企画者

　　　　次長兼総務課長　　　　　　　　　平山　　章

　　　　次長兼南の縄文調査室長　　　　　新東　晃一

　　　　調査第二課長　　　　　　　　　　立神　次郎

　　　　主任文化財主事兼第一調査係長　　彌榮　久志

　作成担当者

　　　　文化財主事　　　　　　　　　　　福永　修一

　事務担当者

　　　　総務係長　　　　　　　　　　　　寄井田正秀

　　　　主　　事　　　　　　　　　　　　五百路　真

　報告書検討委員会　平成１９年１２月１７日　　所長他１１名

　報告書指導委員会　平成１９年１２月１３日　　次長他３名

　

指導者・協力者

　鹿児島大学法文学部準教授　本田道輝

　福　岡大学人文学部準教授　桃崎祐輔

　曽於市教育委員会

助言者

　池畑耕一，長野眞一，中村耕治，堂込秀人，東　和幸，

内山伸明，前迫亮一，中村和美，長�慎太郎，内村光伸，

黒川忠広，横手浩二郎，西園勝彦，上床　真，川口和之，

馬籠亮道

　３　発掘調査の経過

　高古塚遺跡

　試掘調査（平成１３年度）

　試掘調査は，工事施工区域内を対象としてトレンチを

６カ所設定して行った。試掘調査の結果，施工区域内の

全域に縄文時代早期から前期の包含層と区域内の一部に

縄文時代後晩期から古代の包含層が残存することが判明

した。

　確認調査（平成１７年度）

　確認調査は，工事施工区域内を対象として平成１８年１

月１０日～１月２７日までの期間実施した。確認調査の結果，

縄文時代早期及び古代の遺物・遺構が発見された。調査

の経過については，日誌抄を持ってかえる。

　日誌抄

１月１０日～１３日

　・トレンチ設定（１Ｔ～６Ｔ）表土剥ぎ，Ⅳａ層～Ⅶ

層掘り下げ

１月１６日～２０日　

　・トレンチ（２Ｔ～６Ｔ）Ⅳａ層～Ⅷ層掘り下げ

１月２３日～２７日

　・トレンチ（１Ｔ，２Ｔ，５Ｔ）Ⅵ層～ⅩⅥ層掘り下

げ，遺物取り上げ，写真撮影

　本調査（平成１８年度）

　本調査は，確認調査の結果に基づき，工事施工区域内

６，４１０�を対象に実施した。調査では，計画路線セン

ター杭ＳＴＡ２８６＋２０杭とＳＴＡ２８６＋６０杭を結んだ線を基

準軸とし，１０ｍ間隔の区画（グリッド）を設定して調査

を実施した。グリッドは東西方向へＡ～Ｎ，南北方向に

１～２２とし，Ａ－１区，Ｄ－８区というようにアルファ

ベットと数字を組み合わせた呼称とした。

　調査は，東側から着手し古代の包含層から掘り下げを

開始し，土坑２基を検出した。センターライン西側から

は，多量の遺物と伴に焼土跡を検出し，遺構の把握に努

め，焼土跡を伴う掘立柱建物跡２棟を検出した。この建

物跡は，同一の場所で主軸方向を変更して建て替えられ

たものである。

　縄文時代の調査では，下層確認中にアカホヤ火山灰層

の直上から縄文時代中期に該当する落とし穴が検出され

たため，調査区全体での検出に移行し，６基の落とし穴

を検出した。縄文時代早期の調査は，先行トレンチを駆

使し遺物の出土状況の把握に努め，全面調査を行い集石

１３基を検出した。また，薩摩火山灰層上面で遺構検出を

行い，３基の落とし穴を検出している。
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　また，本遺跡の各層状が厚いため確認調査時に旧石器

時代の調査を実施出来なかった区域については，確認調

査を行ったが，遺物・遺構の発見には到らなかった。

　本調査の実施期間は，平成１８年５月９日～９月２８日

（実働７６日）である。調査の経過については，日誌抄を

持ってかえる。

　日誌抄

５月９日～２６日

　・調査開始，（東側から調査を開始）表土剥ぎ

　・グリッド設定掘り下げ（古代～縄文後期）

　・Ｃ～Ｅ－１４～２０区Ⅳａ～Ⅴａ層掘り下げ，遺物取上

げ，１号～３号土坑実測，写真撮影

　・Ｃ～Ｆ－７～１０区Ⅲ～Ⅴａ層掘り下げ，遺物取上げ，

コンタ図作成，写真撮影

６月１日～２８日

　・Ｃ～Ｅ－１４～２０区Ⅴｂ層上面精査，コンタ図作成，

１号～３号土坑実測，写真撮影

　・Ｃ～Ｆ－７～１０区Ⅳａ～Ⅴａ層掘り下げ，遺物取上

げ，Ⅳｂ層上面コンタ図作成，写真撮影，Ⅴｂ層上

面精査，１号～３号落し穴検出，実測，写真撮影，

Ⅴｂ層上面コンタ図作成

　・Ｇ－８～９区表土剥ぎ，Ⅲ～Ⅳａ層掘り下げ，遺物

取り上げ，写真撮影

７月３日～２８日

　・Ｃ～Ｅ－１４～２０区Ⅶ層掘り下げ，遺物取り上げ，１

号・２号集石検出，写真撮影，実測，コンタ図作成

　・Ｃ～Ｄ－６区表土剥ぎ，Ⅳａ層掘り下げ，Ⅴｂ層上

面精査，コンタ図作成

　・Ｃ～Ｆ－７～１０区Ⅶ層掘り下げ，遺物取上げ

　・Ｇ－８～９区表土剥ぎ，Ⅲ～Ⅳａ層掘り下げ，遺物

取り上げ，写真撮影

　・落とし穴３号・４号検出，実測，写真撮影

８月１日～２８日

　・Ｃ～Ｆ－６区Ⅳａ層掘り下げ，遺物取り上げ，Ⅴｂ

層上面精査，遺構検出，写真撮影，コンタ図作成

　・Ｃ～Ｆ－７～１０区Ⅶ層掘り下げ，遺物取り上げ，Ⅸ

層上面精査，写真撮影

　・Ｃ～Ｄ－１１～１３区表土剥ぎ，Ⅴｂ層上面精査，遺構

検出，コンタ図作成，Ⅶ層掘り下げ，遺物取り上げ，

写真撮影

　・Ｃ－１４～１６区，Ｆ－８～１０区下層確認トレンチ（旧

石器）Ⅹ層～ⅩⅦ層掘り下げ

　・集石３号～７号集石検出，実測，写真撮影

　・落とし穴１号～５号半裁，逆茂木痕検出，実測，写

真撮影

９月４日～９月２８日

　・Ｃ～Ｆ－７～１０区Ⅸ層上面遺構検出，コンタ図作成，

写真撮影

　・Ｃ～Ｄ－１１～２０区Ⅸ層上面精査，コンタ図作成

　・Ｆ－８～１０区下層確認トレンチ（旧石器）Ⅹ層～Ⅹ

Ⅶ層掘り下げ

　・Ｇ～Ｉ－５～１２区表土剥ぎⅣａ層・Ⅶ層掘り下げ，

遺物取り上げ，遺構検出，Ⅳｂ層，Ⅸ層上面，コン

タ図作成，写真撮影

　・Ｋ～Ｌ－４区トレンチ掘り下げ，Ⅶ層～ⅩⅦ層掘り

下げ

　・掘立柱建物跡，検出，実測，写真撮影

　・落とし穴６号～９号検出，半裁，実測，写真撮影

　・集石８号～１３号検出，実測，写真撮影

　・調査終了（埋め戻し作業）

　・９月１７日（日）事務所，作業員詰所が台風１３号の被

害を受ける
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　１　位置と特色

　唐尾遺跡は，鹿児島県曽於市末吉町諏訪方，高古塚，

菅牟田，中之迫の３遺跡は，いずれも同県同市大隅町岩

川に所在する。

　遺跡の所在する曽於市は，鹿児島県の北東部，宮崎県

との県境に位置し，北及び東は宮崎県都城市，西は霧島

市と垂水市，南は鹿屋市・大崎町・志布志市に隣接して

いる。北部の財部，末吉市街地は，都城盆地の一角をな

し大淀川上流にあたる溝ノ口川，横市川に沿って水田や

集落が点在している。中心部の大隅町は，菱田川支流の

佳例川，前川，月野川，梅渡瀬川の４河川によって南北

に３つの台地に大きく分けられ，これらの河川や支流の

小河川に沿って水田が点在し，岩川市街地は菱田川に前

川が合流する岩川低地にある。

　曽於市域は，西部は瓶臺山（５４３ｍ），白鹿岳（６０４ｍ），

陣ヶ丘（４３０ｍ）と山地が南北に連なり，北東部の都城

盆地と南部の肝属平野に傾斜する台地からなっている。

そして，この台地間を大淀川の支流である溝ノ口川，横

市川が東流し，菱田川の支流である佳例川，前川，月野

川が南東に流れる。地質は，大部分がシラス，ボラなど

の火山灰土壌となっている。年平均気温は，１７．６�，年

間降水量は，約２，２３０�程度である。

　さて，唐尾，高古塚，菅牟田，中之迫の４遺跡が所在

する諏訪方，岩川地区は，曽於市のほぼ中央部にあたり，

西部の牧ノ原台地から東部の岩川低地に漸移する標高

２００ｍ～３００ｍの丘陵性台地が卓越する地域である。さら

に，この丘陵性台地は，大淀川水系と菱田川水系に属す

る諸河川により浸食を受け，小台地群に分断されている。

４遺跡はいずれもこうした小台地群に立地している。

　２　遺跡を取り巻く地形・水文環境

　５万分の１の地形図図幅の範囲において行った地形分

類によって，遺跡のおかれた地形を概観すると，最大特

色は広大なシラス台地（火山灰砂台地）の発達であり，

図幅面積の約８割に達している。図幅西部を南北に走る

高隈山地があって，東側に緩やかに傾くシラス台地の地

域と西側の急傾斜で鹿児島湾に臨み姶良カルデラの東壁

を形成する地域を分かっている。

　�　山地及び丘陵地

　①　山地

　高隈山地は，南部より北部に向かって七岳（８８１ｍ），

 岳（８８５ｍ），次第に高さを減じ狐ヶ岳（５５７ｍ）に達

し，その中心部は南接する鹿屋図幅内にある。起伏量に

よって分類すれば大部分が起伏量２００ｍ～４００ｍの中起伏

山地に該当する。

　②　丘陵地

　高隈山地に付着するように東側に広がるのがシラス台

地で，平行して流れる小河川によって寸断され，きわめ

て峡長な台地面となった物が多く，さらに頂部の平坦面

を失ってほぼ水平な稜線によって過去の台地地形を暗示

するに過ぎなくなったものが多い。また，山地の一部が

シラスに埋積されず台地上に島状に浮かんでいるものも

ある。大起伏丘陵は，成因的にみても周辺山地と深い関

係であるので，ほぼシラス台地群の西辺，東辺をかこむ

ようにあらわれている。

　�　台地

　高隈山地東斜面から鰐塚山地まで広がる地域はかつて

一続きのシラス台地を形成していたと思われる。西高東

低のこの原台地はその後高隈山地から東流する諸河川に

よってきわめて狭長な多くの台地に分断され，その台地

もまた台地縁辺部に食い込む谷の頭部侵食によってさら

に小さい台地に分断されてしまった。唐尾遺跡，高古塚

遺跡，菅牟田遺跡，中之迫遺跡もこのような小台地の縁

辺上に位置する。

　�　低地

　本図幅内の低地は，特に大きいものはなく，菱田川の

支流である佳例川，前川，月野川，大鳥川の本支流に

沿った小河谷平野と鹿児島湾沿岸の扇状地性と三角州性

の低地であり，ほとんどが台地の間にある谷底低地であ

る。

　３　遺跡を取り巻く地質環境

　本図幅中にみられる最も古い岩石は，大隅半島の他の

地域と同じく，中生界に属するもので，砂岩頁岩の互層

よりなる。比較的砂岩部に富んだ急峻な山地を形成し，

山体全体の大部分が中生層によって構成されている。西

南部の高隈山地では中生層に属する砂岩頁岩の互層を貫

いた第三紀中新世の花崗岩がみられる。この花崗岩は風

化が著しく，新鮮な露頭はほとんどみられない。これら

図幅西側の山地地域では中生界や花崗岩などの基底岩類

を覆って溶結凝灰岩，シラスが分布し，局部的に安山岩

もみられる。上記すべての岩類を覆って広くローム層が

分布するため，平坦部や傾斜の緩やかな斜面ではローム

層下位の岩類の露出するところは極めて少ない。

　山地地域の東側には広大なシラス台地が広がり，図幅

全域のおよそ２／３の面積を占めている。この台地にお

いては，シラスの下位に普遍的に溶結凝灰岩が存在する

が，実際に露出しているのは，佳例川，前川，月野川，

大鳥川など菱田川上流の本支流の下床部に限られる。同

じことがシラスについてもいえ，一般的にはシラスを

覆って広くローム層が分布するため直接これが露出する
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のは，台地を切る河谷の斜面か切り取り面，あるいはか

つての崩壊地などである。シラス台地の基底部にも西部

の高隈山地を構成する中生界あるいは古第三系に属する

固結堆積岩類が全面的に伏在するが，実際には河谷の一

部にわずかに露出するか，台地上に島状の小丘を形成し

て点在するに過ぎない。このシラス下面の中生界と溶結

凝灰岩との間には降下軽石層，砂礫層，泥岩層などをは

さむことが多い。西部の海岸は大隅半島と鹿児島湾を画

するもので，急峻な崖をもって湾内に没し，急傾斜を示

しつつ海深２００ｍ前後の深度に達する。この斜面は当地

域をはじめ大隅半島北部に広く分布するシラスと溶結凝

灰岩の大部分が放出された姶良カルデラの東縁を画する

カルデラ壁にほぼ相当するものと考えられている。図幅

北西部にはシラス上位に角礫層がみられるほか，最上部

にはおもに桜島火山より放出された降下軽石層が数１０�

の厚さで分布し「ボラ」とよばれ農耕上の障害をなして

いる。

　４　各遺跡の位置と特色

　�　唐尾遺跡

　唐尾遺跡は，東西に広がる高松台地の南端に位置する。

遺跡の北側には，県道をはさみ関山遺跡が所在し，南側

は急峻な崖地で下部に菱田川支流の佳例川が東流する。

同河川に付随する狭小の谷底平野を挟んで佐敷台地が広

がる。

　�　高古塚遺跡

　高古塚遺跡は，笠木台地の西に位置する。遺跡の北西

側には，小さな谷を挟んで同一台地縁辺に狩俣遺跡，建

山遺跡が所在し，谷底低地を挟んで佐敷台地が広がる。

遺跡の南側は，急峻な崖地で菱田川支流の前田川が東流

し，同河川に付随するように谷底平野が広がる。対岸の

久木山台地には溶結凝灰岩の台地が前田川に沿って広

がっている。

　�　菅牟田遺跡・中之迫遺跡

　菅牟田遺跡と中之迫遺跡は，久木山台地にあり，菅牟

田遺跡は台地の北端に，中之迫遺跡は中央に位置する。

菅牟田遺跡は南北を谷に挟まれた狭小の台地上にあり，

遺跡の南東に定段・稲村遺跡が所在する。中之迫遺跡は，

小台地の縁辺上にあり，南側は急峻な谷状地形を呈し，

菱田川支流の高田川上流部分にあたる。

　５　歴史的環境

　古代の唐尾遺跡，高古塚遺跡，菅牟田遺跡，中之迫遺

跡の立地する場所は，「続日本紀」に日向の国から「贈

於」など４郡が分置されたと大隅国分立（和銅６年）の

記事に記載されている。律令制下では，日向国諸県郡財

部郷に属したとする説が有力である。

　中世に島津新立庄としてみえる深川院は，財部郷から

分立したものと考えられ，大隅国建久図田帳に島津庄の

新立庄七五〇丁のうち「深川院百五十余丁」とあり，財

部院などとともに保延年間（１１３５～４１）以降の新庄で，

近衛家領で惣地頭は中原親能（島津忠久とも），国務に

従わなかったと記されている。

　また，中世に入ると延文元年（１３５６）８月６日の「足

利義詮袖判安堵下文」（島津家文書）に大隅国本庄内と

して「岩河村」の名があり，島津貞久に安堵されている。

この地は菱田川上流の右岸一帯を中心とし，現曽於市大

隅町岩川から同市末吉町南西部にわたる地に比定される。

　近世に入ると，文禄３年（１５９４）８月に北郷忠虎領内

として末吉など１５カ所・六万九千石の検地が行われてい

る（「北郷忠虎譜」旧記雑録）。庄内の乱（１５９９）後，島

津氏の直轄領となり外城の一つとして末吉郷が置かれ７

か村が属した。それぞれの遺跡の所在する村は，唐尾遺

跡が諏訪方村，高古塚遺跡は中之内村，菅牟田遺跡，中

之迫遺跡は五拾町村である。

　中之内村の梶ヶ野には，鹿児島藩が末吉野牧といわれ

る馬牧を置き，その領域は西側の坂元村に及び福山野牧

と隣り合っていた。中之内村と五拾町村は，島津氏家老

職伊勢家の私領となったが，戊辰戦争後岩川郷として独

立（１８６９）した。

　当地は，明治４年の廃藩置県後７月に鹿児島県，同年

１１月に都城県に属し，同６年鹿児島県に編入された。同

２０年東囎唹郡の管轄となり，同２２年町村制の施行に伴い，

末吉村，岩川村が成立。同２９年成立の囎唹郡に属し，末

吉村が大正１１年町制施行して末吉町に，岩川村が同１３年

町制を施行して岩川町となり，昭和３０年に岩川町・恒吉

町・月野村が合併し大隅町となり，同年４月に荒谷地区

を編入し，平成１７年に財部町・末吉町・大隅町が合併し

曽於市となった。

　遺跡の所在する曽於市末吉町と大隅町の考古学的発掘

調査は，末吉町では１９３０年に鳥井竜蔵博士による姥石

（住吉神社）の調査が行われた。本格的な調査は，１９６３

年に河口貞徳氏により入佐遺跡が，１９６９年には中岳洞穴

遺跡が発掘され，それぞれ縄文時代晩期の入佐式土器及

び中岳式土器の標識遺跡となった。平成８年から東九州

自動車道建設（国分ＩＣ～末吉財部ＩＣ～大隅ＩＣ）に

伴う大規模な発掘調査が行われ，桐木遺跡，関山西遺跡，

関山遺跡では旧石器時代から近世にかけての遺構，遺物

が確認された。

　大隅町では１９５６年に同志社大学の酒詰仲男博士が行っ

た上八合遺跡の発掘調査である。調査では，縄文時代の

遺物が出土したといわれている。その後，本格的な発掘

調査は長く行われていなかったが，平成４年以降からは

町教育委員会が調査主体となって各種農業基盤整備に伴
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う発掘調査が実施され，鳴神遺跡（縄文時代晩期），宮

田遺跡（縄文時代早期），炭床Ⅰ遺跡（縄文時代早期，

平安時代），川路山遺跡（縄文時代後期），向ノ段・大

丸・小迫遺跡（縄文時代早期，後期），立馬遺跡（縄文

時代早期）などの発掘調査が実施されたが，調査結果の

報告は概報がほとんであるために詳細な内容は不詳であ

る。平成１１年には，県道改良事業に伴い出水平遺跡の発

掘調査が行われ，縄文時代早期，晩期，弥生時代前期の

遺物が出土し遺構では縄文時代早期の集石が８基検出さ

れた。中でも特筆するものは縄文時代早期の耳栓状土製

品が出土している。平成１３年から東九州自動車道建設

（末吉ＩＣ～大隅ＩＣ）に伴う大規模な発掘調査行われ，

旧石器時代から近世にかけての遺構，遺物が確認された。
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報告書有土器・石器・陶磁器縄文（早），近世台地　〃　岩川久木山井手山Ａ６３－２４４－０��

土師器縄文，歴史台地　〃　岩川井手山・定塚井手山６３－６２－０��

Ｈ１７年，１８年発掘調査縄文丘陵　〃　岩川稲村稲村６３－６３－０��

Ｈ１６年，１７年発掘調査前平式・塞ノ神式・土師器旧石器，縄文（早），歴史台地　〃　岩川定塚・入佐定段６３－２－０��

町埋文報（２１），Ｈ１６年発掘調査土師器縄文，古代丘陵　〃　岩川菅牟田菅牟田６３－１５６－０��

町埋文報（２１）土器・陶磁器縄文，中世，近世山腹　〃　岩川菅牟田菅牟田Ａ６３－２４３－０��

縄文（晩）台地　〃　岩川イチノ木・前畑上イチノ木６３－４３－０��

縄文（晩），歴史台地　〃　岩川上山上山６３－４４－０��

押型文・網目状文・弥生
土器・土師器縄文（晩），弥生丘陵　〃　中之内鍋山郷田Ⅱ６３－１００－０��

Ｈ５年農政分布調査，町埋文報（１５）縄文台地　〃　笠木般久保６３－２２６－０��

土師器縄文，弥生，歴史丘陵　〃　中之内郷田郷田Ⅰ６３－１２０－０��

確認調査集石遺構・落とし穴３基
等（縄文早期）・土師器縄文（早・前・晩），歴史丘陵　〃　中之内片水段片水段６３－１４９－０��

押型文・石匙・土師器縄文（早・晩），歴史台地　〃　岩川小豆穴・段・赤称迫段６３－３－０��

土師器縄文，歴史低地　〃　中之内上松田上松田６３－１５０－０��

Ｈ１６年発掘調査土器縄文台地　〃　岩川中之迫中之迫６３－２５６－０��

土師器歴史丘陵　〃　岩川中迫中迫Ⅰ６３－１５８－０��

黒川式縄文（晩）丘陵　〃　岩川中迫中迫Ⅱ６３－４５－０��

縄文丘陵　〃　岩川池ノ段池ノ段６３－６４－０��

刃器縄文（晩）丘陵　〃　岩川所迫所迫６３－４６－０��

石斧縄文（晩）台地　〃　岩川１２５７新原６３－２１６－０��

土器縄文台地　〃　岩川前段岩川前段６３－２５９－０��

Ｈ１８年発掘調査土器縄文台地　〃　岩川鳥井川鳥井川６３－２５７－０��

Ｈ１８年発掘調査土器縄文，古代台地　〃　岩川チシャノ木チシャノ木６３－２５８－０��
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　１　遺跡の層状

Ⅰ層　暗褐色土　現表土

Ⅱ層　黄白色軽石層Ｐ－３　通称文明ボラ１４７１年頃の桜

島の噴出物　一部に残存

Ⅲ層　黒色土　古代遺物包含層

Ⅳａ層　黄褐色土　Ⅳｂ層の腐植土　縄文時代晩期及び後

期遺物包含層

Ⅳｂ層　黄褐色細粒軽石混硬質土　御池軽石　約４，２００年

前の霧島御池の噴出物

Ⅴａ層　暗橙色土　Ⅴｂ層の腐植土　縄文時代中期遺物包

含層

Ⅴｂ層　明橙色火山灰　通称アカホヤ火山灰約６，４００年前

の鬼界カルデラの噴出物

Ⅵａ層　黄褐色軽石混淡茶褐色土　縄文時代早期の遺物

包含層

Ⅵｂ層　黄褐色軽石層　Ｐ－１１

約７，４００年前の桜島の噴

出物

Ⅶ層　明茶褐色土　縄文時代

早期遺物包含層

Ⅷ 層　黒 褐 色 土　Ｐ －１３約

９，５００年前の桜島の噴出

物点在　縄文時代早期遺

物包含層

Ⅸ層　黄白色火山灰　Ｐ－１４サ

ツマ火山灰　約１１，０００年

前の桜島の噴出物

Ⅹ層　黒褐色土　

ⅩⅠ層　黄褐色軟質ローム

ⅩⅡ層　暗茶褐色軟質ローム

ⅩⅢ層　褐色土　

ⅩⅣ層　暗褐色硬質土　当該層

上部及び下部付近に赤褐

色パミスＰ－１５が点在する

ⅩⅤ層　暗褐色硬質土　

ⅩⅥ層　暗褐色硬質土　赤褐色

パミスＰ－１７が点在する

ⅩⅦ層　濁黄白色砂質土

シラス　礫混明黄白色砂質土

約２５，０００～２８，０００年前の

姶良カルデラの噴出物

※　Ｐ＝パミス＝軽石

桜島の噴出物はＰ－１（大正３

年）を基準に，新しいものか

ら順に番号を付している
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２　土層断面
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　１　縄文時代早期の調査

　縄文時代早期の調査は１０ｍ四方のグリッドを設定し，

全面発掘調査を行った。

　調査区内の縄文時代早期の包含層は，整然と堆積した

複数の火山噴出物に挟まれ良好な保存状態が確認された。

Ⅷ層中には，桜島起源の黄橙色とゴマ塩状のパミスＰ－

１３が点在し，Ⅶ層とⅥａ層間には，桜島起源のＰ－１１テフ

ラが良好な堆積を示していた。

　遺構は，Ⅸ層上面で落とし穴３基，Ⅷ層～Ⅶ層中で集

石１３基を検出した。遺物は，調査区のＦ～Ｉ－５～Ｃ－２０区

（東向き緩斜面～南向き緩斜面）のⅧ層，Ⅶ層，Ⅵａ層か

ら出土し，分布状況は集石と遺物が近接する状況を提示

している。これら遺物の出土状況及び遺構配置は，第１０

図～第１２図に示した。

　Ⅸ層（サツマ火山灰層）上面の地形は，遺跡の西側

（Ｉ－５区）から東方向（Ｃ－１２～２０区）に緩やかに下る地

形で，中央部分で台地を東西に分かつように谷状地形が

南北それぞれの方向に入る馬の背状の地形である。

　遺構・遺物は，この地形上の制約を受けるように広く

東西に分布し，さらに土器型式別の偏りと重複が認めら

れる。Ⅰ～Ⅳ類土器が東側のＣ－８～１１区と１７～１９区に，

Ⅴ類土器が西側Ｄ－７，８区～Ｉ－５区と東側Ｃ，Ｄ－１６～

２０区に，Ⅵ類土器が西側Ｄ－８区～Ｉ－５区と東側Ｃ，Ｄ－

１０～１３区に，Ⅶ類土器が西側Ｆ－６～８区，Ｈ－５区と東

側Ｃ－１８，１９区に，Ⅷ類土器が西側Ｇ－５区～Ｉ－６，７区

に分布し，Ⅸ類土器のみ北側Ｃ－７区～Ｅ－９区谷状地形

に分布するため原位置ではない可能性がある。

　また，Ｃ－７～２０区に分布する遺物は，出土する地形

から，調査区外の東側台地に広がる可能性を指摘できる。
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・遺構

　落とし穴

　調査区中央部の北向き斜面の上下より３基の落とし穴

をⅨ層上面から検出した。いずれも埋土は，Ｐ－１３を多

く含む黒褐色土（Ⅷ層）が主体である。

　落とし穴の分布は，１号落とし穴がＤ－８区北側谷状

地形の最底部付近に，２号，３号がＤ－１２区～Ｅ－１１区に

またがる尾根上に位置する。落とし穴の周辺からは，埋

土に該当する包含層の遺物は出土していないが，１号落

とし穴から１０ｍほど離れた東側Ｃ－８～１０区では，Ⅰ類

～Ⅲ類の土器が出土している。

　１号落とし穴（第１３図）

　Ｄ－８区で検出した。平面プランは，東西方向に主軸

をもつ楕円形で長軸１０９�，短軸７８�，深さは検出面か

ら１２０�である。壁面は底面から斜めに立ち上がる形状

で，中央部に小ピットを１つ検出した。深さが５６�で垂

直にすぼまる形状であることから逆茂木痕と思われる。

　埋土は，上部にＰ－１３の黄橙色のパミスを多く含み，

下部は黒褐色土が主体となっている。

　２号落とし穴（第１４図）

　Ｅ－１１区の尾根上平坦面で検出し，同じ平坦面上に隣

接する３号落とし穴との間隔は８．３ｍである。平面プラ

ンは東西方向に主軸をもつ楕円形で，長軸１４２�，短軸

８８�で，深さは検出面から１６９�であり，壁面が底面か

らほぼ垂直に立ち上がる形状である。底面は平坦で小

ピットは検出されなかった。

　埋土は，上部にＰ－１３の黄橙色パミスを多く含み，下

部は暗茶褐色土が主体となっている。中央部にサツマ火

山灰層のブロックが少量見られるが，壁面から崩れ落ち

たものと考えられる。

　３号落とし穴（第１５図）

　Ｅ－１２区の尾根上平坦面で検出した。平面プランは，

長軸１２４�，短軸１１３�の円形である。深さは検出面から

９５�で壁面が底面からほぼ垂直に立ち上がる形状である

が南側に段を有する。底面は平坦で小ピットは検出され

なかった。

　埋土は，上部にＰ－１３のゴマ塩状のパミスを多く含み，

下部は暗茶褐色土が主体となっている。形状，深さが１

号，２号と異なるため，土坑の可能性も指摘できる。
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黒褐色土　径２～３�のオレンジ色のパミス（Ｐ－１３）を多く含む①

暗褐色土　①と�層と��層が混ざったような色合い（Ｐ－１３）はほとんど含まな
い②

①と②が混ざり合った中に，��層が入り込む　少量の（Ｐ－１３）と径数ミリ～１
�前後のオレンジ色のパミス少量含む③

暗褐色土　色としては��層に近い（Ｐ－１３）と③のオレンジ色のパミスを少量含
む④

黒褐色土　ほぼ①と同じように見えるが，色は①よりも灰色がかっている⑤

黒褐色土　⑤に��層が混ざり合ったような色合い　⑦よりも⑤の割合が多い（Ｐ－
１３）と��層に見られる径数�の黄色パミスを少量含む⑥

黒褐色土　⑤と��層が混ざったような色合い（Ｐ－１３）を少量含む⑦

褐色土　⑤と⑨が混ざり合ったような色合い（Ｐ－１３）を少量含む⑧

にぶい褐色土　（Ｐ－１３）はほとんど含まない　��層の（Ｐ－１５）をごく少量含む⑨

⑨に同じ⑩

明褐色土　⑨⑩に��層が混ざったような色合い　��層の（Ｐ－１７）をごく少量含
む⑪
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黒褐色土　�層（Ｐ－１３）の径２０～３０�の黄色パミスが点在①

黒褐色土　①より径２０～３０�の黄色パミスが密になり下部に集中②

黒色土　�層土に（Ｐ－１３）のごま塩状の白色パミスあり③

黄白色火山灰土　�層サツマ火山灰のブロックが入る④

④より火山灰のブロックは少なく茶褐色が強い④’

黄褐色土　��層の混入土⑤

濁黄褐色土　⑤より��層の混入少ない⑥

黒茶褐色土　②より径２０～３０�の（Ｐ－１３）黄色パミスが点在し黒色が
強い　径３０～４０�の黄色パミスみられる⑦

暗灰黄色の粘質土⑧
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黒褐色土　黒色の強い�層（Ｐ－１３）のごま塩（白色）パ
ミスが少量散る①

茶褐色土　�層サツマ火山灰の落ち込みがまじる②

黒茶褐色土　①に②が混じる③

①より暗黒茶褐色が強く（Ｐ－１３）のパミスが多い④

④より（Ｐ－１３）が密に入る⑤

暗茶褐色土（粘質強い）⑥

明黄茶褐色土　�層，��層とのまざり⑦
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　集石

　Ⅷ層上面からⅦ層中に検出された集石１３基は，西側か

ら東側に緩やかに傾斜する微高地に沿って位置する。西

側（Ｉ－５～１１～Ｄ－７，Ｅ－１０区）に８基が点在し，東側

（Ｃ－１０，Ｄ－１２～Ｃ－１９区）に５基が点在する。これらの

集石は，遺物の出土状況とも重なり，東西に分かれなが

らも土器型式ごとに重複した地点利用が伺える。

　集石と遺物の関係は，１号集石内にⅦ類土器，２号集

石内にⅧ類土器が出土している。また，Ⅵ類土器が１２号

集石内から出土し，Ⅵ類土器群のエリア内に１０号，１１号

集石が位置している。３号と７号集石の近くにはⅤ類土

器，８号集石の近くからはⅢ類，Ⅵ類土器が出土してい

る。１３号集石はⅢ類，Ⅴ類，Ⅶ類土器が近くから出土し

ているが，西側に下る傾斜地に集石が位置しているため

所属型式は定かでない。

　４号～６号集石，９号集石の遺物との相関関係は，遺

物の分布状況からは把握できない。

　これら，１３基の検出された集石は，いずれも掘り込み

を持つものはなく，まばらに散在する礫が一定範囲に集

中する状況で把握した。

L=255.30m

L=255.30m

土器№1

1号集石 

1
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　１号集石（第１６図）

　Ｉ－５区に位置し，Ⅶ層で検出した。礫は１．６２ｍ×１．７５

ｍの平坦面にまばらに散在し，南側にⅦ類土器の土器片

が１点含まれる。構成する礫は，安山岩２６個，砂岩１０個，

頁岩１個を用い，被熱で赤化し熱破砕した小礫もみられ

る。礫の平均重量は３１０ｇである。

　集石内から出土した土器№１は，Ⅶ類土器の口縁部で，

口唇部は平坦面を呈し，口縁部が直行し，胴部が屈曲し

て小さな平底の底部まで直線的にすぼまる器形で，外面

に山形押型文を横位に施す。口唇部内面の施文は施され

ず，包含層出土遺物№６９に類似する。

　２号集石（第１７図）

　Ｉ－６区Ⅶ層で検出し１号集石に隣接する。東西１．１ｍ，

南北１．１２ｍの狭い範囲の平坦面に礫が散在するが，北側

にまとまりを有する。安山岩２８個，頁岩７個，砂岩３個

平均重量２３５ｇの礫で構成する。

　集石内から出土したⅧ類土器№２，３は同一個体の胴

部片で周囲から出土した土器片と接合した。なお，包含

層出土の№７４～７７は同一個体である。口唇端部が外傾す

る平口縁を呈し，口縁部から底部にかけて円筒状の器形

を呈する。器面調整は，内面をミガキに近い丁寧なナデ

調整を施し，外面には縦位の貝殻条痕を先行させ，横方

向の貝殻条痕を口縁部から胴部中央の真っ直ぐ立ち上が

る部分に施す。底部内面には指頭痕が顕著に残り底部側

面の接合痕が明瞭に認められ，底部から胴部を立ち上げ

る状況が見られる。胎土中に角閃石と小礫を多く含む。

　　

　３号集石（第１８図）

　Ｈ－６区に位置し，Ⅶ層で検出した。安山岩４５個，粘

板岩９個，砂岩４個平均重量２８９ｇの礫で構成し，

チャートの剥片を１点含む。東西１．８８ｍ，南北１．２５ｍの

範囲に散在し，中央部に礫が集中する。

　４号集石（第１９図）

　Ｇ－８区に位置し，Ⅶ層で検出した。東西１．３１ｍ，南

北１．７３ｍの平坦面にあり，安山岩６２個，頁岩５個，砂岩

１個とチャート礫１４個で構成し，礫の平均重量は２５９ｇ

である。中央部に礫が集中するが，樹痕等の影響かⅦ層

中に上位層が入り込む撹乱状態のために礫の上下動が認

められる。

3号集石 

L=254.80m

L=254.80m
����������
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　５号集石（第１９図）

　Ｇ－９区に位置し，Ⅶ層で検出した。平均重量３９１ｇの

安山岩２２個で構成し，手づくね土器１点を含む。東西

０．６５ｍ，南北０．６６ｍの平坦面にあり，礫のまとまりが見

られる。集石内から出土した№４の手づくね土器には，

内外面に指頭痕が明瞭に残る。

　６号集石（第２０図）

　Ｈ～Ｉ－１１区の調査区境界付近に位置し，Ⅶ層で検出し

た。東西２．６４ｍ，南北３．１９ｍの範囲に安山岩１８個，頁岩

１０個，砂岩６個平均重量２５０ｇの礫で構成し，２つのまと

まりに分かれる。

　７号集石（第２１図）

　Ｄ－７区Ⅶ層の緩斜面で検出した。東西０．６２ｍ，南北

０．６１ｍの小範囲に礫が集中する。平均重量２４２ｇ安山岩

１３個，砂岩１４個，頁岩５個で構成し，Ⅴ類土器が近くか

ら出土している。

　８号集石（第２１図）

　Ｃ－１０区Ⅷ層上面の集石は１．４９ｍ×１．１５ｍの緩斜面で

検出した。安山岩３９個，頁岩１２個，砂岩１０個の平均重量

１９７ｇの礫で構成し，礫が斜面上を散在した様子である。

集石の近くからはⅡ類土器№７，Ⅲ類土器№１３，Ⅵ類土

器№４８，６３が出土している。

　９号集石（第２１図）

　Ｅ－１０区に位置し，Ⅶ層で検出した。安山岩１２個，頁

岩１１個，砂岩９個の平均重量１５５ｇの小ぶりの礫で構成

し，東西１．９８ｍ，南北１．７７ｍの範囲に礫が散在する。

　１０号集石（第２２図）

　Ｄ－１２区Ⅶ層で検出した。集石の一部が５Ｔで検出さ

れたが波線の部分を消失している。東西０．７０ｍ，南北

１．２９ｍの範囲に安山岩３８個，砂岩１１個，頁岩１個平均重

量４５５ｇの大型の礫で構成し礫が集中する。集石の近く

からはⅥ類土器№４２，４４，４６が出土している。

　１１号集石（第２２図）

　Ｃ－１３区Ⅶ層で検出した。東西０．９７ｍ，南北０．９７ｍの

方形の範囲に安山岩１０個，砂岩５個，頁岩１個平均重量

１４９ｇの小ぶりの礫少数で構成する。集石の近くからは

Ⅵ類土器№６０，６２が出土している。

　１２号集石（第２３図）

　Ｃ，Ｄ－１４，１５区Ⅶ層で検出した。礫は，広範囲（５．８２

ｍ×５．６４ｍ）にまばらに散在し，北側に礫集中部を有す

る。安山岩７５個，砂岩４６個，頁岩３５個平均重量１６９ｇの

小礫で構成しⅥ類土器が１点含まれる。

　集石内から出土したⅥ類土器№５は，口縁部がわずか

に内湾し，胴部が直線的にすぼまり底部は平底をなす器

形で，施文的特徴として縦位あるいは横位に貝殻刺突文

を羽状に施す土器の胴部片である。内面は，丁寧なナデ

調整が施されている。

　１３号集石（第２２図）

　遺跡の南端Ｃ－１９区Ⅶ層上面，西向き傾斜面で検出し

た。０．８６ｍ×０．５３ｍの範囲に安山岩１個，砂岩７個平均

重量４８８ｇの大型の礫が少数点在する。周囲からはⅢ類

土器№１８，Ⅴ類土器№３７，Ⅵ類土器№６７が出土している。
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　遺物（土器）

　縄文時代早期に該当する土器は総数１６７点出土した。

これらの土器全てを型式分類及び細別を行い，Ⅰ類～Ⅸ

類の類型として分類し，図化不可能な小破片を除き１４７

点８７個を本報告書に掲載した。

　Ⅰ類土器（第２４図№６）

　№６は，直行する口縁部で，口唇部は横方向のナデ調

整により平坦面をなし外端部に２条のキザミ目を施す。

　施文的特徴は，外面にヘラ状の物で丁寧にナデ調整を

施し，口縁部に７条から８条の棒状工具或いは貝殻腹縁

による押し引き文を施す。内面には，指押さえの残るナ

デ調整が施されている。外面の調整関係は，ナデ調整→

押し引き→口唇部キザミの順である。胎土中には，砂粒

を多く含み焼成も良好で堅緻である。Ⅰ類土器はⅧ層よ

り１点のみ出土したため全体の器形は不明であるが円筒

形をなすと推定される。

　Ⅱ類土器（第２４図№７，８）

　Ⅷ層より出土した№７，８は角筒土器の口縁部及び胴

部で，№８には角部が残る。№７は口唇部は平坦でキザ

ミ目が施され，口縁部外面に縦位の貝殻刺突文を２条施

し，その下に斜位の貝殻条痕文を施す。№８は外面に貝

殻状痕文を施すが斜位が先行し，縦位の流水状の条痕文

が続き角部に刺突文が施される。内面にはケズリ痕が残

り薄い器壁である。

　Ⅲ類土器（第２４図№９～１９，２３）

　Ⅲ類土器は，縄文時代早期前葉の口縁部から底部まで

直線的にいたる円筒形，角筒形，レモン形の器形の土器

で胴部に横位，斜位の貝殻条痕文を施すものを包括した。

層位的にはⅧ層を中心に出土している。

　№９～１１は器形が角筒を呈する波状口縁部で，わずか

に内傾する口唇部に細かなキザミ目を施す。№９は口縁

部に３条の横位の貝殻刺突文を巡らす。№１０，１１は口縁

部に縦位の貝殻刺突文，その下に横位の貝殻刺突文を１

条巡らす。№９～１２の下部調整は，斜位の貝殻条痕文を

地文とし，その上に貝殻刺突文を施す。内面調整は，口

縁部は横方向に下部は縦方向にケズリ痕が残り器壁を薄

く仕上げる。

　№１３～１８は外面に貝殻条痕文を施す胴部片で，№１３～

１７は内面調整にケズリ痕が残る。№１３は器壁を薄く作り

上げている。№１８は縦方向の貝殻条痕文が施され内面に

ナデ調整を施し器壁が厚い。№１９，２３は底部で平底を呈

し，№１９の外面には縦位の貝殻条痕文が施されている。

№２３は横位の貝殻条痕文を施文後，端部にキザミ目を施

し，底面に丁寧なナデ調整がされ若干上げ底状である。

内面には，器面調整の跡が明瞭に残り，胎土は精選され

た物を用い堅緻である。

　Ⅳ類土器（第２４図№２０～２２）

　Ⅶ層から出土した№２０，２１は，口縁部が外反し円筒形

をなす土器の口縁部で，口唇部は平坦面を有して，規則

的なキザミ目が施される。口縁部には，横位の貝殻刺突

文を巡らし，密接な貝殻刺突文を斜めに巡らす。下部に

は，密な貝殻押引文間に貝殻の成長線が明瞭に残る条痕

文を横位に施す。内面は丁寧なナデ調整が施されている。

№２２は底部で，外面に横位の貝殻押引文を施す。いずれ

も胎土中に雲母と砂粒を多く含む。

　Ⅴ類土器（第２５，２６図№２４～４１）

　Ⅴ類土器は，口縁部に貝殻刺突文，胴部に貝殻条痕文

を綾杉状に施す円筒土器でⅦ層を中心に出土した。

　№２４～２６は，口縁部が外反し胴部がわずかにふくらむ

器形で，№２４，２５は口唇部にキザミ目を施し，口縁部に
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貝殻刺突文を羽状に施す。内面はナデ調整が施され，胎

土中に砂粒と小礫を多く含み，№２４の胴部外面は破裂痕

のため剥落している。№２６の胴部には縦位の貝殻刺突文

が施される。

　№２７は，丸みを帯びた口唇部で文様が施されず，短く

外反する口縁部に横位単節の貝殻刺突文を３条巡らし，

その下に斜位の貝殻刺突文を巡らす。内面はナデ調整で

胎土中に小礫を含む。

　№２８は，平坦面を有する口唇部にキザミ目を施し，短

く外反する口縁部に横位の連続する貝殻刺突文を２条，

単節を１条巡らす。内面は丁寧にナデられ胴部が張る器

形である。胎土中に小礫を含むが精選され堅緻である。

　№２９は，Ⅴ類土器口縁部に付く瘤部で，縦位の貝殻刺

突文を施し，穿孔跡が残る。№３０～４１は胴部片で，№

３０，３２，３５，３６，３９，３９，４０は内面に丁寧なナデ調整が

施され，№３５は内面が黒色化している。

　Ⅵ類土器（第２７，２８図№５，４２～６４）

　Ⅵ類土器は，口縁部がわずかに内湾し，胴部が直線的

にすぼまる器形で，底部は平底を呈する。施文的特徴と

して貝殻刺突文を鋸歯状或いは，羽状に施す。内面調整

はナデ調整で，胎土中に雲母と小礫を含む物と含まない

物に大別される。№４２は，内傾し平坦面を呈する口唇部

を有し，口縁部は横位の貝殻刺突文が４条巡り，胴部に

は，鋸歯状の貝殻刺突文を施す。№４５～５９は横方向に羽

状の刺突文を施す。№６０，６１は，胴部文様帯に鋸歯状の

貝殻条線文を施す。№６０の口唇部は平坦面を呈し，口縁

部文様帯に微隆起の突帯を有し，横位の貝殻刺突文を４

条巡らす。この突帯は，下部に刺突文を施すことから口

縁部と胴部の文様体を区画するものではない。№６２，６４

は底部で。№６２の内面に炭化物が付着している。Ⅵ類土

器は，Ⅷ層とⅦ層を中心に出土した。

　Ⅶ類土器（第１６，２９図№１，６５，６６，６８，６９）

　Ⅶ類土器は，外面の施文に押型文を施す土器で，№６５

～６８は口縁部が外反し，胴部が屈曲して小さな底部にい

たる土器の口縁部と胴部で，№６５，６６は，撚糸を格子状

に巻き付けた回転原体を縦位に施す。№６８は，大きく緩

やかに外反する口縁部で，薄く尖った口唇部をなし，変

形撚糸文を外面に縦位，口縁部内面には横方向に施す。

内面にはケズリの跡をナデ消した跡が残る。

　№６９は，口縁部が直行し，胴部が屈曲し小さな平底の

底部まで直線的にすぼまる器形で，器面調整は外面全面

に横位の楕円押型文を施し，口縁部内面は無紋に仕上げ，
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内面は丁寧にナデ調整が施される。また，口縁部に補修

孔一対が確認でき，破裂痕も認められ底部には，綾編み

の網代痕が残る。

　１号集石内から出土した№１は№６９と器形，内面調整

が類似する。Ⅶ類土器は層位的にはⅦ層から出土した。

　Ⅷ類土器（第１７，３０図№２，３，７０～７９）

　器形的特徴は，平底で厚手の底部から直線的に立ち上

がり，胴部中央部付近で緩やかに膨らみ口縁部にかけて

直行する器形で，口唇部が外形し，若干開くもの№７０と

直行するもの№７４がある。

　施文的特徴としては，縦位の貝殻条痕文を口縁部から

胴部に施し，口縁部から胴部中央部の直線的に立ち上が

る部位にのみ横位の貝殻条痕文を施す。その下位から底

部にいたるまではケズリの跡が残る。

　内面は丁寧にナデ調整が施され，№２，３，７４～７７は

ミガキに近い調整がなされている。

　胎土中に砂礫を多く含み器壁は厚手である。Ⅷ類土器

はⅧ層とⅦ層より出土し，分布状況は２号集石内とその

周囲に集中している。

　Ⅸ類土器（第２９，３１図№６７，８０～８７）

　Ⅶ層から出土した土器で他の類に属さないものを包括

した。胴部片，底部片のため全体の器形は不明である。

№６７は，格子状条痕文を施し，胎土中に多くの砂粒を含

む。№８０～８５は，Ⅵｂ層（Ｐ－１１）直下，Ⅶ層上面から出

土した土器の胴部で，外面に貝殻条痕文を施し，内面は

ナデ調整が施され胎土中に砂粒を多く含む。№８６は，薄

手で胎土が精選された底部である。

　№８７は厚手の底部で，胎土に石英，角閃石を含む。ま

た，出土状況などからⅧ類土器の可能性がある。
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・遺物（石器）

　縄文時代早期の石器は，総数４４点出土した。これら全

ての器種分類をし，図化不可能なチップや小剥片を除き

２７点を本報告書に掲載した。大別すると石鏃３点，削器

１点，使用痕剥片２点，石核１点，石斧１点，剥片１点，

磨石９点，凹石２点，石皿７点と剥片石器が少数で礫石

器，磨石，石皿類がその主体を占めている。石器の分布

状況は土器の分布と基本的に重なり，Ⅷ層，Ⅶ層段階の

土器に平行すると判断できる。

　石鏃（第３２図Ｓ１，２，３）

　合計２点出土している。石鏃Ｓ１は，良質の黒曜石で，

自然面の残る縦長剥片を用い，右側縁に両面からの整形

剥離を施すが未完成品である。Ｓ２はチャートを用い，

両面に丁寧な整形剥離を施し深い抉りをもつ。Ｓ３は，

頁岩の厚手な剥片を用いた石鏃の未完成品で，断面形が

レンズ状に厚く，先端部を薄く鋭い整形で作出するが腹

面には打面，主剥離面が残る。

　削器（第３２図Ｓ４）

　Ｓ４は安山岩の横長剥片を用い，右側縁と左側縁に整

形剥離を施し，先端部を欠損する。

　使用痕剥片（第３２図Ｓ５，６）

　使用痕剥片Ｓ５，６は，チャートの剥片で，Ｓ５は右

側縁に，Ｓ６は縁部に使用痕が見られる。

　石核（第３２図Ｓ７）

　Ｓ７は，良質の黒曜石を用い，原礫面を打面とした石

核で，両面から丈の短い横長剥片剥出を目的としている。

　石斧・剥片（第３２図Ｓ８，９）

　Ｓ８は頁岩を用いた磨製石斧から剥落した刃部で，入

念な研磨により斜刃に仕上げている。Ｓ９は，側面に整

形の跡が残る頁岩の剥片で，焼けたためか脆弱である。

　　磨石・敲石（第３３～３５図Ｓ１０～１８）

　両面または片面に摩耗が進行し平滑面が認められるも

のＳ１０，１２，１３，１８と，平滑面と敲打痕の両機能を兼ね

たものＳ１１，１４，１５，１６，１７を扱った。Ｓ１４は，側縁全

面に敲打による面取りを施す。Ｓ１５は，側縁部の面取り

が丁寧に施され，両面が平滑面をなす。Ｓ１６は，表面に

敲打痕が，裏面に摩耗による平滑面が認められ両面を使

い分けている。

　凹石（第３５，３６図Ｓ１９，２１）

　Ｓ１９，２１は，敲打による凹みが明瞭に残り，Ｓ２１は，

凹みの周囲に磨った痕跡が認められる。

　石皿（第３６～３８図Ｓ２０，２２～２７）

　石皿は，７点出土しているが，Ｓ２７以外大部分を欠損

している。Ｓ２０，２２，２４は，光沢のある平滑面を持ち，

Ｓ２３，２５，２６，は，皿状の作業面をなしていた物と見ら

れる。Ｓ２７は，全域に作業面が認められる。
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石，長山形押型指押さえ，工具によるナデ深鉢７－集石１シ－１－８���

角，長，雲縦位貝殻条痕ナデ深鉢８－集石２シ－２－３１���

角，長，軽縦位→横位貝殻条痕，下端ケズリナデ深鉢８－集石２シ－２－４�

ⅧＩ－６２００８
｜｜２００９
｜｜２０１０
｜｜２０１１
｜｜２０１３
↓↓２０２２
ⅦＩ－６２０２６
Ⅷ↓２０２７
ⅦＩ－６２０３２
↓↓２０３４
ⅧＩ－６２０３５
↓Ｈ－６２０６１

長，砂指押さえ指押さえ手ずくね－－集石２シ－２－４���

－｜シ－２－１９
－↓シ－２－３１

石，長，角，雲貝殻刺突ナデ深鉢６－集石１シ－１－１３���

口唇部押引によるキザミ長，雲，砂貝殻押引，工具によるナデ指押さえ，工具によるナデ深鉢１ⅧＣ－９１１９９���

口唇部キザミ長口縁部貝殻条痕→縦位貝殻刺突工具によるケズリ角筒２ⅦＣ－１０１２０４�

石，長貝殻条痕，貝殻刺突工具による縦方向の削り角筒２ⅧＣ－１０１２０２�

口唇部キザミ長口縁部横位貝殻刺突，貝
殻条痕→縦位貝殻刺突

工具によるケズリ角筒３ⅦＣ－８１１８７�

口唇部キザミ石，長口縁部縦位→横位貝殻刺突，
貝殻条痕→縦位貝殻刺突

工具によるケズリ角筒３ⅧＣ－８１１８６��

口唇部キザミ，角部刺突長，角口縁部貝殻刺突縦位→横位，
貝殻条痕→縦位貝殻刺突

工具によるケズリ角筒３ⅦＣ－８１１８８��

角部刺突石，長，角貝殻条痕→縦位貝殻刺突工具による縦方向ケズリ角筒３ⅦＣ－８１１８４��

↓↓１１８５
長貝殻条痕，貝殻刺突ケズリ角筒３ⅧＣ－１０１３６５��

長，角貝殻条痕ケズリ深鉢円筒３ⅣａＣ－９４９１��

長，雲貝殻条痕ケズリ深鉢円筒３ⅧＣ－１８１０２０��

長貝殻条痕ケズリ深鉢円筒３ⅧＣ－９１２００��

長貝殻条痕ケズリ深鉢円筒３ⅧＣ－１８１０２１��

長，雲貝殻条痕ナデ深鉢円筒３ⅦＣ－１９１０５９��

石，長縦位貝殻条痕ケズリ角筒３ⅧＣ－１０１２０１��

口唇部キザミ長，雲，砂口縁部貝殻刺突ナデ深鉢円筒４ⅦＣ－１８１０３０��

口唇部キザミ長，雲，砂口縁部貝殻刺突，横位貝
殻押引，条痕文（成長線）

ナデ深鉢円筒４ⅧＣ－１８１０４８��

長，雲，砂貝殻押引ケズリ角筒４ⅦＣ－１９１０６１��

長貝殻条痕，下端部キザミナデ深鉢円筒３ⅧＣ－１１一括��

口唇部キザミ長，雲貝殻刺突，貝殻条痕ナデ深鉢５ⅦＥ－８１２０５����

砂，礫↓Ｄ－７１２０８
ⅧＧ－６２１１６
ⅦＧ－６２１５１

口唇部キザミ長，雲貝殻刺突，貝殻条痕ナデ深鉢５ⅧＨ－６２０８１��

砂，礫ⅦＧ－６２１１２
ⅧＧ－７２１４８

石，長，砂貝殻刺突，貝殻条痕→
縦位貝殻刺突

ナデ深鉢５ⅦＣ－１８１０１５��

石，長，角，砂，礫横位→斜位貝殻刺突，
貝殻条痕

ナデ深鉢５ⅦＤ－１６９９６��

ⅧＤ－１７１０００
口唇部キザミ石，長，砂，礫口縁部横位貝殻刺突，

貝殻条痕
ナデ深鉢５ⅧＣ－１７１００５��

長，砂貝殻刺突，穿孔－深鉢５ⅦＣ－１９１０６７��

長，軽，砂貝殻条痕ナデ深鉢５ⅧＨ－６２０７４��

長，砂貝殻条痕ナデ深鉢５ⅦＣ－２０１０９２��

石，長，角，砂貝殻条痕ナデ深鉢５ⅦＣ－２０１０９０��

石，長，砂，礫貝殻条痕ナデ深鉢５ⅦＣ－１７１００２��

石，長，輝，砂貝殻条痕ナデ深鉢５ⅦＣ－１９１０５１��

長，角，砂，礫貝殻条痕ナデ，黒色深鉢５ⅦＤ－１８１００９��

石，長，角，砂，礫貝殻条痕ナデ深鉢５ⅦＧ－６２１３６��

長，雲，砂貝殻条痕ナデ深鉢５ⅦＣ－１９１０７４��

石，長，雲，砂，礫貝殻条痕ナデ深鉢５ⅦＤ－７１１６６����

長，砂，礫貝殻条痕ナデ深鉢５ⅧＩ－５２０４７��

ⅦＨ－５２０５３
長，砂，礫貝殻条痕ナデ深鉢５ⅦＨ－５２０４８��

長，角，砂，礫貝殻条痕ナデ深鉢５ⅦＣ－２０１０９３��
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長，砂貝殻刺突ナデ深鉢６ⅦＤ－１３１０����

↓↓１１
ⅦＥ－１３１７９３

長，軽，砂貝殻刺突ナデ深鉢６ⅧＩ－６２０２５��

長，砂貝殻刺突ナデ深鉢６ⅦＤ－１３１５��

長，砂貝殻刺突ナデ深鉢６ⅧＧ－６２１２６��

長，角，砂貝殻刺突ナデ深鉢６ⅦＤ－１３１２７３��

長，砂貝殻刺突ナデ深鉢６ⅧＧ－６２１１４��

長，砂，礫貝殻刺突ナデ深鉢６ⅧＣ－１０１３６６��

長，砂，礫貝殻刺突ナデ深鉢６ⅣａＨ－８１９５６��

長，砂，礫貝殻刺突ナデ深鉢６ⅧＩ－５２００３��

長，角貝殻刺突ナデ深鉢６ⅧＦ－７１１５８��

石，長貝殻刺突ナデ深鉢６ⅦＦ－７１１５９��

長，軽，砂，礫貝殻刺突ナデ深鉢６ⅦＨ－７２１��

石，長，角貝殻刺突ナデ深鉢６ⅦＤ－８１１６７��

長，砂貝殻刺突ナデ深鉢６ⅦＥ－７９４８��

長，角，砂，礫貝殻刺突ナデ深鉢６ⅦＧ－６２１３０��

石，長，角貝殻刺突ナデ深鉢６ⅦＦ－６１８１３��

石，長，輝，軽貝殻刺突ナデ深鉢６ⅦＦ－７１１４６��

ⅦＦ－６１８１６
長，角，輝，軽ナデ，貝殻刺突ナデ深鉢６ⅦＨ－７２６��

↓↓２７
ⅧＧ－７２１４０
↓↓２１８０

長，雲，砂，礫口縁部貝殻刺突，突帯，貝殻条線ナデ深鉢６ⅦＣ－１２１３０３����

長，雲，砂，礫ナデ，貝殻条線縦方向のナデ深鉢６ⅦＣ－１１１３２５��

長，雲，砂，礫条痕ナデ深鉢６ⅦＣ－１３１３２１��

ⅧＣ－１３１３６７
長，雲，砂，礫ナデナデ深鉢６ⅧＣ－１０１２０３��

長，雲，砂，礫ナデナデ深鉢６ⅦＣ－１２１３１３��

長，雲，砂格子状押型文ナデ深鉢７ⅦＣ－１８１０３５����

石，長，雲，砂格子状押型文ナデ深鉢７ⅦＣ－１８１０２９��

長，角，砂格子状条痕文ナデ深鉢９ⅦＣ－１９１０７３��

石，長，角ナデ，変形撚糸文変形撚糸文深鉢７ⅦＨ－５２０９７��

石，長，角楕円押型文ナデ深鉢７ⅦＦ－７１１２２��

｜｜｜
｜｜１１２８
｜｜１１３０
｜｜｜
｜｜１１３３
｜｜１１３５
｜｜｜
｜｜１１４２
｜｜１１４５
｜｜１１４７
｜｜｜
↓↓１１５２
ⅦＦ－６１８３２

長，雲，軽，砂，礫縦位→横位貝殻条痕ナデ深鉢８ⅦＧ－５２０９６����

長，雲，軽，砂，礫貝殻条痕ナデ深鉢８ⅧＨ－６２０７５��

長，雲，軽，砂，礫縦位→横位貝殻条痕，下端ケズリナデ深鉢８ⅧＩ－５１９９９��

ⅦＩ－６２０２０
長，雲，軽，砂，礫縦位→横位貝殻条痕，下端ケズリナデ深鉢８ⅧＩ－６２０１５��

｜｜２０１６
｜｜２０２３
｜｜２１７６
↓↓２１７７
ⅦＩ－６２０１７
↓↓２０２４

長縦位→横位貝殻条痕ミガキ深鉢８ⅦＩ－６２０３１��

長縦位→横位貝殻条痕ミガキ深鉢８ⅧＩ－６２０２８��

長，軽縦位→横位貝殻条痕ミガキ深鉢８ⅧＩ－６２０２１��

長縦位→横位貝殻条痕ミガキ深鉢８ⅧＩ－６２０２９��

石，長，角貝殻条痕ナデ深鉢８ⅦＥ－７１１６４��

石，長，角ケズリミガキ深鉢８ⅦＩ－６２０３３��

↓↓２１７８
長，角，砂貝殻条痕ナデ深鉢９ⅦＣ－７１１９５����

長，砂貝殻条痕ナデ深鉢９ⅦＣ－７１１９２��

長，雲，砂貝殻条痕ナデ深鉢９ⅦＣ－７１１９４��

長，雲，砂貝殻条痕ナデ深鉢９ⅦＣ－７１１９６��

石，長，角，砂ナデナデ深鉢９ⅦＣ－７１１９３��

長，角，砂ナデナデ深鉢９ⅦＤ－７１１６５��

石，長，角ナデナデ深鉢９ⅦＥ－９１１０１��

石，長，角ナデナデ深鉢９ⅦＩ－６２０１２��
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０．３６０．１５１．１５１．６ＯＢ石鏃ⅧＣ－１２１３１９���

１．０４３．５１．８２．５ＣＨ石鏃ⅦＣ－２０１０８９�

５．３１０．６２．８５３ＳＨ石鏃ⅦＦ－９１１６９�

１８．９１４．０５４．５AN削器（石匙）ⅦＥ－７１１５６�

１．２９０．３２．２２．０５ＣＨ使用痕剥片ⅦＦ－７１１４３�

１０．５１．５１．９ＣＨ使用痕剥片ⅦＤ－８１１７８�

３．６１０．６５２．６２．１ＯＢ石核ⅦＤ－１３３�

６５．９５１．２６．７６．３ＳＨ石斧ⅦＥ－７１１５４�

２７．３４２．３５６．６１１．７ＳＨ剥片ⅦＥ－９１１７２�

２９５４．２６．９７．１ＫＡＮ磨石ⅧＣ－８１１８３����

４５０４．５７．９１０．２ＫＡＮ磨石ⅧＣ－１６９９２��

２９０５５．９７．２ＫＡＮ磨石ⅦＣ－１８１０１２��

３１０４．５６．５７．５ＫＡＮ磨石ⅦＦ－７１１４４��

７０３．４３．７４．１ＫＡＮ磨石ⅦＣ－１４１２２２��

５４５４．３７．５１１．７ＳＡ磨石ⅦＣ－１３１３４９����

８９０５．３９．８１１．６ＳＡ磨石ⅦＦ－７１１６０��

１，１１５７．８９．５１１．１ＳＡ磨石ⅦＦ－９１１７１����

６８０５．２９．７１１．１ＳＡ磨石ⅥａＣ－９１０９８��

１，００５６．５１０．３１１．４ＳＡ凹石ⅧＤ－１４１１１２��

２６０２．２９．１６．４ＳＡ石皿ⅧＣ－１４１１０６����

７９０５．８７１４ＳＡ凹石ⅦＧ－５２０９８��

８１５３．３１４．７１０．６ＫＡＮ石皿ⅧＧ－５２０９９��

８８０４．２１０．１１２．９ＫＡＮ石皿ⅦＤ－８１２０７��

７７５２．７１３１９ＫＡＮ石皿ⅦＥ－７１１５５����

１，４３５４．４１９．８１３．５ＳＡ石皿ⅧＧ－７２１４５��

１，２８０５．１１５．１１３．１ＫＡＮ石皿ⅦＦ－８１１２１����

２，７２０７．３１９．６１５８ＳＡ石皿ⅥａＣ－９１０９９��
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L=253.10mL=253.10m

L=252.80mL=252.80m

L=252.80m
L=252.80m

④ 
① 

① 

② 

② 

③ 

③ 

⑤ 

L=
25
3.
10
m

L=
25
3.
10
m

2号落とし穴 

1号落とし穴 Ⅴa

Ⅴb

Ⅵb

Ⅶ 

Ⅷ 

Ⅵa

Ⅴb

Ⅵb

Ⅶ 

Ⅷ 

Ⅵa
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④ 
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① 

② 

② 
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⑤ 
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10
m

2号落とし穴 

1号落とし穴 Ⅴa

Ⅴb

Ⅵb

Ⅶ 

Ⅷ 

Ⅵa

Ⅴb

Ⅵb

Ⅶ 

Ⅷ 

Ⅵa
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黄褐色火山灰　�ｂ層（御池火山灰）径１�強の明黄白
色パミスが密に入り硬い　径２０～４０�の大きなパミスも
点在する

①

①より径１�強の明黄白色パミスが少なくなり　径２０～
４０�の大きなパミスが密に入る②

黄褐色の柔らかい土の中に径１�強の明黄白色パミスと
径２０～４０�の大きなパミスが見られる③

黄橙色土　�ａ層に③黄褐色土が混ざる④

暗灰褐色土⑤

黄褐色火山灰　�ｂ層（御池火山灰）径１�強の明黄白
色パミスが密に入り硬い①

①に径５�大の明黄白色パミスが入り①より明るい②

径５�～１０�大の明黄白色パミスが密に入る③
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L=254.10mL=254.10m

L=255.30mL=255.30m

① 

② 
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5.
30
m
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m
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m
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4.
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m

5号落とし穴 

6号落とし穴 
Ⅶ 

Ⅷ 

Ⅸ 

Ⅹ 

Ⅴb

Ⅵb

Ⅶ 

Ⅷ 
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② 
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m

L=
25
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5号落とし穴 

6号落とし穴 
Ⅶ 

Ⅷ 

Ⅸ 

Ⅹ 

Ⅴb

Ⅵb
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Ⅷ 

Ⅸ 

Ⅹ 

Ⅵa
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黄褐色火山灰　�ｂ層（御池火山灰）径１～２�大の
明黄白色パミスが密に入る①

暗黒褐色土②
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　２　縄文時代中期の調査

　縄文時代中期の調査は，Ⅴｂ層（アカホヤ火山灰層）

からⅤａ層間で落とし穴が検出されたため，調査区全体

で検出作業を行い，調査区北側（Ｃ～Ｅ－７，８区）と西

側（Ｉ－５区）から計６基の落とし穴を検出した。

　落とし穴が検出されたⅤｂ層上面は，西側から東側に

かけて緩やかに傾斜する微高地が続き，調査区中央部分

で南北それぞれの方向に傾斜していく谷状地形で，１号

～４号落とし穴が北側の谷状地形に位置し，５号がその

傾斜地，６号が西側の微高地に位置している。

　地形に対する落とし穴の主軸の方向は，１号，２号，

５号，６号が傾斜に対し直行し，３号が傾斜に対し平行

する。４号は方形のため判断できない。（第３９，４０図）

　検出された落とし穴の埋土は，Ⅳｂ層の黄褐色軽石

（御池火山灰）が主体となり，下部には流入した土が

入っている。１号～３号，５号，６号の落とし穴の底面

からは，小ピットが検出された。先細りにすぼまる形状

であったため，逆茂木痕と判断した。

　１号落とし穴（第４１図）

　Ｃ－７区の東側，調査区境で検出した。西側部分が一

部掘削されている。平面プランは，南北に主軸をもつ楕

円形で，壁面は長軸方向に段を有する形状である。底面

からは，長軸方向に３本の小ピットが検出された。

　小ピットは，深さがそれぞれ異なり，南側の小ピット

では，逆茂木を挿し換えた痕跡を断面で確認している。

　２号落とし穴（第４１図）

　Ｃ－７区で検出した。平面プランは，南北に主軸をも

つ長方形である。壁面は垂直に立ち上がる形状で，底面

の長軸方向に小ピットを６本検出した。

　小ピットの検出状況と断面形状の観察から，逆茂木の

挿し換えが，数回におよぶ事を指摘できる。

　３号落とし穴（第４２図）

　Ｄ－８区で検出した。平面プランは，東西方向に主軸

をもつ楕円形で，検出面からの深さが１００�である。壁

面は上方に開く形状で，底面の長軸方向に小ピットを７

本検出した。

　小ピットの断面形状から，同一のピットを使用してい

るものと，ピットの下部で重なりあうものが確認できる。

このことから，逆茂木を浅く挿し込む方が先行し，後に

深く挿し換えを行った事が伺える。

　４号落とし穴（第４２図）

　Ｄ－７区で検出した。長軸８６�，短軸８４�の方形の形

状で，壁面は垂直に立ち上がる。他の落とし穴とは形状

ピットの有無が異なる。

　５号落とし穴（第４３図）

　Ｅ－７区で検出した。平面プランは，東西に主軸をも

つ楕円形で，底面の北側が浅い形状である。壁面は長軸

方向に開く形状で，底面の長軸方向に小ピットを５本検

出した。底面の浅い部分の小ピットは底面からの深さが

１５�と浅く，他の４本は，深さ３３�前後と均一である。

　６号落とし穴（第４３図）

　Ｉ－５区の平坦面に位置し，上位層に横転による撹乱が

入っていたため，Ⅶ層上面で検出された。平面プランは，

東西に主軸をもつ楕円形で，長軸１３７�，短軸５７�大の

ため，上面形状，大きさが５号に類似すると思われる。

底面の長軸方向に小ピットを３本検出した。
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　３　縄文時代後期～晩期の調査

　縄文時代後期・晩期の調査は，遺物包含層であるⅣａ

層の残存する調査区北側（Ｃ～Ｉ－６～９区）と南端を中

心に行った。（第４４，４５図）

・遺構（第４６図）

　縄文時代後期では，Ⅳａ層より２基の集石を検出した。

１号，２号集石はＥ－６区に位置し，礫がまばらに散在

する。遺物との相関関係は分布状況からは把握できない。

・遺物（土器）（第４７，４８図№８８～１１４）

　Ⅹ類土器（第４７図№８８～９１）

　器形的特徴としては，胴部上位に最大幅がある深鉢形

土器で，内傾する頸部に直立する口縁部がつく器形で，

口縁部は平口縁を呈する。

　口唇部は平坦面をなしわずかに外傾する。

　施文的特徴としては，口縁部の平行する２本の凹線文

間に貝殻刺突文を縦位に施し，胴部上位に平行する２本

の凹線文を曲線状に施文し，刺突文も施す。

　器面調整は，両面にナデ調整が施されるが，№９０の内

面には貝殻条痕が残る。№９１は底部で，外面に網代痕が

残る。本類土器の胎土中には軽石が多く含まれている。
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　ⅩⅠ類土器（第４７図№９２～１００）

　器形的特徴としては，胴部上位に最大幅がある深鉢形

土器で，内傾する頸部に直立する口縁部がつく器形で，

口縁部は波状を呈し，口唇部は平坦面をなし内傾する。

　施文は，棒状工具で口唇外面にキザミ目を斜めに施し，

口唇直下に，凹線文を１条巡らす。胴部上位と最大幅を

はかる部位に２本の平行する凹線文を巡らし，凹線文間

には刺突文を施す。幅広の部分には，山形の凹線文や刺

突文を充填させる。器面調整は，両面ともナデ調整が施

されている。№９９，１００は底部で，外面には，網代痕が

明瞭に残る。胎土は，精選された物が用いられ赤橙色を

呈している。

　ⅩⅡ類土器（第４８図№１０１～１１４）

　縄文時代晩期に該当する土器を本類に包括した。

　№１０１～１０４は，外面が細条痕を伴う工具によるナデ，

内面がミガキ或いはナデにより丁寧に仕上げられる浅鉢

形土器である。№１０５～１０７は，外面に工具による調整痕

が残る深鉢形土器である。№１０８～１１４は，平口縁の外反

する口縁部で，胴部が曲線的に張り，小さい上げ底の底

部を持つ器形で，精製土器の深鉢形土器である。№１１４

の外面には煤が付着し，内面のミガキ調整の跡が底部か

ら口縁部まで明瞭に残る。

 

S28

S29

S30

S31

0 5cm

������������������	

������������������

�������������������������������������������

０．２６０．３１１ＯＢ石鏃ⅣａＦ－９４２０����

４．０７０．７２．３２．７ＣＨ使用痕剥片ⅣａＤ－８１５４��

２２．４４１．３３．７４．６ＣＨ削器ⅣａＥ－８４９０��

２０．１７１．３２．８５ＳＨ使用痕剥片ⅣａＦ－９４７６��

３９５３．１８．１１０．５ＫＡＮ磨石ⅢＩ－７１８４８����

１，１５０５．６１２．９９．９ＳＡ石皿ⅢＥ－７２２８��

８１５５．５１５．２９．９ＳＡ石皿ⅤａＤ－８７５９��



－１５６－

S32

S33

S34

������������������	



－１５７－

・遺物（石器）（第４９，５０図Ｓ２８～３４）　

　縄文時代後期・晩期に該当する石器は，７点出土して

いる。Ｓ２８は，良質の黒曜石を用いた小型三角形鏃で浅

い抉りを施している。Ｓ３０は，チャートの削器で，左側

縁に刃部を形成する。使用痕剥片Ｓ２９は，左側縁に，Ｓ

３１は右側縁に使用痕が観察できる。Ｓ３２は，表面と側縁

部に浅い敲打痕が見られる。Ｓ３３，３４砂岩を用いた石皿

で，Ｓ３３は表面に光沢のある平滑面が見られる。

　４　弥生時代の調査

　弥生時代の遺物は，掲載した土器１点が出土したのみ

であった。№１１５は，甕形土器の口縁部で，口縁部突帯

が水平に張りだし，平坦口縁を形成する。胴部突帯は，

口縁部突帯より小さい。内外面ともナデ調整である。弥

生時代中期の入来式土器である。
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　５　古代の調査

　奈良・平安時代に該当する古代の調査は，遺物包含層

であるⅣａ層とⅢ層の残存する，調査区北側（Ｃ～Ｉ－６

～９区）を中心に行い，他のエリアでは，遺構の検出に

努めた。

　遺構は，Ⅳｂ層上面から掘立柱建物跡２棟とⅤａ層より

２基の土坑を検出した。遺物は，Ｉ～Ｆ－８，９区を中心

に出土し，分布状況は遺構との重なりを見せている。

　Ⅳｂ層上面の地形は，西側の微高地から北側に緩やか

に傾斜する地形で，遺物はこの傾斜に沿って分布する。

　遺物の出土状況と遺構の位置は，第５３，５４図に示した。

・遺構（第５４～６０図）

　掘立柱建物跡１号，２号

　調査区西側の平坦面（Ｆ，Ｇ－８，９区）から掘立柱建

物跡２棟を検出した。この掘立柱建物跡は，１号建物跡

の東側桁行の軸と，２号建物跡の東側梁行の軸が重なる

状態で検出された。これは，建物跡の主軸方向を９０度反

時計回りに回転させて建替えられたものである。建物内

部には，焼土跡と灰土跡を伴い建物の規模は２間×３間

の同規模である。

　焼土跡は，火力の使用による被熱によって土壌が赤色

化したもので，掘立柱建物跡の中から南北に，連なって

３基検出された。また，灰土跡は検出状況下では，燃料

に用いた木材の最終廃棄工程の箇所であると推測できる。

これら焼土跡と灰土跡の検出状況は，焼土１が独立し，

焼土３に焼土２が重なり，炭化物を含む灰黄色の灰土跡

２基が付随する。灰土１に焼土２が重なるため，灰土１

が焼土２より先行する。

　建物跡の建替えの先後関係は，焼土１を２号建物跡の

柱穴（２Ｐ－５）が掘り抜いていたために判明した。焼

土１が２号建物跡に付属するものであるならば，柱穴

（２Ｐ－５）に立つ柱と上屋構造に火熱を避ける措置を

採らねばならず，構造上合理的ではないため，焼土１が

先行する建物跡に付属するものと判断した。
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　１号掘立柱建物跡（第５５，５６，５８図）

　主軸方向は，Ｎ－１８－Ｅで北北東方向に取り，東側の桁

行の並びに乱れが見られる。焼土１と灰土１が付属され

る施設と考えられる。焼土３は，建物中央に位置する。

　柱穴跡から出土した遺物は，№１～４と，№１１， １２， 
　

１４で，№３は体部が真っ直ぐ延びる内黒椀で，短い高台

が底端部に付き外開きである。№４はわずかに内湾する

体部の坏で内面底部に×字のヘラ記号が確認できる。№

１１，１２は，口縁部の外反が弱い土師甕である。№１４の須

恵器は２号掘立柱建物跡のものと接合した。

　２号掘立柱建物跡（第５５，５７，５８図）

　主軸方向は，Ｎ－７４－Ｗで西北西方向に取り，桁行と梁

行の柱穴が整然と並ぶ。先述したとおり焼土２が付属さ

れると考えられる。焼土３は，柱穴（２Ｐ－４，５）間

の中央に位置する。

　柱穴跡から出土した遺物は，№５～１０と，№１３，１４で，

№５は外開きの高台を持つ。№６は底部切り離しが認め

られる。№７，８は墨書土器であるが字体が不明である。

№９，１０は焼塩土器の口唇部が尖る口縁部と胴部片であ

る。№１３は土師甕の口縁部で，短く先細りで外反する。

№１４は１号掘立柱建物跡出土のものと接合した。
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　１号土坑（第５９図）

　南側調査区のＤ－１７区に位置し，上位層が削平されて

いたためにⅤａ層で検出された。平面プランは円形で，

底面は平坦面を持たないボール状で，Ⅴｂ層まで掘り込

まれている。埋土はⅢ層の黒色土が主体である。

　２号土坑（第６０図）

　調査区の南端Ｃ－１８区に位置し，Ⅴａ層で検出された。

土坑の上部が，後世の削平を受けているため原型をとど

めていない。検出状況下での平面形は，人が横たわった

形状で，長方形の掘り込みの短辺に方形の掘り込みが付

く形状である。埋土は，Ⅲ層の黒色土が主体で，残存状

況の良い炭化物が多く含まれている。底面はしっかりし

た平坦面を持たないが，一部から赤色化した焼土跡が確

認された。形状や埋土の状況，焼土跡の状況から，炭窯

遺構が考えられ，小さい方形の掘り込みは煙出し施設と

思われる。

④
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① 

② 
⑤ 
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1号土坑 

④
 

①
 

②
 

②
 

④
 

③
 

��������
１０ＹＲ１．７／１黒色土に，２～５�大で１０ＹＲ６／８明黄褐色の軽石
がわずかに混ざる。強くしまる。①

１０ＹＲ２／２黒褐色土に，２～５�大で１０ＹＲ６／８明黄褐色の軽石
をやや多く含む。やや粘性有。②

１０ＹＲ２／３黒褐色土に，２～５�大で１０ＹＲ６／８明黄褐色の軽石
を少し含む。やや粘性有。③

１０ＹＲ３／４褐色土に，アカホヤ２次（�ａ層）が混ざる。１�
大の白色軽石を少し含み，やや柔らかい。（遺構の壁面が少
し壊れて流れ込んだものと考えられる）

④

１０ＹＲ４／６褐色土のブロックが，１０ＹＲ３／４褐色土に混ざる。柔
らかく，少しホコホコとした感じである。（遺構内の壁面が
少し壊れて流れ込んだものと考えられる）

⑤
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Ⅳａ層検出２０（１２３）１３５���

Ⅴａ層検出１４１０５３５８���
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１０ＹＲ２／１黒色土に１～２�の極小軽石が混ざり，柔らか
くサラサラしており，しっかりした状態の炭化物を多く
含む。

①

１０ＹＲ１．７／１黒色土に１～２�の黄色の軽石が混ざりサラ
サラしている。炭化物は①より小さく少ない。②

１０ＹＲ１．７／１黒色土に２～５�大のアカホヤブロックが混
ざる。炭化物片を少し含み，遺構の南側は赤く焼けてい
る。

③
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・遺物

　古代の遺物は，Ｉ～Ｆ－８，９を中心に出土し，掘立柱

建物内とＧ－９区に遺物の集中が見られる。

　土師器（第６１～６３図№１５～８２）

　土師器の椀は，体部が真っ直ぐのびるもの№１５～№

１８，２５と丸みを持つ№２０があり，№１９，２０は口縁部が若

干外反する。高台が底部端に付き，やや外開きのもの№

２１～№２５と，底端部をつまみ出し高台状にしたもの№２６

～２９がある。体部の調整は横ナデで，底部内面に静止ナ

デが認められるものは，№２３，２７であった。№２１の外面

に「山」字の刻書が，№１８，№２４には「×」字のヘラ記

号が認められる。

　土師器の坏は，体部が真っ直ぐのびるものが大部分で，

丸みを持つものは№５３，５４である。底部切り離しは，ヘ

ラ切りで，切り離し後に底端部のナデ調整を施すものが

大部分を占めるが，№５５～５７は調整が認められない。ヘ

ラ記号は，№５８の底部内面に付けられている。

　土師器の皿№５９は，体部が真っ直ぐ立ち上がる小皿で，

底部切り離し後のナデ調整が施されている。№６０は，底

部の形状から皿と判断した。

　黒色土器は，口縁部が外に開くもの№６１と体部が真っ

直ぐのびるもの№６２，６３，底端部に短く外開きの高台が

付くもの№６４，直行する高台のもの№６５と円盤状の底部

が付くもの№６６があり，内面はミガキにより丁寧に仕上

げられている。

　墨書土器は，包含層から９点出土しているが小破片の

ため字体は判明していない。№６７～７４は，椀又は坏で，

№７５は，内面にケズリ痕が残る甕の胴部である。

　土師器の甕は，口縁部がわずかに外反し，胴部が膨ら

むもの№７６，７７，８２と，口縁部が水平方向に開くもの№

７８，７９，口唇部が丸く肥厚し外反するもの№８０，８１があ

る。№７８は，胴部器壁が厚く，内外面にケズリ痕が見ら

れる。№７９の胴部外面は丁寧な横ナデで，内面はケズリ

によって器壁を薄く仕上げる。№８２は内面の口縁部と胴

部の境目に横方向のケズリで稜を作る。

　須恵器（第６４～第６７図№８３～１３０）

　調査区内から出土した須恵器は，大部分が大甕の胴部

片で，赤焼きの比率が高い。表面がわずかに灰色を呈し

ているため，焼成時の還元不十分が原因と見られる。

　甕の口縁部は，外反する口縁部の内外に段を有し頸部

にヘラ書きを施す物№８３，８４と，直立する長い頸部を持

ち，胴部との接合痕が明瞭に残るもの№８５～８９がある。

　胴部は大きく張る器形で，外面の調整は平行タタキが

大部分を占め，格子目タタキは少数である。

　№１２５，１２６は，壺或いは瓶の口唇部で，横ナデで薄く

仕上げ，焼成が良い。№１２７は壺の胴部で外面に緑色の

自然釉がかかる。焼成は良く堅緻である。

　焼塩土器（第６７図№１３１～１３７）

　焼塩土器は，Ｇ－８区を中心に６２点の出土を確認した，

接合できる物はなかったが，逆円錐形の器形で口唇端部

が上方に尖る，内面には布目の圧痕が残る。

　その他の遺物（第６７，６８図№１３８～№１５０）

　№１３８，１３９は土師質の土器で，外面調整はタタキ目で

器壁が厚い。東播系須恵器№１４０～１４２は，器種が不明で

ある。№１４３～１４５は，同一個体の器壁の厚い土鍋状の容

器で，内外面に粗い調整が施される，内面は，熱変を受

け溶解したような痕跡が認められるため金属器生産の取

瓶として使用された可能性がある。№１４７は，黒色土器

の底部を用い，高台部分を研磨し紡錘車に仕上げた痕跡

が伺える。№１４８，１４９は，軽石や砂粒を含む土塊の全面

に金属が付着した物で錆を帯びている。化学分析の結果

主成分は鉄であった。№１５０は，砥石で，直線上の使用

痕が表面に認められ，全面を研面に用いている。
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－－－１３．６時計回り，ナデ，ヘラ切り静止ナデ良精緻椀－１Ｐ６１Ｐ６－１���

－－－１０．４反時計回り，ナデミガキ良精緻内黒－１Ｐ４１Ｐ４－１�

Ｐｉｔ内一括－５．４７．２１３．４ナデ，回転ヘラ→ナデミガキ良精緻内黒－１Ｐ６１Ｐ６�

ⅣａＦ－８３４５
Ｐｉｔ内一括－－６．８－反時計回り，ヘラ切り→ナデナデ良精緻坏（刻書）－１Ｐ１０１Ｐ１０�

ⅢＧ－９５３９
Ｐｉｔ内一括０．７－７－反時計回り，ナデ回転ナデ良精緻椀－２Ｐ１２Ｐ１�

Ｐｉｔ内一括－－６－反時計回り，ヘラ切り→ナデ反時計回り，静止ナデあり良精緻坏－２Ｐ３２Ｐ３�

ⅣａＦ－８４２６
字体不明－－－－時計回り，ナデナデ良精緻墨書－２Ｐ７２Ｐ７－１�

字体不明－－－－ナデ反時計回り，ナデ良精緻墨書－２Ｐ５２Ｐ５－１１�

－－－－－－良精緻焼塩－２Ｐ５２Ｐ５－８�

－－－－－－良精緻焼塩－２Ｐ５２Ｐ５－９��

礫，砂－－－－ナデケズリ，ナデ良精緻甕－１Ｐ５１Ｐ５－１��

砂－－－２８．６縦ハケ目，ナデナデ良精緻甕－１Ｐ７１Ｐ７－１��

礫，砂－－－２０横ハケ目，ナデケズリ，ナデ良精緻甕－２Ｐ３２Ｐ３－４��

Ｐｉｔ内一括－－－－格子目タタキ同心円良精緻須恵器－１Ｐ１１Ｐ１��

Ｐｉｔ内一括－２Ｐ１２Ｐ１
赤－－－１１．５時計回り，ナデ時計回り，ナデ，ヘラ良精緻椀ⅢＤ－８１３３����

ⅣａＤ－８１５３
－－－１４．９反時計回り，ナデ反時計回り，ナデ良精緻椀ⅣａＨ－８１４０２��

｜｜１６５９
↓↓１７２６

赤－－－１７．４時計回り，ナデ時計回り，ナデ良精緻椀ⅣａＨ－８１９５５��

×字，赤－－－１２．５時計回り，ナデ時計回り，ナデ良精緻椀（刻書）－－一括��

赤－－－１４反時計回り反時計回り良精緻椀－－一括��

赤，礫，砂－－－１２．１時計回り時計回り良精緻椀－－一括��

山字０．８５－６．６－時計回り，ナデ静止ナデ良精緻椀（刻書）－－一括��

礫，砂０．６－７－ナデナデ良精緻椀ⅣａＧ－８９１５��

０．７－７．６－反時計回り，ナデ静止ナデ消し良精緻椀ⅢＦ－９３８６��

×字０．６－８．４－時計回り，ナデ残る時計回り，回転ナデ良精緻椀（刻書）ⅢＥ－８２６０��

赤０．８８．７５１０．４１８反時計回り，ナデ不明ナデ良精緻椀ⅢＩ－８１８４９��

ⅣａＩ－７１９１６
赤０．２５－７．６－ヘラ切り→ナデ時計回り，ナデ消し良精緻椀ⅢＧ－９３０４９��

｜｜３０５０
｜｜３０５１
｜｜３０５２
｜｜３０５５
↓↓３０５６

礫，砂０．３－６．５－反時計回り，ヘラ切り→ナデ静止ナデ，ヘラ痕残る良精緻椀ⅢＧ－９６２９��

礫，砂０．４－６．８－時計回り，ヘラ記号，ナデ時計回り→ナデ良精緻椀ⅢＧ－９３１０５��

赤さし？０．３－６．８－時計回り時計回り→回転ナデ良精緻椀ⅣａＨ－８１４７６��

砂－－６－反時計回り，ヘラ切り→ナデナデ良精緻坏ⅢＧ－８１５６３��

赤－－６－時計回り，ヘラ切り→ナデナデ良精緻坏－－一括��

砂－－６－反時計回り，ヘラ切り→ナデナデ良精緻坏－－一括��

砂－－７－時計回り，ヘラ切り→ナデナデ良精緻坏ⅢＦ－８２９１��

砂－－５．２－ヘラ切り→ナデナデ良精緻坏ⅣａＦ－９３７６��

赤－－５－ヘラ切り→ナデナデ良精緻坏ⅢＧ－９５６７��

礫，砂－－７．４－時計回り，ヘラ切り→ナデナデ良精緻坏－Ｈ－７一括��

－－６－時計回り，ヘラ切り→ナデ静止ナデ良精緻坏ⅢＩ－８１８６４��

↓↓１８６６
礫－－６．４－ヘラ切り→ナデナデ良精緻坏ⅢＨ－８１４１２����

赤－－６．８－時計回り，ヘラ切り→ナデ静止ナデ良精緻坏ⅢＧ－８１５９８��

－－５．６－時計回り，ヘラ切り明瞭回転ナデ明瞭良精緻坏ⅢＦ－８２５２��

－－７．６－反時計回り，ヘラ切り→ナデ回転ナデ良精緻坏ⅢＧ－９５３６��

赤－－５．６－反時計回り，ヘラ切り→ナデナデ良精緻坏ⅣａＨ－８１３９７��

砂－－８．８－時計回り，ヘラ切り→ナデナデ良精緻坏ⅣａＦ－８１９５９��

－－５－反時計回り，ヘラ切り→ナデナデ良精緻坏ⅢＧ－８８６６��

－－６．６－反時計回り，ヘラ切り→ナデ回転ナデ良精緻坏ⅣａＦ－９４５６��

－－６－時計回り，ヘラ切りナデ良精緻坏ⅢＧ－８８６９��

砂－－５．６－時計回り，ヘラ切り→ナデ回転ナデ良精緻坏ⅢＤ－９１０１��

－－５．８－時計回り，ヘラ切り→ナデナデ良精緻坏－－一括��

一括あり－４．８６．８１２反時計回り，ヘラ切り→ナデナデ良精緻坏ⅢＧ－９３０４８��

－－７－時計回り，ヘラ切り→ナデナデ良精緻坏ⅣａＨ－９１４７３��

赤－－７．６－時計回り，ヘラ切り→ナデナデ良精緻坏ⅢＨ－８１４２８��

赤－－７．２－時計回り，ヘラ切り→ナデナデ良精緻坏－－一括��

礫，砂－－５．２－時計回り，ヘラ切り→ナデナデ良精緻坏－－一括��

－－５．４－時計回り，ヘラ切り→ナデ静止ナデ良精緻坏ⅢＦ－８３１５��

－－５．８－反時計回り，ヘラ切り→ナデ静止ナデ明瞭良精緻坏－Ｃ－２０一括��

－－６－反時計回り，ヘラ切り→ナデ回転ナデ明瞭良精緻坏ⅣａＨ－８１９０１��

－－６．６－時計回り，ヘラ切り→ナデ回転ナデ良精緻坏ⅣａＧ－１０一括��

×字－－６．４－時計回り，ヘラ切り回転ナデ良精緻坏（刻書）ⅢＨ－８一括��

赤－１．８５６．６８．８時計回り，ヘラ切り→ナデナデ良精緻皿ⅢＥ－６１２１０��

赤－－７．８－時計回り，ヘラ切りナデ良精緻皿ⅢＦ－９４６０��



－１７５－

��������	
��
��

��
��
���

��
���

��
���

��
���

������������������������
��
�

��
�

礫－－－１８．３時計回り，ナデミガキ良精緻内黒ⅢＧ－９５４６����
↓↓６３２

－－－１４．７反時計回り，工具ナデミガキ良精緻内黒ⅢＧ－９３１１２��
↓↓３１１３

－－－－反時計回りミガキ良精緻内黒ⅢＦ－８２９０��
赤０．４－７．４－反時計回りミガキ良精緻内黒ⅢＧ－９一括��
砂，礫，赤１－８．２－時計回り，ヘラ切り→ナデミガキ良精緻内黒ⅣａＨ－８１４５５��

－－７．２－反時計回り，ヘラ切り→ナデミガキ良精緻内黒（坏）ⅢＧ－９５０９��
↓↓６７４

字体不明，砂－－－－ナデナデ良精緻墨書－Ｈ－７一括��
字体不明－－－－時計回り，ナデナデ良精緻墨書ⅢＧ－９３０３２��
字体不明，赤－－－－反時計回り，ナデナデ良精緻墨書－－一括��
字体不明，赤－－－－時計回り，ナデナデ良精緻墨書ⅢＧ－９６９１��
字体不明－－－－時計回り，ナデナデ良精緻墨書－－一括��
字体不明－－－－反時計回り，ナデナデ良精緻墨書ⅣａＨ－８１３９０��
字体不明－－－－反時計回り，ナデミガキ良精緻墨書（内黒）ⅢＧ－９一括��
字体不明－－－－反時計回り，ナデナデ良精緻墨書ⅢＨ－７１９０３��
甕，字体不明－－－－ケズリナデ良精緻墨書ⅢＧ－９７４９��

－－－２４．４ナデケズリ，ナデ良精緻土師甕ⅢＦ－８３０７��
｜｜３１１
｜｜３３７
↓｜３３９
Ⅳａ↓３３３

－－－２４．４ハケ目，ナデナデ，ケズリ良精緻土師甕－Ｃ－２０一括��
－－－２４．９ナデケズリ，ナデ良精緻土師甕－Ｃ－２０一括��
－－－３０．６ナデナデ，ケズリ良精緻土師甕ⅢＧ－９３０１７��

｜｜３０８２
｜｜３０８３
｜｜３０８４
｜｜３０８６
｜｜３０８７
↓↓３０９３

－－－１３．２ケズリ，ナデケズリ，ナデ良精緻土師甕－－一括��
－－－１８．４ナデケズリ，ナデ良精緻土師甕ⅢＧ－９３０９１��
－－－２７．４ナデケズリ，ナデ良精緻土師甕ⅣａＥ－１５一括��
－－－－ナデ，ヘラかきナデ赤焼精緻須恵器ⅣａＨ－８１６３８����
－－－－ナデ，ヘラかきナデ赤焼精緻須恵器ⅣａＧ－９８８９��
－－－－ナデナデ良精緻須恵器ⅢＥ－８２５９��
－－－－ナデナデ赤焼精緻須恵器ⅢＧ－９５３５��

↓↓５３７
ⅢＥ－７２３０

－－－－平行タタキ→ナデナデ，同心円赤焼精緻須恵器ⅢＧ－９５４３��
↓｜８８６
Ⅳａ↓８９８

－－－－格子目タタキ同心円→ナデ赤焼精緻須恵器ⅣａＧ－７１９２６��
－－－－格子目タタキ同心円→ナデ赤焼精緻須恵器ⅢＧ－８８６７��
－－－－平行タタキ→ナデ同心円赤焼精緻須恵器ⅢＦ－７２５０��
－－－－平行タタキ→ナデ同心円赤焼精緻須恵器ⅠＧ－８表採��
－－－－同心円，平行タタキ→ナデ同心円赤焼精緻須恵器ⅢＨ－８１３９６��
－－－－平行タタキ同心円赤焼精緻須恵器ⅠＧ－８表採��
－－－－平行タタキ同心円赤焼精緻須恵器ⅢＥ－７２３２��
－－－－平行タタキ平行タタキ→同心円赤焼精緻須恵器ⅢＨ－８一括��
－－－－平行タタキ平行タタキ→同心円赤焼精緻須恵器ⅣａＩ－８１３７２��
－－－－平行タタキ平行タタキ赤焼精緻須恵器ⅣａＩ－８１６３７��
－－－－平行タタキ平行タタキ赤焼精緻須恵器ⅢＧ－９一括��

ⅢＨ－９一括
－－－－平行タタキ平行タタキ赤焼精緻須恵器ⅢＦ－９４９５��
－－－－平行タタキ平行タタキ赤焼精緻須恵器ⅠＧ－８表採���
－－－－平行タタキ平行タタキ赤焼精緻須恵器－－一括���
－－－－平行タタキ平行タタキ赤焼精緻須恵器－Ｉ－７一括�����
－－－－格子目タタキ平行タタキ赤焼精緻須恵器ⅢＥ－８２７７���

ⅢＦ－８２８８
－－－－格子目タタキ同心円，ナデ赤焼精緻須恵器ⅣａＧ－８７７３���
－－－－格子目タタキ平行タタキ，同心円，ナデ赤焼精緻須恵器ⅢＤ－８１１９���

ⅢＧ－８８２２
カキ目？－－－－格子目タタキ平行タタキ，同心円，ナデ赤焼精緻須恵器ⅣａＩ－８１３７５���

ⅣａＨ－８１６３６
－－－－格子目タタキ同心円→平行タタキ赤焼精緻須恵器ⅣａＨ－８１３７９���

赤－－－－平行タタキ同心円赤焼精緻須恵器ⅣａＨ－８１３７７���
ⅢＨ－８１４９８
ⅢＧ－８１５７５
｜｜１５８１
↓｜１５８５
Ⅳａ↓１７６６

－－－－平行タタキ同心円赤焼精緻須恵器ⅣａＨ－８１３７６���
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　分析方法

　蛍光Ｘ線分析

　エネルギー分散型蛍光Ｘ線分析装置（堀場製作所製Ｘ

ＧＴ－１０００，Ｘ線管球ターゲット：ロジウム，Ｘ線照射

径１００μｍ）を使用した。

　分析条件は，次のとおりである。

　照　射　径：１００μｍ　　　　　測定時間：１００ｓ

　Ｘ線管電圧：５０ｋＶ　　　　　電　　流：７００μＡ

　定量補正法：スタンダードレス
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－－－－平行タタキ平行タタキ→同心円，ナデ赤焼精緻須恵器ⅢＦ－１１１９６６�����

－－－－平行タタキ同心円→平行タタキ赤焼精緻須恵器ⅣａＩ－８１６３３���

－－－－平行タタキ同心円→平行タタキ赤焼精緻須恵器ⅣａＨ－８１３８４���

－－－－平行タタキ同心円→平行タタキ赤焼精緻須恵器ⅢＦ－９３８８���

－－－－平行タタキ平行タタキ赤焼精緻須恵器ⅢＥ－７２４９���

－－－－平行タタキ平行タタキ赤焼精緻須恵器ⅢＧ－８１５８５���

－－－－平行タタキ平行タタキ赤焼精緻須恵器ⅢＧ－９１７２９���

－－－－平行タタキ平行タタキ赤焼精緻須恵器ⅢＧ－８８３９���

↓↓１６２５
－－－－平行タタキ平行タタキ→ナデ赤焼精緻須恵器ⅢＧ－８５８７���

ⅣａＧ－８９３６
－－－－平行タタキ平行タタキ赤焼精緻須恵器ⅣａＨ－８１５２７���

－－－－平行タタキ平行タタキ→ナデ赤焼精緻須恵器ⅢＤ－８１１２���

－－－－平行タタキ平行タタキ赤焼精緻須恵器－Ｈ－７一括���

－－－－平行タタキ平行タタキ赤焼精緻須恵器ⅢＧ－８１５８６���

ⅣａＧ－８１８３８
－－－－平行タタキ平行タタキ赤焼精緻須恵器ⅣａＧ－８一括���

－－－－平行タタキ平行タタキ赤焼精緻須恵器ⅢＧ－８１５８５���

↓↓１７０８
－－－－ナデナデ堅緻精緻須恵器－Ｇ－９一括�����

－－－－ナデナデ堅緻精緻須恵器ⅣａＧ－９９０３���

胴部径１９．８�－－－－ナデ，釉ナデ堅緻精緻須恵器ⅢＧ－９７４６���

－－－－平行タタキ同心円，ナデ堅緻精緻須恵器ⅢＤ－８１１８���

－－－－格子目タタキ同心円軟質精緻須恵器ⅢＧ－９５１６���

－－－－平行タタキ平行タタキ→同心円軟質精緻須恵器ⅢＧ－９３０９０���

礫－－－－－－軟質精緻焼塩ⅢＧ－９一括���

礫－－－－－－軟質精緻焼塩ⅢＧ－９３０３１���

礫－－－－－－軟質精緻焼塩－Ｈ－７一括���

－－－－－－軟質精緻焼塩ⅢＦ－７２４２���

礫－－－－－－軟質精緻焼塩ⅣａＩ－８１６３０���

礫－－－－－－硬質精緻焼塩ⅣａＦ－９４７７���

ⅢＧ－９３０８８
礫－－－－－－硬質精緻焼塩ⅣａＩ－７１９１０���

－－－－格子目タタキ平行タタキ軟質精緻土師質ⅢＨ－８１３９４���

－－－－格子目タタキナデ軟質精緻土師質ⅢＧ－１１１９６４���

－－－－ナデタタキ？硬質精緻東播系須
恵

－Ｇ－９一括���

砂，礫－－－－ナデナデ硬質精緻東播系須
恵

ⅢＦ－９３８７���

砂，礫－－－－ナデナデ硬質精緻東播系須
恵

ⅢＧ－８６０９���

内面溶解，砂，礫－－－－ケズリ，指頭痕，工具ナデケズリ，指頭痕，工具ナデ良精緻とりべ－－一括���

内面溶解，砂，礫－－－－ケズリ，指頭痕，工具ナデナデ良精緻とりべⅢＧ－９３０９９���

内面溶解，砂，礫－１１．１２１．４２６ケズリ，指頭痕，工具ナデナデ良精緻とりべⅢＧ－９３０６７���

砂，礫－－－－ケズリ，指頭痕，工具ナデナデ良精緻とりべⅢＧ－９３１００���

土師椀底部加工－－－－ナデ内黒，ミガキ良精緻紡錘車－Ｈ－７一括�����

－－－－－－－－鉄塊系ⅣａＧ－８１５７４���

－－－－－－－－鉄塊系ⅢＧ－９６８５���

��������	
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������

�������������������������������������������

４６３３．６８．１９．８ＳＡ砥石ⅣａＤ－９４８７�����

１００ｓ測定時間１００μｍＸＧＴ径
７００μＡ電流５０ｋＶＸ線管電圧

Ｐ３パルス処理時間
なし試料セルなしＸ線フィルタ

スタンダードレス定量補正法

強度［ｃｐｓ�ｍＡ］３σ［％］質量濃度［％］ライン元　　　素
２４．７８０．８５７．５Ｋ１４Ｓｉけい素
５．０８０．０５０．１６Ｋ２０Ｃａカルシウム

１５８．６１０．１２２．３６Ｋ２５Ｍｎマンガン
５８５５．８１０．８３８９．９８Ｋ２６Ｆｅ鉄
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　６　まとめ

　　１　縄文時代早期

　縄文早期に該当する遺物は，個々の出土量が，極めて

少なく，それぞれが単体或いは数個体での出土である。

このことは全時期を通じても言え，土器型式毎に生活拠

点として展開した様子は見られない。また，遺構からも

見受けられ，縄文時代早期の集石は，全体的に礫数が少

なく散在した形態を呈するものが多い。同時期では，永

磯遺跡，供養之元遺跡，前原和田遺跡，高篠坂遺跡，九

養岡遺跡，本報告書掲載の唐尾遺跡，中之迫遺跡で同様

な状況が見受けられる。上野原遺跡や城ヶ尾遺跡，桐木

耳取遺跡のように各時期の土器型式が網羅され生活拠点

として使用された遺跡の周辺に，一時的に利用される遺

跡が存在しているかのようである。

・遺構

　縄文時代早期の遺構は，落とし穴３基，集石１３基が検

出されている。落とし穴は，Ⅸ層で検出された。埋土に

Ｐ－１３が含まれ，１号落とし穴は逆茂木痕を１つ伴って

いる。この時期の落とし穴は，東九州自動車道関連の桐

木耳取遺跡で３基，関山遺跡で１９基が薩摩火山灰層の上

面より検出されている。桐木耳取遺跡の２号落とし穴状

遺構は，底面の中央に逆茂木痕を１つ伴ない，平面形が

楕円形で，上方に開く形状の断面を呈しており，形状が

本遺跡１号落とし穴に酷似している。

　集石は，緩やかに傾斜する微高地の尾根上に位置し，

散在した形態を呈するものが多い。同様な集石の配置状

況と形態が九養岡遺跡で見られ，谷を望む台地縁辺部の

土地利用が伺える。

・遺物

　Ⅰ類土器は，口縁部が直行し，直線的に平底の底部に

いたる円筒土器で，早期前葉の岩本式土器である。Ⅰ類

土器は，平坦な口唇端部にキザミ目を施し，口縁部に押

し引き文を施す特徴がある。

　岩本式土器は，口唇部内面に段を有し，口唇端部に深

いキザミ目を施し小波状を呈するもの。口唇部がわずか

に内湾して舌状を呈し，外側にキザミ目を施すもの。口

唇部が平坦で，口唇部外側にキザミ目を施すものがあり，

器面調整は，貝殻腹縁による丁寧な条痕，又は，繊維状

の調整具による丁寧な仕上げが行われるものである。

　これら岩本式の特徴とⅠ類土器とを比較すると，共通

性と類似点が見られ，口縁部文様体に押し引き文を施す

ものが，西俣遺跡から出土していることから，岩本式土

器の範疇に比定される。Ⅰ類土器と同様な器形及び施文

的特徴をもつものに水迫式Ⅱ類土器がある。出土状況は，

岩本式土器包含層の下層にあたる薩摩火山灰の混在層か

らの出土とされている。本遺跡内でのⅠ類土器の平面及

び垂直（層位）分布の状況は，薩摩火山灰層の上層（Ⅷ

層）からの出土で，後述するⅡ類・Ⅲ類土器と近接した

状況である。前述したとおり本遺跡では，個々の出土量

が極めて少なく，限られた検証しかできないため，今後

の類例を期待したい。

　Ⅱ類土器は，前平式土器に比定される角筒土器である。

本遺跡内での分布域は，東側のＣ－１０区に限られる。

　Ⅲ類土器は，加栗山式土器に比定される。本遺跡内で

の分布域がＣ－８～１０区・１８・１９区の東側に限られ，Ⅰ

類・Ⅱ類・Ⅳ類土器と近接した状況を示している。

　Ⅳ類土器は，吉田式土器に比定され，本遺跡内での分

布域が南端のＣ－１８・１９区に限られ，Ⅲ類土器と近接し

た出土状況を示す。

　Ⅴ類土器は，石坂式土器に比定され，器形，施文的特

徴から４つのパターンが示される。

　Ⅵ類土器は，下剥峯式土器に比定され，胴部に，貝殻

刺突文を施すものと，貝殻条線文を施すものに分けられ

る。５個又は６個体が出土している。

　Ⅶ類土器は，押型文土器を包括した。変形撚糸文土器

は，近年，東九州自動車道関係の発掘調査で出土例が増

加しており，桐木耳取遺跡で良好な資料が出土している。

また，関山遺跡では，大型の変形撚糸文土器の中に，赤

色顔料の入った小型の変形撚糸文土器が入れ子状に入っ

た資料が出土している。

　楕円押型文土器の底部には，明瞭な網代痕が認められ，

４本の経条と緯条を２つ越え２つ潜り１つ送りの綾編み

にした網代を用いている。押型文土器の底部に同様な圧

痕の残るものが，石打遺跡・車坂第３遺跡・山下第１遺

跡・天ヶ城遺跡・木脇遺跡・関山西遺跡にあり，山形押

型文を施すものに多く見られる。

　Ⅷ類土器は，円筒形条痕文土器で，２個体が出土して

おり，１個体は２号集石内出土のものと接合し，底部側

面の接合痕が明瞭で，土器制作状況の解る資料である。

　Ⅸ類土器は，小破片のため全体の器形は不明であるが，

胴部に貝殻条痕が施され，内面がナデ調整であることか

ら，塞ノ神Ｂ式土器或いは苦浜式土器の可能性がある。

　　２　縄文時代中期

　縄文時代中期の落とし穴は，アカホヤ火山灰層上面で

６基検出された。埋土は御池火山灰の軽石である。底面

から逆茂木痕が確認されたものは５基で，うち３基は，

逆茂木を挿し換えた痕跡が解る資料であった。これらの

落とし穴は，埋土の共通性と，形状，逆茂木痕などから

同時期に使用された可能性が高い。落とし穴は，北側の

谷状地形に配置され，長軸方向が傾斜に直行するものが

４基，平行が１基であることから，北側の谷を意識した

計画的な配置が伺える。

　　３　縄文時代後期・晩期

　後期に該当するものは，Ⅹ類土器が，宮崎県南部から
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大隅半島に見られる綾式土器の範疇に比定される。凹線

文を口縁部付近に集約させ，胎土中に，細かな軽石を多

く含む特徴がある。

　ⅩⅠ類土器は，指宿式土器の範疇に比定される。桐木

耳取遺跡に見られるものと同様で，施文が口縁部付近に

集約される。

　晩期に該当するものは，ⅩⅡ類土器で黒川式土器の範

疇に比定できる。小型の深鉢型土器の胴部の屈曲部は上

方に付く。

　　４　古代

　本遺跡の古代に該当する部分は，遺物・遺構の量的な

情報量が少ないため，本遺跡同様に眺望の良いシラス台

地上に立地する東九州自動車道関連の遺跡と対比させて

考察したい。建物跡内に焼土跡を伴う遺跡は，高篠遺跡，

財部城ヶ尾遺跡，踊場遺跡，桐木遺跡，唐尾遺跡があり，

ほぼ建物中央部に焼土跡を１基以上伴い検出されている。

　建物配置，建物規模から見ると，高篠遺跡は，建物主

軸が南北をとるものが大半を占め，建物建て替えも同様

である。建物の密集度が高く，配置にも高い規格性が伺

え，出土している遺物からも律令的影響が伺える。財部

城ヶ尾遺跡・踊場遺跡・桐木遺跡は，主軸の大半が東西

で方位ではなく地形に規定要因が認められ建物は分散し

ている。唐尾遺跡は南北を主軸に取り，建物密集の傾向

が伺える。

　建物規模については，高篠遺跡・桐木遺跡・唐尾遺跡

が柱間１９０�前後と規格性が伺え，踊場遺跡は，２５０�前

後と通常より大型で，総柱建物跡が検出されていること

から宗教関連施設を想起させ，建物分散の傾向から他と

異なる様相を示している。

　本遺跡の建物跡は，建て替えにより主軸を南北から東

西に換え重複させているが，１号建物跡の東側桁行の軸

に２号建物跡の東側梁行を重ねていることから，２号建

物跡が東側を基点に建て替えた事が伺え，主軸の向きだ

けでなく建物規模も含め，何らかの規制又は規格が存在

していた可能性を指摘できる。

　古代の遺物から見てみると，本遺跡の坏には「×」の

ヘラ書きのあるものが多く，同様なものが高篠遺跡から

も出土している。また，「山」の刻書が出土しているが，

金峰町白樫野古代火葬墓では，蔵骨器に伴って墓坑の四

隅から「山」字を墨書した土器が４点出土し，鉄滓が供

献されている。これらから，鍛冶関連の様相が伺える。

　高篠遺跡では，遺跡内から多くの鍛冶関連遺物と鉄製

品，多量の焼塩土器が多く出土している。踊場遺跡では，

鍛冶関連遺物と刀子，焼塩土器が出土している。高篠遺

跡は，砂鉄原料鉄を素材とした鍛器制作の鍛冶作業が想

定され，踊場遺跡では，砂鉄系荒鉄の不純物除去や成分

調整を行った精錬鍛冶が想定されている。高古塚遺跡で

出土した鍛冶関連遺物は，鉄塊系遺物２点と砥石１点，

取瓶１個体に留まり鉄滓などの鍛冶関連遺物が出土して

いないため，焼土跡が鍛冶に関連するものであるかは明

らかでない。だが，他遺跡との共通性から見て，遺跡内

で鍛冶に関する作業を行っていた事は言えるであろう。

　出土遺物から，時期は８世紀末から９世紀後半に想定

される。
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�　遺跡の位置

　高古塚遺跡は，鹿児島県曽於市大隅町に所在する。

�　測定対象試料

　測定対象試料は，Ｄ－９区の遺物№１４２付着炭化物

（９：ＩＡＡＡ－７０４１０），Ｉ－６区の遺物№２０１１付着炭化物

（１０：ＩＡＡＡ－７０４１１），合計２点である。

�　化学処理工程

１）メス・ピンセットを使い，根・土等の表面的な不純

物を取り除く。

２）ＡＡＡ（Ａｃｉｄ　Ａｌｋａｌｉ　Ａｃｉｄ）処理。酸処理，アル

カリ処理，酸処理により内面的な不純物を取り除く。

最初の酸処理では１Ｎの塩酸（８０�）を用いて数時間

処理する。その後，超純水で中性になるまで希釈する。

アルカリ処理では０．００１Ｎの水酸化ナトリウム水溶液

（８０�）を用いて数時間処理する。その後，超純水で

中性になるまで希釈する。最後の酸処理では１Ｎの塩

酸（８０�）を用いて数時間処理した後，超純水で中性

になるまで希釈し，９０�で乾燥する。希釈の際には，

遠心分離機を使用する。

３）試料を酸化銅１ｇと共に石英管に詰め，真空下で封

じ切り，５００�で３０分，８５０�で２時間加熱する。

４）液体窒素とエタノール・ドライアイスの温度差を利

用し，真空ラインで二酸化炭素（ＣＯ２）を精製する。

５）精製した二酸化炭素から鉄を触媒として炭素のみを

抽出（水素で還元）し，グラファイトを作製する。

６）グラファイトを内径１�のカソードにハンドプレス

機で詰め，それをホイールにはめ込み，加速器に装着

し測定する。

�　測定方法

　測定機器は，３ＭＶタンデム加速器をベースとした１４Ｃ

－ＡＭＳ専用装置（ＮＥＣ　Ｐｅｌｌｅｔｒｏｎ　９ＳＤＨ－２）を使用す

る。１３４個の試料が装填できる。測定では，米国国立標

準局（ＮＩＳＴ）から提供されたシュウ酸（ＨＯｘⅡ）を標

準試料とする。この標準試料とバックグラウンド試料の

測定も同時に実施する。また，加速器により１３Ｃ／１２Ｃの

測定も同時に行う。

�　算出方法

１）年代値の算出には，Ｌｉｂｂｙの半減期５５６８年を使用し

た。

２）ＢＰ年代値は，過去において大気中の１４Ｃ濃度が一定

であったと仮定して測定された，１９５０年を基準年とし

て遡る１４Ｃ年代である。

３）付記した誤差は，次のように算出した。

　　複数回の測定値について，χ２検定を行い測定値が

１つの母集団とみなせる場合には測定値の統計誤差か

ら求めた値を用い，みなせない場合には標準誤差を用

いる。

４）δ１３Ｃの値は，通常は質量分析計を用いて測定する

が，ＡＭＳ測定の場合に同時に測定されるδ１３Ｃの値を

用いることもある。

　　δ１３Ｃ補正をしない場合の同位体比および年代値も

参考に掲載する。

　同位体比は，いずれも基準値からのずれを千分偏差

（‰；パーミル）で表した。
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　ここで，
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　δ１３Ｃは，質量分析計を用いて試料炭素の１３Ｃ濃度

（１３ＡＳ＝１３Ｃ／１２Ｃ）を測定し，ＰＤＢ（白亜紀のベレム

ナイト（矢石）類の化石）の値を基準として，それから

のずれを計算した。但し，加速器により測定中に同時に
１３Ｃ／１２Ｃを測定し，標準試料の測定値との比較から算出

したδ１３Ｃを用いることもある。この場合には表中に

〔加速器〕と注記する。

　また，Δ１４Ｃは，試料炭素がδ１３Ｃ＝－２５．０（‰）であ

るとしたときの１４Ｃ濃度（１４ＡＮ）に換算した上で計算し

た値である。（１）式の１４Ｃ濃度を，δ１３Ｃの測定値をもと

に次式のように換算する。
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　貝殻などの海洋が炭素起源となっている試料について

は，海洋中の放射性炭素濃度が大気の炭酸ガス中の濃度

と異なるため，同位体補正のみを行った年代値は実際の

年代との差が大きくなる。多くの場合，同位体補正をし

ないδ１４Ｃに相当するＢＰ年代値が比較的よくその貝と同

一時代のものと考えられる木片や木炭などの年代値と一

致する。

　１４Ｃ濃度の現代炭素に対する割合のもう一つの表記と

して，ｐＭＣ（ｐｅｒｃｅｎｔ　Ｍｏｄｅｒｎ　Ｃａｒｂｏｎ）がよく使わ

れており，Δ１４Ｃとの関係は次のようになる。
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　国際的な取り決めにより，このΔ１４ＣあるいはｐＭＣに

より，放射性炭素年代（Ｃｏｎｖｅｎｔｉｏｎａｌ　Ｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎ　

Ａｇｅ；ｙｒＢＰ）が次のように計算される。
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５） １４Ｃ年代値と誤差は，１桁目を四捨五入して１０年単

位で表示される。

６）較正暦年代の計算では，ＩｎｔＣａｌ０４データベース

（Ｒｅｉｍｅ　ｒｅ　ｔａｌ　２００４）を用い，ＯｘＣａｌｖ３．１０較正プ

ログラム（Ｂｒｏｎｋ　Ｒａｎｓｅｙ１９９５　Ｂｒｏｎｋ　Ｒａｎｓｅｙ

２００１　Ｂｒｏｎｋ　Ｒａｍｓｅｙ，　ｖａｎｄｅｒ　Ｐｌｉｃｈｔ　ａｎｄ　Ｗｅｎｉｎｇｅｒ

２００１）を使用した。

�　測定結果

　Ｄ－９区の遺物№１４２付着炭化物（９：ＩＡＡＡ－７０４１０）

の１４Ｃ年代が３１８０±３０ｙｒＢＰ，Ｉ－６区の遺物№２０１１付着

炭化物（１０：ＩＡＡＡ－７０４１１）の１４Ｃ年代が８７００±５０ｙｒＢＰ

である。暦年較正年代（１σ＝６８．２％）は，９が１４９５～

１４７０ＢＣ（２２．１％）・１４６５～１４２０ＢＣ（４６．１％），１０が７７５０

～７６００ＢＣである。化学処理および測定内容に問題は無

く，妥当な年代と考えられる。
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Ｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎ　Ｐｒｏｇｒａｍ　ＯｘＣａｌ，Ｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎ　４３

（２Ａ），３５５－３６３

Ｂｒｏｎｋ　Ｒａｍｓｅｙ　Ｃ．，　ｖａｎ　ｄｅｒ　Ｐｌｉｃｈｔ　Ｊ．　ａｎｄ　Ｗｅｎｉｎｇｅｒ　Ｂ．

２００１　’Ｗｉｇｇｌｅ　Ｍａｔｃｈｉｎｇ’　ｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎ　ｄａｔｅｓ，

Ｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎ　４３（２Ａ），３８１－３８９

Ｒｅｉｍｅｒ，　Ｐ．Ｊ．　ｅｔａｌ．　２００４　ＩｎｔＣａｌ０４　ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ

ｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎ　ａｇｅ　ｃａｌｉｂｒａｔｉｏｎ，０－２６ｃａｌ　ｋｙｒ　ＢＰ，

Ｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎ　４６，１０２９－１０５８
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ここに記載するＬｉｂｂｙ　Ａｇｅ（年代値）と誤差は下１桁を丸めない値です。
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�測定対象試料

　Ｃ－１８区の遺構内から出土した炭化物№１６（ＩＡＡＡ－

７０８２４），Ｆ－７区の炭化物№１７（遺物№１１３５：ＩＡＡＡ－

７０８２５），合計２点である。

�　化学処理工程

１）メス・ピンセットを使い，根・土等の表面的な不純

物を取り除く。

２）ＡＡＡ（Ａｃｉｄ　Ａｌｋａｌｉ　Ａｃｉｄ）処理。酸処理，アル

カリ処理，酸処理により内面的な不純物を取り除く。

最初の酸処理では１Ｎの塩酸（８０�）を用いて数時間

処理する。その後，超純水で中性になるまで希釈する。

アルカリ処理では０．００１～０．０１Ｎの水酸化ナトリウム

水溶液（８０�）を用いて数時間処理する。その後，超

純水で中性になるまで希釈する。最後の酸処理では１

Ｎの塩酸（８０�）を用いて数時間処理した後，超純水

で中性になるまで希釈し，９０�で乾燥する。希釈の際

には，遠心分離機を使用する。

３）試料を酸化銅１ｇと共に石英管に詰め，真空下で封

じ切り，５００�で３０分，８５０�で２時間加熱する。

４）液体窒素とエタノール・ドライアイスの温度差を利

用し，真空ラインで二酸化炭素（ＣＯ２）を精製する。

５）精製した二酸化炭素から鉄を触媒として炭素のみを

抽出（水素で還元）し，グラファイトを作製する。

６）グラファイトを内径１�のカソードにハンドプレス

機で詰め，それをホイールにはめ込み，加速器に装着

し測定する。

�　測定方法

　測定機器は，３ＭＶタンデム加速器をベースとした１４Ｃ

－ＡＭＳ専用装置（ＮＥＣ　Ｐｅｌｌｅｔｒｏｎ　９ＳＤＨ－２）を使用す

る。１３４個の試料が装填できる。測定では，米国国立標

準局（ＮＩＳＴ）から提供されたシュウ酸（ＨＯｘⅡ）を標

準試料とする。この標準試料とバックグラウンド試料の

測定も同時に実施する。また，加速器により１３Ｃ／１２Ｃの

測定も同時に行う。

�　算出方法

１）年代値の算出には，Ｌｉｂｂｙの半減期５５６８年を使用し

た。

２）ＢＰ年代値は，過去において大気中の１４Ｃ濃度が一定

であったと仮定して測定された，１９５０年を基準年とし

て遡る１４Ｃ年代である。

３）付記した誤差は，次のように算出した。

　　複数回の測定値について，χ２検定を行い測定値が

１つの母集団とみなせる場合には測定値の統計誤差か

ら求めた値を用い，みなせない場合には標準誤差を用

いる。

４）δ１３Ｃの値は，通常は質量分析計を用いて測定する

が，ＡＭＳ測定の場合に同時に測定されるδ１３Ｃの値を

用いることもある。

　　δ１３Ｃ補正をしない場合の同位体比および年代値も

参考に掲載する。

　同位体比は，いずれも基準値からのずれを千分偏差

（‰；パーミル）で表した。

　　����������������������������������

��������������������������������������

　ここで，

　����������������������������������
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��������������������������������
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　δ１３Ｃは，質量分析計を用いて試料炭素の１３Ｃ濃度

（１３ＡＳ＝１３Ｃ／１２Ｃ）を測定し，ＰＤＢ（白亜紀のベレムナ

イト（矢石）類の化石）の値を基準として，それからの

ずれを計算した。但し，加速器により測定中に同時に１３Ｃ

／１２Ｃを測定し，標準試料の測定値との比較から算出し

たδ１３Ｃを用いることもある。この場合には表中に〔加

速器〕と注記する。

　また，Δ１４Ｃは，試料炭素がδ１３Ｃ＝－２５．０（‰）であ

るとしたときの１４Ｃ濃度（１４ＡＮ）に換算した上で計算し

た値である。（１）式の１４Ｃ濃度を，δ１３Ｃの測定値をもと

に次式のように換算する。

　　��������������������������������
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　貝殻などの海洋が炭素起源となっている試料について
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 � � 
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�加速器分析研究所
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は，海洋中の放射性炭素濃度が大気の炭酸ガス中の濃度

と異なるため，同位体補正のみを行った年代値は実際の

年代との差が大きくなる。多くの場合，同位体補正をし

ないδ１４Ｃに相当するＢＰ年代値が比較的よくその貝と同

一時代のものと考えられる木片や木炭などの年代値と一

致する。

　１４Ｃ濃度の現代炭素に対する割合のもう一つの表記と

して，ｐＭＣ（ｐｅｒｃｅｎｔ　Ｍｏｄｅｒｎ　Ｃａｒｂｏｎ）がよく使わ

れており，Δ１４Ｃとの関係は次のようになる。

���������������������������

��������������������������

　国際的な取り決めにより，このΔ１４ＣあるいはｐＭＣ

により，放射性炭素年代（Ｃｏｎｖｅｎｔｉｏｎａｌ　Ｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎ

Ａｇｅ；ｙｒＢＰ）が次のように計算される。

　　�������������������������

���������������������

５）１４Ｃ年代値と誤差は，１桁目を四捨五入して１０年単位

で表示される。

６）較正暦年代の計算では，ＩｎｔＣａｌ０４データベース

（Ｒｅｉｍｅｒ　ｅｔ　ａｌ　２００４）を用い，ＯｘＣａｌｖ３．１０較正プ

ログラム（Ｂｒｏｎｋ　Ｒａｎｓｅｙ１９９５　Ｂｒｏｎｋ　Ｒａｎｓｅｙ

２００１　ＢｒｏｎｋＲａｍｓｅｙ，ｖａｎｄｅｒ　Ｐｌｉｃｈｔａｎｄ　Ｗｅｎｉｎｇｅｒ

２００１）を使用した。

�　測定結果

　Ｃ－１８区の遺構内から出土した炭化物№１６（ＩＡＡＡ－

７０８２４）の１４Ｃ年代は６１０±４０ｙｒＢＰ，Ｆ－７区の炭化物№

１７（遺物№１１３５：ＩＡＡＡ－７０８２５）の１４Ｃ年代は３２１０±４０ｙ

ｒＢＰである。暦年較正年代（１σ＝６８．２％）は，№１６が

１３００～１３３０ＡＤ（２７．７％）・１３３５～１３６５ＡＤ（２７．３％）・

１３８０～１４００ＡＤ（１３．２％），№１７が１５１５～１４４０ＢＣである。

化学処理および測定内容に問題は無く，妥当な年代と考

えられる。
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参考

　ＩＡＡＡ－７０８２５に関しましては，代替試料を処理し測定した結果になります。

ここに記載するＬｉｂｂｙ　Ａｇｅ（年代値）と誤差は下１桁を丸めない値です。
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　１　調査の概要

　平成１６年度に，菅牟田遺跡と中之迫遺跡の確認調査及

び本調査を行った。

　菅牟田遺跡

　菅牟田遺跡は，遺跡の中央部分の町道を挟み，台地北

側縁辺部と谷に挟まれた独立丘陵の南側に分かれる。

　調査は，北側に５ヶ所，南側に１ヶ所のトレンチを設

定し確認調査を行った。

　調査の結果，良好な台地と思われた北側部分は，起伏

に富み入り組んだ地形であったため，遺物，遺構は発見

できなっかた。また，南側も包含層が存在していなかっ

たため，本調査にはおよばなかった。

　調査は，平成１６年５月１７日から５月２１日（実働３日）

に実施した。調査経過については，日誌抄を持ってかえ

る。

　２　調査の経過

　菅牟田遺跡

　　日誌抄

　５月１７日～２１日

　・調査開始

　・トレンチ設定（６箇所）掘り下げ（縄文～旧石器）

　・遺物の出土なし，トレンチ位置図作成

　中之迫遺跡

　調査は，平成１６年５月１０日から７月２７日（実働３５日）

に，確認・本調査を実施した。調査経過については，日

誌抄を持ってかえる。

　　日誌抄

　５月１０日～２８日

　・調査開始（道路北側，工事用道路側から）

　・トレンチ設定（５箇所）掘り下げ（縄文～旧石器）

　・グリッド設定（杭打ち）

　・Ｅ～Ｇ－４区Ⅴ～Ⅶ層掘り下げ，遺物取り上げ，土層

断面実測（Ｆ－４区，Ｇ－５区）

　６月１日～２８日

　・Ｆ－３～４区出土状況写真撮影，遺物取り上げ

　・Ｇ－４～５区コンタ図作成

　・土層断面実測（Ｇ－５区）

　・ＥＦ－５～７区Ⅶ，Ⅷ層掘り下げ

　・Ｆ－４区コンタ図作成

　・Ｂ～Ｄ－４～７区Ⅳ，Ⅴ層掘り下げ，遺物取り上げ

　・Ｃ－５区遺物出土状況写真撮影

　７月５日～２７日

　・Ｂ～Ｄ－４～７区Ⅳ，Ⅴ，Ⅶ，Ⅷ層掘り下げ，遺物

取り上げ

　・道路南側トレンチ設定，掘り下げ

　・土層断面実測（Ｄ，Ｅ－４区）

　・埋め戻し
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　３　遺跡の層位

　遺跡の層状

　菅牟田遺跡・中之迫遺跡の層状は，曽於市末吉町と財

部町に所在する桐木・耳取遺跡に準じた。各層位につい

ての詳細は，高古塚遺跡編に記載した。

　中之迫遺跡は，上位の層が削平を受けていたため，表

土下は，Ⅳ層であった。Ⅴｂ層のアカホヤ火山灰とⅥｂ

層は，整然とした堆積が確認できたが，Ⅸ層薩摩火山灰

は，調査区が傾斜地であったためか，断面にわずかに確

認できる程度であった。
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　１　縄文時代早期の調査

　縄文時代早期の調査は，確認調査で遺物の出土が判明

したＣ～Ｈ－３～７区で１０ｍ四方のグリッドを設定し，

発掘調査を行った。

　Ⅸ層（サツマ火山灰層）上面の地形は，遺跡の西側

（Ｈ－３区）から東方向（Ｅ－３～７区）に谷状に下る地

形である。調査区から遺構は，検出されなっかた。

　遺物は，傾斜面のＥ～Ｇ－４区に集中して出土し，包含

層はⅦ層が中心である。（第９図）

・遺物（土器）（第１０～１３図№１～４８）

　縄文時代早期に該当する土器は総数１３３点出土した。

これら全ての土器の型式分類及び細別を行い，Ⅰ類～Ⅴ

類の類型として分類し，図化不可能な小破片を除き８４点，

４８個を本報告書に掲載した。

　Ⅰ類土器（第１０図№１）

　Ⅰ類土器は，Ⅶ層より１点出土した。器形的特徴は，

口縁部から平底の底部まで直線的にいたる円筒形深鉢形

土器である。施文的特徴は，内径し平坦面を呈する口唇

部にヘラ状工具でキザミ目を施し，口縁部に横位の刺突

を２条施す。胴部は横位の貝殻条痕を施す土器で，内面

はナデ調整である。

　Ⅱ類土器（第１０図№２）

　Ⅱ類土器は，Ⅶ層より１点出土した。器形的特徴は，

口縁部が外反し，胴部から平底の底部まで直線的にいた

る円筒形深鉢形土器である。施文的特徴は，平坦面を呈

する口唇部にキザミ目を施し，口縁部には，横位の貝殻

刺突文を３条施す。胴部は縦位の貝殻刺突文を施す土器

で，内面は丁寧なナデ調整である。

　Ⅲ類土器（第１０図№３～７）

　Ⅲ類土器は，口縁部に貝殻刺突文，胴部に貝殻条痕を

綾杉状に施す円筒形深鉢形土器でⅦ層を中心に出土した。

№３～７は胴部で，№３は，口縁部下の横位の貝殻刺突

文が見られ，内面は丁寧にナデられている。№４，６は外

面の条痕が不明瞭である。№５は，貝殻条痕が明瞭で，

№７は，綾杉状の条痕が明瞭で，内面に横方向のナデ調

整が施される。

　Ⅳ類土器（第１１，１２図№８～№３３）

　器形的特徴は，口縁部が内湾し，平口縁を呈しバケツ

形の器形で，口縁部内面が肥厚し，口唇部は平坦面を呈

し内傾する。施文的特徴は，口縁部から胴部に，短沈線

を横位と斜位に施し，斜位の短沈線は羽状に施される。

№２９，３０は，横位の短沈線間に斜位の短沈線を施し区画

性が見られる。№３０～３３の胴部下部から底部にいたる部

����������������	
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位は無文である。№３３は厚手の平底で側面の接合痕が⊂

形に明瞭で，底部側面に粘土紐を貼り付けて胴部を立ち

上げる状況が見られる。内面調整は，№９の口縁部内面

は，ミガキに近い丁寧なナデ調整が施されているが，№

１０以下の胴部から№３３の底部まで，工具痕が残るナデ調

整である。胎土中には，雲母と砂礫が多く含まれている。

　Ⅴ類土器（第１３図№３４～№４８）

　Ⅴ類土器は，縄文時代早期で無文のものを包括した。

器形的特徴は，口縁部が直行し，胴部から平底の底部に

直線的にいたる器形である。

　№３４は平口縁で，口唇部は平坦面を呈し，内外の両端

部に細かなキザミ目を施す。器面調整は，両面とも工具

によるナデ調整で，胎土は，精選され，焼成も良く堅緻

である。

　№３５～４８は，同一の個体で，平口縁で，内傾する口唇

部は平坦面を呈する。口縁部内面が肥厚し，一部が剥落

している。胴部から底部は薄く仕上げ，器面調整は，両

面ともナデ調整である。胎土中には砂礫を多く含む。

 

・遺物（石器）（第１４，１５図Ｓ１～９）

　縄文時代早期に該当する土器は総数２２点出土した。図

化不可能な小剥片を除き，９点を本報告書に掲載した。

　石鏃（第１４図Ｓ１）

　頁岩を用いた石鏃で，左側縁の基部を欠損する。整形

剥離が両面から施されるが，体部が厚手である。

　石錐（第１４図Ｓ２，３）

　Ｓ２は，チャートを用いたもので，先端部に剥離が施

されるが未完成品である。Ｓ３は，厚手の頁岩を用いた

もので，両面から整形剥離が施され，先端部が尖る。

　二次加工剥片（第１４図Ｓ４）

　黒曜石の横長剥片の縁部に二次加工が認められる。

　磨石・敲石（第１４，１５図Ｓ５～Ｓ９）

　Ｓ５～Ｓ８は輝石安山岩を用いたもので，Ｓ５は，敲打

痕が明瞭である。Ｓ６～Ｓ９は摩耗による平滑面が認め

られる。Ｓ８は，側縁に細かな敲打が施され面取りがな

されている。Ｓ９は砂岩を用いたものである。
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　２　縄文時代前期の調査

　縄文時代前期の調査は，確認調査で遺物の出土が判明

したＢ～Ｅ－４～６区で調査を行った。

　遺物は，アカホヤ火山灰の上層と御池火山灰に挟まれ

たⅤａ層を中心に出土した。土器が１形式と頁岩のチッ

プが２点出土している。（第１６図）

　Ⅵ類土器（第１７図№４９～№６７）

　内外面を貝殻条痕によって調整する土器で，外面に断

面三角形の微隆起突帯を施す。外面は黒褐色をおび，総

じて器壁が薄く，焼成不良のためか内面が剥落している。

全体の接合ができず器形は不明である。

���������������

�����������

������������������������������
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　３　縄文時代晩期の調査

　縄文時代晩期の調査は，確認調査で遺物の出土が判明

したＢ～Ｄ－５～７区を中心に調査を行った。

　遺物は，御池火山灰の腐植土であるⅣａ層を中心に出

土した。（第１８図）

　Ⅶ類土器（第１９図№６８～７６）

　№６８～７１は浅鉢形土器の口縁部で，外面は細条痕を伴

う工具でナデ調整が施されている。内面は，№６８が，ミ

ガキで，№６９～７１がミガキに近い丁寧なナデ調整が施さ

れている。№７２は，「く」の字状に屈曲する胴部で，外

面は，工具によるナデ調整で，内面はミガキが施されて

いる。№７３～７６は外面に網布が圧痕された底部で，内面

は丁寧に研磨されている。Ⅶ類土器の胎土は，精製され

たものが用いられている。

　№７７～８１は深鉢形土器の胴部で，№７７，７８は内外面と

もにミガキによって器面調整がなされている。№７９は外

面がナデ調整，内面はミガキである。№８１は，内面に工

具による横ナデの跡が残る。№８２，８３は胴部で，平底を

呈し，両面とも丁寧なナデ調整が施される。№８４は，口

縁部が外反し，頸部がわずかに締まり胴部がわずかに張

る器形で，外面は，縦方向にミガキ調整がされ，内面は

下部が斜め，胴部が横方向にミガキ調整が施されている。

　Ⅷ類土器の胎土中には，長石が多く含まれ，精選され

た胎土で，色調は，内外とも赤橙色である。

 

���������������



－２０７－

 

10cm0

68 69 70

71

72
73

75

76

74

�������������



－２０８－

10cm0

77 78
79

80

8382

81

84

�������������

��������������

������������������������������

長，軽工具によるナデミガキ浅鉢７ⅣａＢ－６１９４����

長ナデナデ浅鉢７ⅣａＤ－６２６３��

石ナデナデ浅鉢７ⅣａＤ－６２５８��

長ナデナデ浅鉢７ⅣａＢ－６１９３��

長工具によるナデミガキ浅鉢７ⅣａＢ－５２０３��

長，雲，角工具によるナデミガキ浅鉢７ⅣａＤ－６２６１��

長工具によるナデミガキ浅鉢７ⅣａＤ－６２６０��

長工具によるナデミガキ浅鉢７ⅣａＤ－６２５９��

長，石工具によるナデミガキ浅鉢７ⅣａＣ－５２１２��

長ミガキミガキ深鉢８ⅣａＢ－６２４７����

長ミガキミガキ深鉢８ⅣａＢ－６２２４��

長ナデミガキ深鉢８ⅣａＢ－６２５５��

長，角ナデナデ深鉢８ⅣａＢ－６２４２��

長ナデナデ深鉢８ⅣａＢ－６２２２��

↓↓２４６
長ナデナデ深鉢８ⅣａＢ－６２５１��

長ナデナデ深鉢８ⅣａＢ－６２４１��

｜｜２４４
｜｜２４７
↓↓２５３

長，砂ミガキミガキ深鉢９ⅣａＢ－７１８５��

｜｜１８６
｜｜１８７
↓↓２２６



－２０９－

　表採遺物（第２１図Ｓ１０～１３）

　表層出土と表採した石器を扱った。石鏃Ｓ１０，１１は頁

岩を用い，Ｓ１０は平基の石鏃で主剥離面が残る。Ｓ１１は

先端を欠損する。Ｓ１２は黒曜石を用いた基部の抉りが深

く入る石鏃で，両側縁部の基部に微細な抉りが施される。

　Ｓ１３は頁岩を用いた削器で，右側縁部に両面からの整

形で刃部を作出す。
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－２１０－

　４　まとめ

　縄文時代に該当する遺物は，個々の出土量が，極めて

少なく，それぞれが単体或いは数個体での出土であった。

遺物は，Ⅰ類土器からⅦ類土器が出土している。

　Ⅰ類土器は，口縁部が直行し，直線的に平底の底部に

いたる円筒土器で，早期前葉の岩本式土器である。

　岩本式土器は，口唇部内面に段を有し，口唇端部に深

いキザミ目を施し小波状を呈するもの。口唇部がわずか

に内湾して舌状を呈し，外側にキザミ目を施すもの。口

唇部が平坦で，口唇部外側にキザミ目を施すものがあり，

器面調整は，貝殻腹縁による丁寧な条痕，又は，繊維状

の調整具による丁寧な仕上げが行われるものである。

　Ⅱ類土器は，吉田式土器の範疇に比定される。本遺跡

出土のものは，口縁部下の縦位の貝殻刺突文が特徴的で

ある。

　Ⅲ類土器は，石坂式土器に比定される。口縁部の出土

資料はないが，胴部の綾杉状の条痕文が明瞭に解る資料

である。

　Ⅳ類土器は，主に大隅半島から宮崎県南部に見られる

土器で，口縁部が直行ないし内湾し，バケツ形の器形で，

口唇部が内側に肥厚するものもみられ，短沈線文が特徴

的な辻タイプに比定される。これまでは，下剥峯式土器

や桑ノ丸式土器と器形的特徴や施文的特徴が近似してい

るため，どちらかの型式に比定されていた土器である。

　本遺跡出土のものは，底部側面の接合痕が明瞭で土器

制作状況の解る資料である。

　Ⅴ類土器は，下剥峯式土器から桑ノ丸式土器の器形的

特徴を持つ無文の土器である。口縁部が内湾し，口唇内

部が肥厚するが，胴部から底部にいたるまで器壁を薄く

作り上げている。

　Ⅵ類土器は，貝殻条痕によって内外面を調整し，口縁

部外面に断面三角形の微隆起突帯を巡らし，外面が黒褐

色を呈する特徴から，縄文時代前期の轟式土器の範疇に

比定される。１個体が出土した。

　Ⅶ類土器は，縄文時代晩期に該当する土器で，浅鉢形

土器の底部に網布の圧痕が明瞭に残る資料がある。

 

引用・参考文献

「小牧３Ａ・岩本遺跡」（１５）

「城ヶ尾遺跡」（６０）

「九養岡遺跡・踊場遺跡・高篠遺跡」（７１）

「桐木耳取遺跡」（９１）
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あ　と　が　き

　唐尾遺跡・高古塚遺跡・菅牟田遺跡・中之迫遺跡の発掘調査は，平成１６年度～平成１８年

度までの３年間，東九州自動車道建設に伴い実施された。

　高古塚遺跡の調査では，アカホヤ火山灰層で落とし穴を発見したため，夏場のピーカン

の空の下，オレンジ色の中にレモン色を探すのに神経を注いだ。さっき迄は，見えていた

のに，「見えない！」在るはずのものがない！無いはずのものが見えたのか？

　また，古代の焼土跡が検出されてからは，建物があるかな？とみえない埋土に格闘した。

黄色の検出面に夏の太陽，「見えなーい！」と頭を抱えながらも，絶対あると確信して検

出に努めた。出てくるのは汗ばかり！カメラを抱えて，高い位置に登って見たら，くっき

りと柱列が見え，夢中でシャッターを切った。「近くで見えねば引いて見よ」であった。

　そんな中，調査終了間際に台風１７号が襲来した。休日だったこともあり，上陸した割り

には，大した事ないなーと安心していたら，谷を挟む地形のせいか竜巻に襲われ，現場の

プレハブはさんざんな目に遭い，翌日から消え去った図面や資料を探すため，蒸し暑い中，

谷底の藪を山狩りと称して探し回った。まるで，自然や先人達からあざ笑われているかの

ようであった。

　こんな，ドタバタの調査を多くの作業員さんが支えてくれた。思えば，我々調査員は遠

い過去の先人が残してくれた物を追いかけ，過去の人々の活動を追求する事に夢中になっ

てしまう。だが，目の前には，自分達よりも先の時間を生き，多くの経験と体験をしてき

た数多くの先達がいる。残念ながら今の我々は，彼らのそれには追いつけない。遠い過去

の事象ばかりでなく，近き過去の時間にも耳目を傾けて，それらも明日の世界を築くため

に，未来へ繋いで行く必要があるのでは無いだろうか。

　本年度の整理作業，報告書刊行は，失われつつある調査時の記憶を掘り起こしながらの

作業が続いた。多くの貴重な情報が遺跡から得られたため，「一つでも多くの情報を記録

したい」と努力したが，情報を整理・統合し，十分に活用できたかは，時間的な制約と担

当者の力量不足のため，恥ずかしながら疑問に思うところである。

　本報告において，実測等の作業を続けながら開発によって消えゆく遺跡の記録保存がこ

れで良いのかと不安に駆られ疑問に思い続けながらの１年であった。次回からは，より多

くの正確な情報を整理・統合して活用し，提供できるようにしていきたい。

　今回の発掘調査報告書を発刊するにあたり，多くの汗を流し発掘調査に携わってくだ

さった地元の作業員さん，報告書作成のために努力してくださった整理作業員さんに厚く

お礼を申し上げ感謝の言葉といたします。

担当者一同

　唐尾班をはじめ，ご協力いただいた多くのみなさんありがとうございました。
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